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２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
度
を
迎

え
、
宮
陵
会
の
会
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の

こ
と
と
拝
察
し
、
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
会
員
の
皆
様
か
ら
は

日
頃
、
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
こ
こ
に
改
め
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
年
、
年
度
替
わ
り
に
は
、

卒
業
生
は
宮
陵
会
の
会
員
と
し
て
、

ま
た
新
入
生
は
準
会
員（
学
生
会
員
）

と
し
て
、お
迎
え
す
る
こ
と
と
な
り
、

今
後
も
ご
一
緒
に
当
会
の
活
動
に
参

加
で
き
ま
す
こ
と
、
会
員
一
同
を
代

表
い
た
し
ま
し
て
誠
に
慶
び
に
耐
え

ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
昨
年
度
の
宮
陵
会
の
活
動

は
、
ご
承
知
の
と
お
り
、
コ
ロ
ナ
感

染
防
止
や
「
非
常
事
態
宣
言
」
に
よ

り
大
き
く
制
限
さ
れ
た
形
と
な
り
、

本
会
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る
「
会
員

相
互
の
親
睦
や
交
流
」
の
た
め
の
集

会
や
会
食
は
、
殆
ど
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
地
域
組
織
総
会
や
ブ
ロ
ッ
ク

会
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・
デ
ー
、
定

時
社
員
総
会
な
ど
恒
例
の
年
中
行

事
は
殆
ど
す
べ
て
中
止
と
な
り
、
本

部
で
の
理
事
会
や
各
委
員
会
は
、
書

面
決
議
や
ホ
テ
ル
の
会
議
場
を
借
り

て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
一
年
余

り
前
、
こ
の
よ
う
な
地
球
規
模
で
の

感
染
拡
大
は
、
一
体
、
誰
が
予
想
で

き
た
で
し
ょ
う
か
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
誌
の
「
理
事
長
・

学
長
の
ご
挨
拶
」
で
記
さ
れ
て
い
る

と
お
り
、
わ
が
母
校
は
、
学
生
の
健

康
と
安
全
を
守
る
べ
く
「
感
染
し
な

い
、
さ
せ
な
い
」
を
大
原
則
に
、
大

学
執
行
部
に
よ
る
早
期
か
つ
適
切
に

決
断
さ
れ
た
諸
対
応
策
は
、
見
事
で

あ
り
、
称
賛
に
値
し
ま
す
。
私
ど
も

宮
陵
会
も
、
こ
の
よ
う
な
大
学
の
方

針
や
諸
政
策
に
賛
同
し
、
今
後
も
協

力
・
支
援
を
惜
し
ま
な
い
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　
今
春
四
月
か
ら
、
横
浜
の
「
み
な

と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
」
に
は
、
後

輩
の
初
々
し
い
学
生
た
ち
の
顔
や
声

で
満
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
同
じ

頃
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
始
ま
り
、
痛

ま
し
い
感
染
禍
も
終
息
に
向
か
う
こ

と
で
し
ょ
う
。

　
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
い
ま
暫
ら
く
防
染
に
努
め
、
お

互
い
元
気
な
姿
で
再
会
・
交
流
で
き

ま
す
こ
と
を
楽
し
み
に
、
ご
健
勝
を

祈
り
ま
す
。

一般社団法人神奈川大学宮陵会
会長　久 保 清 治

防染に努め 元気な姿で交流できますように
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宮
陵
会
の
み
な
様
に
は
、
日
頃
よ

り
奨
学
金
を
は
じ
め
と
し
て
様
々
な

本
学
運
営
に
つ
い
て
格
別
な
ご
高
配

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
神
奈
川

大
学
の
教
職
員
を
代
表
し
て
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
昨
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
私

た
ち
世
代
が
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
戦
後
最
大
の
難
局
に
対
峙
い
た

し
ま
し
た
が
、
教
職
員
の
叡
智
の
結

集
と
一
方
な
ら
ぬ
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
キ
ャ
ン
パ
ス
閉
鎖
を
は
じ
め

と
す
る
な
す
べ
き
対
応
を
早
期
に

か
つ
適
切
に
決
断
を
下
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
関
係
者
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、

本
学
の
運
営
と
対
応
に
対
し
て
マ
ス

コ
ミ
等
か
ら
多
数
の
取
材
を
受
け
る

と
と
も
に
高
い
評
価
も
得
ら
れ
ま
し

た
。
特
に
、
厳
し
い
条
件
下
で
初
め

て
の
全
面
的
な
遠
隔
授
業
に
つ
い
て

は
、
改
革
努
力
と
検
証
の
継
続
に
よ

り
さ
ら
な
る
学
修
者
本
位
の
授
業
へ

の
新
し
い
歩
み
を
記
す
こ
と
が
で
き

た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
高
等
教
育
に
お
け
る
対

面
授
業
の
大
切
さ
と
そ
の
意
義
等
に

つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
に
議
論
が
な
さ
れ

た
こ
と
は
、
新
年
度
に
お
け
る
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
を
基
本
と
し
た
本
学
な
り

の
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
の
教
育
手
法
の

実
践
と
学
修
者
本
位
の
教
育
の
質
の

向
上
に
資
す
る
も
の
と
確
信
し
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
と
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
へ
の
前
向
き
の
対
応
が
こ
れ
か
ら

の
大
学
運
営
と
大
学
間
競
争
の
基
幹

案
件
と
の
認
識
の
下
に
、
学
生
と
教

職
員
の
健
康
と
安
全
を
守
り
、
学
生

の
安
心
と
御
父
母
の
信
頼
を
得
る
こ

と
と
、
研
究
と
教
育
を
担
う
高
等
教

育
機
関
と
し
て
の
責
務
を
常
に
念
頭

に
置
き
、
み
な
様
の
ご
意
見
に
耳
を

傾
け
て
日
々
謙
虚
に
検
証
し
つ
つ
運

営
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
さ
て
、
人
口
減
少
社
会
の
進
展
を

は
じ
め
と
す
る
大
学
を
取
り
巻
く
諸

環
境
は
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り

ま
す
。

　
今
年
の
新
成
人
（
大
学
２
年
生
）

の
数
は
１
２
４
万
人
で
し
た
が
、
昨

年
の
出
生
数
の
速
報
値
で
は
約
87
万

人
で
し
た
。
５
年
前
に
１
０
０
万
人

を
初
め
て
割
り
込
み
92
万
人
と
な
り

学校法人神奈川大学
理事長・学長
兼 子 良 夫

状況に合わせ柔軟な対応をし発展につなげる

衝
撃
的
な
数
字
と
さ
れ
ま
し
た
が
、

少
子
化
が
加
速
し
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
も
、
私
の
学
長
就
任
以
来

進
め
て
き
た
教
学
組
織
改
革
を
加
速

さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
本
学
は
、
昨
年
の
国
際
日
本
学
部

の
開
設
に
続
き
、
こ
の
４
月
の
「
み

な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
」
の
開

学
、
そ
し
て
、
来
年
度
に
建
築
学
部

を
開
設
（
２
月
に
事
前
伺
い
が
認
可

さ
れ
ま
し
た
）
し
ま
す
が
、
さ
ら
な

る
理
工
再
編
に
伴
う
情
報
系
と
生

命
化
学
系
の
新
し
い
学
部
の
開
設
を

核
と
し
て
、
本
学
の
自
然
科
学
系
を

２
０
２
３
年
度
に
先
進
的
な
５
学
部

体
制
に
す
る
こ
と
を
構
想
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
経
営
学
部
を
は
じ
め

と
す
る
各
学
部
の
再
編
と
基
盤
教
育

（
教
養
）
系
組
織
の
創
設
を
実
現
し

て
、
１
０
０
周
年
に
向
け
て
伝
統
に

恥
じ
な
い
世
界
標
準
の
新
生
神
奈
川

大
学
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
宮
陵
会
の

益
々
の
ご
発
展
と
み
な
様
の
ご
健

勝
と
ご
活
躍
を
心
よ
り
祈
念
申
し

上
げ
て
、
私
か
ら
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。
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　第 79回びわ湖毎日マラソン（日本陸上競技連盟、毎日新聞社など主催、住友電工特別協賛）
が 2月28日、滋賀県大津市の皇子山陸上競技場を発着点とするコースで行われ、鈴木健吾さん
（25）＝富士通＝が 2時間 4分 56 秒の日本新記録でマラソン初優勝を果たした。鈴木さんは、
神奈川大学現代ビジネス学科卒業で、在学中は陸上競技部に所属し箱根駅伝などでも活躍した。
マラソン開催翌日の地元紙、神奈川新聞の記事からその活躍ぶりを紹介します。

鈴木 健吾さん

おめでとう

2018（平成30）年神奈川大学経済学部現代ビジネス学科卒業

神
奈
川
新
聞
２
０
２
１
年
３
月
１
日
付　
記
事（
共
同
通
信
配
信
）
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２
０
２
１
年
度

事
業
計
画
・
予
算
書

２
０
２
１
年
度
事
業
計
画

Ⅰ
．
会
員
相
互
の
連
携
強
化
、
そ
の

他
本
会
の
目
的
達
成
に
付
随
す

る
事
業

１
．	

会
員
相
互
の
情
報
共
有
の
た
め

の
事
業

（1）	

会
誌「
宮
陵
」第
70
号
の
発
刊
。

「
宮
陵
会
報
」
第
1
1
2
号・

第
1
1
3
号
の
発
行
、
他

広
報
事
業

　
会
誌
は
正
会
員
の
み
、
会
報

は
住
所
判
明
者
へ
送
付
予
定

２
．	

会
員
相
互
の
連
携
を
深
め
る
た

め
の
事
業

（1）	
地
域
組
織
の
活
動
に
対
す
る

支
援
、
助
成

①
イ
．
地
域
組
織
総
会
出
席

時
祝
金

ロ
．
出
張
者
交
通
費

ハ
．
資
料
発
送
等
通
信
費

②
イ
．
地
域
組
織
総
会
通
信

費
助
成(
職
域
、
同

期
・
同
好
を
除
く)

ロ
．
地
域
組
織
設
立
周
年

行
事
経
費
の
助
成

ハ
．女
性
会
員
地
域
組
織

総
会
参
加
費
助
成

(

職
域
、
同
期
・
同

好
を
除
く)

ニ
．
準
会
員
地
域
組
織
総

会
参
加
費
助
成(

職

域
を
除
く)

③ 

地
域
組
織
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
新
設
及
び
運
営

の
支
援

（2）
ブ
ロ
ッ
ク
会
へ
の
支
援

①
ブ
ロ
ッ
ク
会
開
催
時
の
案

内
発
送
等
の
支
援

②
ブ
ロ
ッ
ク
会
開
催
地
域
組

織
の
経
費
助
成

③
ブ
ロ
ッ
ク
内
参
加
地
域
組

織
の
旅
費
交
通
費
の
助
成

３
．	

組
織
基
盤
確
立
の
た
め
の
地
域

組
織
の
設
立
・
再
建
等
の
支
援

（1）	

新
た
な
地
域
組
織
の
設
立
や

休
眠
状
態
に
あ
る
組
織
の
再

建
支
援

（２）
基
準
に
準
拠
し
た
設
置
承
認

の
取
消
し
等

４
．	

卒
業
生
専
門
職
（
士
職
）
に
よ

る
無
料
相
談
会
の
開
催

（1）
宮
陵
会
館(

横
浜
キ
ャ
ン
パ

ス
30
号
館)

を
利
用
し
た
卒

業
生
専
門
職
に
よ
る
無
料
相

談
会
の
開
催

　
原
則
と
し
て
、
毎
月
第
三
土

曜
日
に
開
催
（
４
月
・
８
月
・

１
月
は
除
く
）

（２）
相
談
会
の
相
談
分
野
の
拡
充

現
行
の
相
談
分
野
で
あ
る
法

律
（
弁
護
士
）、
税
務
（
公
認

会
計
士・税
理
士
）、労
務
（
社

会
保
険
労
務
士
）
以
外
の
相

談
会
開
催
に
向
け
た
検
討

５
．	

生
活
苦
の
準
会
員
（
在
学
生
）

に
対
す
る
食
品
等
の
緊
急
支
援

に
係
る
計
画
・
実
施

コ
ロ
ナ
等
の
影
響
に
よ
り
生
活

が
困
窮
し
て
い
る
準
会
員
（
在

学
生
）
に
対
す
る
緊
急
支
援
策

の
計
画
お
よ
び
支
援
の
実
施

６
．	

宮
陵
会
事
業
活
動
の
普
及
の
た

め
の
交
流
企
画

在
学
生
、
卒
業
生
を
対
象
と
し

た
宮
陵
会
の
活
動
の
活
性
化
、

地
域
組
織
の
総
会
等
へ
の
積
極

的
参
加
に
繋
げ
る
活
動
及
び
宮

陵
会
事
業
活
動
の
普
及
の
た
め

の
交
流
企
画
、
運
営
等

リ
モ
ー
ト
やZoom

を
活
用

し
た
茶
話
会(

交
流
会)

、
講

演
会
等
の
企
画
、
実
施

７
．
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
会
へ
の
準
会
員
の

派
遣
事
業
の
検
討

地
方
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
開
催
時
、

そ
の
地
方
出
身
の
準
会
員
を
対

象
に
参
加
希
望
者
を
募
集
し
、

交
通
費
は
宮
陵
会
負
担
で
派
遣

す
る
事
業
の
検
討
（
2
0
2
2

年
実
施
予
定
）。
準
会
員
へ
の
宮

陵
会
の
知
名
度
を
上
げ
る
と
と

も
に
、
卒
業
後
の
宮
陵
会
事
業

へ
の
参
加
促
進
と
、
地
域
組
織

の
活
性
化
に
繋
げ
る
。

８
．「
み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
」

オ
ー
プ
ン
記
念 

新
校
舎
見
学
に

係
る
企
画
の
検
討

９
．	

準
会
員(

在
学
生)

に
対
す
る

「
宮
陵
会
」
広
報
活
動
の
強
化

（1）
神
奈
川
大
学
の
共
通
教
養
科

目
の
授
業
に
お
け
る
本
会
の

歴
史
等
に
つ
い
て
の
講
義

（２）
卒
業
年
次
生
（
４
年
次
）へ
の

「
会
誌
」
郵
送

10．	

新
入
生(

準
会
員)

へ
の
記
念

品
贈
呈

Ⅱ
．
神
奈
川
大
学
の
進
展
と
維
持
に

必
要
な
事
業

１
．
神
奈
川
大
学
教
育
振
興
事
業

（1）	

神
奈
川
大
学
事
業
協
賛
寄
付

等①	

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
へ

の
協
賛
等

②	

卒
業
祝
賀
行
事
の
共
催

③	

陸
上
競
技
部
駅
伝
報
告

会
協
賛

（２）	

神
奈
川
大
学
在
学
生
課
外
活

動
等
支
援
事
業

①	

学
生
課
外
活
動
助
成
金

　
イ
．
学
生
課
外
活
動
助
成

競
技
大
会
参
加
費
、

卒
業
生
指
導
者
交
通

費
等
の
助
成

　
ロ
．
在
学
生
特
別
事
業

在
学
生
が
開
催
す
る

講
演
会
及
び
ス
ポ
ー

ツ
大
会
へ
の
助
成

（3）
神
奈
川
大
学
「
教
育
振
興
基

金
」へ
の
指
定
寄
付

①
給
付
奨
学
金

　
課
外
活
動
奨
学
金

②
課
外
活
動
援
助
金

　
課
外
活
動
援
助
金

（4）	

学
校
法
人
神
奈
川
大
学
「
米

田
吉
盛
教
育
奨
学
金
」
募
金

へ
の
指
定
寄
付

（5）	

神
奈
川
大
学
教
育
研
究
奨
励

宮陵会だより
2021 年度事業計画

2021 年度正味財産増減予算書
2021 年度収支予算書

2020 年度理事会開催状況
定時総会

訃報
本部理事会開催予定

2021年度ブロック会開催予定
給付奨学金採用者

監査
各種委員会開催状況

地域組織総会等開催状況
地域組織新代表者紹介

表彰者

正味財産増減予算書
2021年4月1日から2022年3月31日まで

（単位：円）
科 目 2021年度予算 2020年度予算 増減

Ⅰ　 一 般正味財産増減の部
1．経常増減の部
（1）経常収益
① 財産運用益 2,000 2,000 0

基本財産受取利息 (1,000) (1,000) 0
特定資産受取利息 (1,000) (1,000) 0

② 受取会費 113,080,000 115,230,000 △ 2,150,000
正会員会費 (6,030,000) (6,630,000) △ (600,000)
準会員会費 (107,050,000) (108,600,000) △ (1,550,000)

③ 雑収益 340,000 350,000 △ 10,000
受取利息 (40,000) (30,000) (10,000)
雑収益 (300,000) (320,000) △ (20,000)

経常収益計 113,422,000 115,582,000 △ 2,160,000
（2）経常費用
① 事業費

給料手当 8,870,000 8,870,000 0
退職給付引当金繰入額 0 350,000 △ 350,000
福利厚生費 1,550,000 1,550,000 0
会議費 654,000 870,000 △ 216,000
旅費交通費 3,872,000 1,872,000 2,000,000
通信運搬費 38,300,000 45,800,000 △ 7,500,000
消耗品費 12,527,000 2,862,000 9,665,000
印刷製本費 9,090,000 10,685,000 △ 1,595,000
慶弔交際費 2,200,000 400,000 1,800,000
賃借料 246,000 246,000 0
諸謝金 484,000 518,000 △ 34,000
支払負担金 6,200,000 6,300,000 △ 100,000
支払助成金 13,305,000 6,800,000 6,505,000
支払寄付金 12,000,000 31,000,000 △ 19,000,000
給付奨学金 8,000,000 11,000,000 △ 3,000,000
委託費 2,850,000 5,050,000 △ 2,200,000
雑費 85,000 80,000 5,000

事業費計 120,233,000 134,253,000 △ 14,020,000
② 管理費

給料手当 8,870,000 8,870,000 0
派遣事務費 300,000 0 300,000
臨時雇用賃金 200,000 460,000 △ 260,000
退職給付引当金繰入額 0 350,000 △ 350,000
福利厚生費 1,550,000 1,550,000 0
会議費 2,830,000 1,900,000 930,000
旅費交通費 4,800,000 4,950,000 △ 150,000
通信運搬費 875,000 895,000 △ 20,000
消耗什器備品費 200,000 200,000 0
消耗品費 1,270,000 970,000 300,000
印刷製本費 1,290,000 1,000,000 290,000
慶弔交際費 1,600,000 1,400,000 200,000
賃借料 246,000 246,000 0
保険料 420,000 400,000 20,000
諸謝金 0 100,000 △ 100,000
支払寄付金 1,500,000 0 1,500,000
委託費 1,715,000 1,715,000 0
雑費 400,000 325,000 75,000
管理費計 28,066,000 25,331,000 2,735,000
経常費用計 148,299,000 159,584,000 △ 11,285,000
当期経常増減額 △ 34,877,000 △ 44,002,000 9,125,000

2．経常外増減の部
（1）経常外収益

経常外収益計
（2）経常外費用

経常外費用計
当期経常外増減額 0 0 0
当期一般正味財産増減額 △ 34,877,000 △ 44,002,000 9,125,000
一般正味財産期首残高 244,245,543 288,247,543 △ 44,002,000
一般正味財産期末残高 209,368,543 244,245,543 △ 34,877,000

Ⅱ　指定正味財産増減の部
① 受取寄付金

受取寄付金
当期指定正味財産増減額
指定正味財産期首残高
指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高 209,368,543 244,245,543 △ 34,877,000



05　KYU-RYO

助
成
事
業

　
神
奈
川
大
学
の
学
術
研
究
の

進
展
を
目
的
に
、
専
任
教
員

（
含
む
、特
任
教
員
、特
別
助

手
、特
別
助
教
）
の
う
ち
神

奈
川
大
学
の
学
部
卒
業
者
及

び
大
学
院
修
了
者
を
対
象
と

し
た
教
育
研
究
奨
励
助
成
金

（6）	

神
奈
川
大
学
「
神
大
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
振
興
賛
助
金
募
金
」

案
内
へ
の
協
力

（7）	

学
校
法
人
神
奈
川
大
学
総
務

部
校
友
課
と
の
連
携

２
．
本
会
奨
学
金
の
給
付
事
業

（1）	

給
付
奨
学
金

学
部
生

経
済
的
困
窮
者
対
象

大
学
院
生

学
業
成
績
優
秀
者
対
象

Ⅲ
．
本
会
本
部
関
係

１
．
本
部
関
係
会
議

（1）	

２
0
2
1
年
度
定
時
総
会
の

開
催　
2
0
2
1
年
6
月

12
日(

土)

(2)	

理
事
会
の
開
催　
年
6
回
以
上

（
5

・

6

・

7

・

9

・

11

・

2

・

3
月
予
定
）

(3)	

各
種
委
員
会
の
開
催　
総
務

財
政
、
組
織
、
広
報
、
事
業
、

交
流
企
画

(4)	

そ
の
他
委
員
会
の
開
催　
代

議
員
・
役
員
選
挙
管
理
委
員

会
、
役
員
候
補
者
推
薦
委

員
会

２
．
事
業
の
抜
本
的
な
見
直
し

（1）	

ブ
ロ
ッ
ク
会
の
効
果
的
な
運

営
・
活
用
と
全
国
地
域
組
織

代
表
者
会
議
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討

※
2
0
2
1
年
度
は
、
隔
年

で
開
催
し
て
き
た
地
域
組
織

代
表
者
会
議
を
開
催
し
な
い

（2）	

給
付
奨
学
金
、
教
育
振
興

基
金
等
寄
付
事
業
及
び
積

立
計
画
等
の
中
期
事
業
計

画
策
定

３
．
役
員
選
挙
の
実
施

	

2
0
2
1
・
2
0
2
2
年
度
役

員
の
改
選

４
．「
神
奈
川
大
学
創
立
1
0
0
周

年
記
念
募
金
」へ
の
協
力

創
立
1
0
0
周
年
（
２
０
２
８

年
）
を
迎
え
る
神
奈
川
大
学
へ

の
寄
付
金
の
積
み
立
て

５
．
財
政
基
盤
の
確
立

（1）
会
費
納
入
の
促
進

（2）
事
業
の
抜
本
的
な
見
直
し
を

は
じ
め
と
し
て
、
事
業
・
経

費
の
合
理
化
策
の
検
討

６
．
本
会
事
務
局
体
制
の
強
化

学
校
法
人
神
奈
川
大
学
総
務
部

校
友
課
と
の
連
携
・
協
力

理
事
会
開
催
状
況

● 

2
0
2
0
年
5
月
22
日
（
金
）

　
〔
書
面
決
議
〕

議
　
案

１
．	

定
時
総
会
の
開
催
・
決
議
方
法

に
関
す
る
件

２
．	

2
0
1
9
年
度
事
業
報
告
及
び

決
算
に
関
す
る
件

３
．	

2
0
2
0
年
度
補
正
予
算
に
関

す
る
件

４
．	

代
議
員
定
数
に
関
す
る
件

５
．	

表
彰
規
程
に
基
づ
く
被
表
彰
者

の
決
定
に
関
す
る
件

● 

2
0
2
0
年
６
月
13
日
（
土
）

　
職
務
執
行
状
況
報
告

● 

2
0
2
0
年
７
月
17
日
（
金
）

議
　
案

１
．	

代
議
員
推
薦
委
員
会
委
員
の
任

命
に
関
す
る
件

● 

2
0
2
0
年
９
月
25
日
（
金
）

　
〔
書
面
決
議
〕

収支予算書
2021年4月1日から2022年3月31日まで

（単位：円）
科 目 2021年度予算 2020年度予算 増減

Ⅰ　事業活動収支の部
1事業活動収入
① 財産運用収入 2,000 2,000 0
② 会費収入 113,080,000 115,230,000 △ 2,150,000

正会員会費収入 (6,030,000) (6,630,000) △ (600,000)
準会員会費収入 (107,050,000) (108,600,000) △ (1,550,000)

③ 奨学金貸付金回収収入 120,000 300,000 △ 180,000
④ 雑収入 340,000 350,000 △ 10,000
事業活動収入計 113,542,000 115,882,000 △ 2,340,000

2 事業活動支出
① 事業費支出 120,233,000 133,903,000 △ 13,670,000

給料手当支出 8,870,000 8,870,000 0
福利厚生費支出 1,550,000 1,550,000 0
会議費支出 654,000 870,000 △ 216,000
旅費交通費支出 3,872,000 1,872,000 2,000,000
通信運搬費支出 38,300,000 45,800,000 △ 7,500,000
消耗品費支出 12,527,000 2,862,000 9,665,000
印刷製本費支出 9,090,000 10,685,000 △ 1,595,000
慶弔費支出 2,200,000 400,000 1,800,000
賃借料支出 246,000 246,000 0
諸謝金支出 484,000 518,000 △ 34,000
支払負担金支出 6,200,000 6,300,000 △ 100,000
支払助成金支出 13,305,000 6,800,000 6,505,000
支払寄付金支出 12,000,000 31,000,000 △ 19,000,000
給付奨学金支出 8,000,000 11,000,000 △ 3,000,000
委託費支出 2,850,000 5,050,000 △ 2,200,000
雑支出 85,000 80,000 5,000

② 管理費支出 28,066,000 24,981,000 3,085,000
給料手当支出 8,870,000 8,870,000 0
派遣事務費 300,000 0 300,000
臨時雇用賃金支出 200,000 460,000 △ 260,000
福利厚生費支出 1,550,000 1,550,000 0
会議費支出 2,830,000 1,900,000 930,000
旅費交通費支出 4,800,000 4,950,000 △ 150,000
通信運搬費支出 875,000 895,000 △ 20,000
消耗什器備品費支出 200,000 200,000 0
消耗品費支出 1,270,000 970,000 300,000
印刷製本費支出 1,290,000 1,000,000 290,000
慶弔費支出 1,600,000 1,400,000 200,000
賃借料支出 246,000 246,000 0
保険料支出 420,000 400,000 20,000
諸謝金支出 0 100,000 △ 100,000
支払寄付金支出 1,500,000 0 1,500,000
委託費支出 1,715,000 1,715,000 0
雑支出 400,000 325,000 75,000

事業活動支出計 148,299,000 158,884,000 △ 10,585,000
事業活動収支差額 △ 34,757,000 △ 43,002,000 8,245,000

Ⅱ　投資活動収支の部
1投資活動収入
投資活動収入計

2投資活動支出
①神奈川大学100周年積立金 20,000,000 20,000,000 0
②特定資産取得支出 0 700,000 △ 700,000
③貸付金減少額 120,000 300,000 △ 180,000
投資活動支出計 20,120,000 21,000,000 △ 880,000
投資活動収支差額 △ 20,120,000 △ 21,000,000 880,000

Ⅲ　予備費支出
予備費支出 145,639,043 200,516,043 △ 54,877,000

当期収支差額 △200,516,043 △264,518,043 64,002,000
前期繰越収支差額 200,516,043 264,518,043 △ 64,002,000
次期繰越収支差額 0 0 0

議
　
案

１
．	「
神
奈
川
大
学
校
友
V
I
S
A

カ
ー
ド
」
発
行
の
終
了
に
関

す
る
件

● 

2
0
2
0
年
12
月
４
日
（
金
）

　
職
務
執
行
状
況
報
告

議
　
案

１
．	

役
員
の
定
数
に
関
す
る
件

２
．	「
神
奈
川
大
学
学
生
緊
急
支
援

募
金
」へ
の
寄
付
に
関
す
る
件

３
．	「
公
益
目
的
支
出
計
画
」
特
定

寄
附
に
お
け
る
使
途
内
容
変
更

に
関
す
る
件

● 

2
0
2
１
年
2
月
6
日
（
土
）

議
　
案

１
．	「
神
奈
川
大
学
学
生
緊
急
支
援

募
金
」
寄
付
に
伴
う
2
0
2
0

（
令
和
2
）
年
度
補
正
予
算
に
関

す
る
件

２
．	

2
0
2
1
（
令
和
3
）
年
度
定

時
総
会
の
開
催
に
関
す
る
件

３
．	

役
員
候
補
者
推
薦
委
員
会
委
員

の
任
命
に
関
す
る
件

４
．	「
公
益
目
的
支
出
計
画
」
特
定

寄
附
に
お
け
る
使
途
内
容
変
更

に
関
す
る
件

５
．	

2
0
2
1
年
度
「
全
国
地
域
組

織
代
表
者
会
議
」
の
開
催
可
否

　　「疫病退散 ‒  祈り2021」
2021（令和３）年制作　F８号

　いつも歌舞伎をテーマに絵を描いているのですが、「疫病退散」
のことを考えると、巨匠ピカソのゲルニカや、カンディンスキーの
複眼（或いは３重眼）のイメージが浮かんできます。
　新型コロナウィルスという、未曾有の厄災に対して、日本人とし
ての血が、積極的な疫病退散への祈りを求めます。

渡邊 恵子（1977年法律卒 宮陵会理事）

に
関
す
る
件

● 

2
0
2
1
年
3
月
6
日
（
土
）

議
　
案

１
．「 

一 

般
社
団
法
人
神
奈
川
大
学
宮

陵
会
貸
与
奨
学
金
に
対
す
る
貸

倒
基
準
」
に
基
づ
く
貸
し
倒
れ

に
関
す
る
件

２
．「 

一 

般
社
団
法
人
神
奈
川
大
学
宮

陵
会
課
外
活
動
団
体
指
導
者
へ

の
助
成
金
取
扱
要
領
」
に
基
づ

く
指
導
者
へ
の
助
成
金
に
関
す

る
件

● 

2
0
2
1
年
3
月
27
日
（
土
）

議
　
案

１
．	

生
活
苦
の
神
奈
川
大
学
在
学
生

に
対
す
る
食
品
等
の
緊
急
支
援

に
係
る
「
実
施
要
領
」
の
検
討

に
関
す
る
件

２
．	

鈴
木
健
吾
選
手
の
日
本
記
録
で

の
優
勝
に
対
す
る
お
祝
い
金
贈

呈
に
関
す
る
件

３
．	

2
0
2
1
年
度
の
「
無
料
相
談

会
」
の
実
施
に
関
す
る
件

４
．	

2
0
2
1
年
度
の
定
時
総
会
の

開
催
に
関
す
る
件

５
．	

2
0
2
1
年
度
事
業
計
画
及
び

予
算
に
関
す
る
件

６
．	「 

一 

般
社
団
法
人
神
奈
川
大
学

表紙のことば
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宮
陵
会
育
児
・
介
護
休
業
等
に

関
す
る
規
程
」
制
定
に
関
す
る

件
７
．	「 
一 

般
社
団
法
人
神
奈
川
大
学
宮

陵
会
職
員
任
用
規
程
」
の 

一 

部

改
正
に
関
す
る
件

定
時
総
会

● 

2
0
2
0
年
6
月
13
日
（
土
）

　
報
告
事
項

１
．	

2
0
1
9
年
度
(2
0
1
9
年

4
月
1
日
か
ら
2
0
2
0
年
3

月
31
日
ま
で
)事
業
報
告

２
．	

2
0
2
0
年
度
(2
0
2
0
年

4
月
1
日
か
ら
2
0
2
1
年

3
月
31
日
ま
で
)事
業
計
画
及

び
予
算

　
議
　
案

１
．	

2
0
1
9
年
度
(2
0
1
9
年

4
月
1
日
か
ら
2
0
2
0
年
3

月
31
日
ま
で
)決
算
承
認
の
件

監
査

● 

2
0
2
0
年
4
月
21
日
（
火
）

　

 

2
0
1
9
年
度
監
査

各
種
委
員
会
開
催
状
況

2
0
2
0
年

４
月
27
日
〜
5
月
１
日

　

	

表
彰
委
員
会

6
月
1
日	

広
報
委
員
会
（
書
面
）

7
月
9
日	

動
画
制
作
特
別
委
員
会

7
月
27
日	

代
議
員
選
挙
管
理
委
員

会
（
書
面
）

8
月
6
日	

代
議
員
候
補
者
推
薦

委
員
会

8
月
24
日	

代
議
員
候
補
者
推
薦

委
員
会

8
月
27
日	

動
画
制
作
特
別
委
員
会

9
月
14
日	

広
報
委
員
会

9
月
18
日	

代
議
員
候
補
者
推
薦

委
員
会

10
月
9
日	

代
議
員
選
挙
管
理
委
員

会

10
月
15
～
28
日

	

交
流
企
画
委
員
会（
書
面
）

11
月
9
～
16
日

	

総
務
財
政
委
員
会（
書
面
）

11
月
26
～
12
月
2
日

	

事
業
委
員
会
（
書
面
）

12
月
8
～
14
日

	

事
業
委
員
会
（
書
面
）

12
月
11
～
17
日

	

交
流
企
画
委
員
会（
書
面
）

12
月
11
日
広
報
委
員
会

2
0
2
1
年

1
月
15
～
20
日

	

総
務
財
政
委
員
会（
書
面
）

2
月
12
～
17
日

	

総
務
財
政
委
員
会（
書
面
）

2
月
12
～
17
日

	

事
業
委
員
会
（
書
面
）

2
月
22
日	

役
員
候
補
者
推
薦
委

員
会

2
月
25
日	

交
流
企
画
委
員
会

3
月
２
日	

役
員
候
補
者
推
薦
委

員
会

3
月
３
日	

役
員
選
挙
管
理
委
員
会

3
月
6
日	

交
流
企
画
委
員
会

地
域
組
織
総
会
等
開
催
状
況

● 

通
常
開
催

2
0
2
0
年

7
月
11
日	

港
南
区
総
会

12
月
5
日	

柔
道
部
O
B
・
O
G
会

総
会

2
0
2
1
年

1
月
24
日	

磯
子
区
総
会

●
W
E
B
・
書
面
開
催
等

帯
広
総
会

岩
手
県
総
会

北
九
州
総
会

沖
縄
県
総
会

横
浜
北
総
会

三
浦
半
島
総
会

神
奈
川
大
学
学
内
宮
陵
会
総
会

川
本
工
業
総
会

工
学
部
応
用
化
学
科
・
物
質
生

命
化
学
科
同
窓
会
総
会

バ
ス
ケット
ボ
ー
ル
部
O
B
会
総
会

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

O
B
会
総
会

ラ
グ
ビ
ー
部
O
B
会
総
会

学
士
山
岳
会
総
会

写
真
研
究
部
O
B
会
総
会

マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
O
B

会
総
会

ス
ケ
ー
ト
部
ス
ピ
ー
ド
部
門

O
B
・
O
G
会
総
会

地
域
組
織
新
代
表
者
紹
介

苫
小
牧
宮
陵
会

	
	

朝
山　
　
隆 

氏（
48
機
）

和
歌
山
県
宮
陵
会

	
	

浦　
　
晴
雄 

氏（
47
機
）

磯
子
区
宮
陵
会

	
	

木
村　
　
仁 

氏（
48
貿
）

珊
瑚
の
会

	
	

磯
邉　
　
晃 

氏（
35
経
）

小
池
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
六
池
会

	
	

 

一 

戸　
貞
壽 

氏（
49
法
）

工
学
部
応
用
化
学
科
・

物
質
生
命
化
学
科
同
窓
会

	
	

岡
田　
　
繁 

氏（
43
応
化
）

写
真
研
究
部
O
B
会

	
	

吉
田　
　
良 

一 

氏（
48
経
）

表
彰
者

● 

功
労
表
彰

地
域
組
織
関
係

阿
蘇　
司
朗 

様（
故
人
）（
31
電
）

（
元
山
形
県
宮
陵
会
会
長
・
副

会
長
）

● 

感
謝
表
彰

 

地
域
組
織
関
係

早
坂　
美
貴
夫 

様
（
43
経
）

（
元
山
形
県
宮
陵
会
副
会
長
）

松
尾　
直
子 

様
（
63
英
）

（
元
福
岡
宮
陵
会
会
長
・
事

務
局
長
）

庄
子　
忠
宏 

様
（
40
工
経
）

（
元
港
南
区
宮
陵
会
会
長
）

古
川　
勝
彦 

様
（
40
経
）

（
元
三
浦
半
島
宮
陵
会
会
長
）

紺
野　
政
弘 
様
（
39
経
）

（
元
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

O
B
会
会
長
・
副
会
長
）

訃
報

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

長
野　
定
英 

様
（
23
工
経
）

参
与
、
元
副
会
長
・
理
事

2
0
2
0
年
4
月
2
日
ご
逝
去

石
崎　
惠
三 

様
（
31
工
経
）

元
京
滋
宮
陵
会
会
長

2
0
2
0
年
4
月
27
日
ご
逝
去

渡
辺　
徳
平 

様
（
30
法
）

顧
問
、
元
会
長
・
副
会
長

2
0
2
0
年
5
月
4
日
ご
逝
去

伊
藤　
文
保 

様
（
39
経
）

元
神
奈
川
県
庁
支
部
支
部
長

元 

㈻ 

神
奈
川
大
学
理
事
長

2
0
2
0
年
5
月
17
日
ご
逝
去

岩
本　
克
美 

様
（
46
経
）

前
香
川
県
宮
陵
会
会
長

2
0
2
0
年
5
月
18
日
ご
逝
去

粂　
昭 

様
（
41
工
経
）

磯
子
区
宮
陵
会
会
長
・
代
議
員

2
0
2
0
年
7
月
4
日
ご
逝
去

大
野　
泰 

様
（
23
工
経
）

元
J
F
E
会
長
・
宮
陵
会
代
議
員

元 

㈻ 

神
奈
川
大
学
理
事
長

2
0
2
0
年
7
月
24
日
ご
逝
去

門
山　
廣
文 

様
（
33
法
経
）

前
室
蘭
宮
陵
会
会
長

2
0
2
0
年
8
月
5
日
ご
逝
去

髙
瀨　
親
史 

様
（
40
工
経
）

茨
城
県
宮
陵
会
会
長
・
宮
陵
会
代

議
員

2
0
2
0
年
11
月
5
日
ご
逝
去

新
倉　
一
禎 

様
（
平
4
経
）

元
宮
陵
会
組
織
委
員
会
副
委
員

長
・
委
員

（
神
奈
川
大
学
学
長
室
教
学
政
策

担
当
部
長
）

2
0
2
0
年
12
月
29
日
ご
逝
去

本
部
理
事
会
開
催
予
定

2
0
2
1
年

5
月
21
日
（
金
）�

6
月
12
日
（
土
）

6
月
25
日
（
金
）�

7
月
16
日
（
金
）

9
月
17
日
（
金
）�

11
月
19
日
（
金
）

2
0
2
2
年

2
月
5
日
（
土
）�

3
月
5
日
（
土
）

3
月
26
日
（
土
）

2
0
2
1
年
度

ブ
ロ
ッ
ク
会
開
催
予
定

未
定北

海
道
ブ
ロ
ッ
ク
（
苫
小
牧
）

未
定東

北
ブ
ロ
ッ
ク
（
青
森
県
）

11
月
20
日
（
土
）

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
（
福
井
県
）

9
月
11
日
（
土
）

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
（
奈
良
県
）

未
定中

国
ブ
ロ
ッ
ク
（
岡
山
県
）

9
月
25
日
（
土
）

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
（
高
知
県
）

9
月
25
日
（
土
）

九
州
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
（
佐
賀
県
）

未
定神

奈
川
県
ブ
ロ
ッ
ク

2020（令和２）年度　 一 般社団法人 神奈川大学宮陵会給付奨学生

研究科 課程 専攻 学年 氏名
法　学 博士前期 法律学� 博士前期 1 髙橋　　諒
外国語学 博士前期 欧米言語文化� 博士前期 1 小林　真理
理　学 博士前期 理　学� 博士前期 1 濱浦　　尋
理　学 博士前期 理　学� 博士前期 2 渕野　　敬
工　学 博士前期 工　学� 博士前期 2 井関　知宏
工　学 博士前期 工　学� 博士前期 2 落合　弘也
工　学 博士前期 工　学� 博士前期 2 仁藤　廣一

工　学 博士前期 建築学� 博士前期 1 池原なつ子
工　学 博士前期 建築学� 博士前期 1 坂本　理久
工　学 博士前期 工　学� 博士前期 1 工藤　　蓮
工　学 博士前期 工　学� 博士前期 1 名倉　雅人
工　学 博士前期 工　学� 博士前期 1 三上　智紀
工　学 博士前期 建築学� 博士前期 1 三浦亜也奈

学部 学科 学年 氏名
法 法　　律 1 末松　祐仁
法 自治行政 2 功刀千ひろ

経　営 国際経営 2 横山　悠人
理 化　　学 1 中村　龍矢

学部 学科 学年 氏名

給付奨学生

大学院給付奨学生

研究科 課程 専攻 学年 氏名
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　例年、箱根駅伝の大会報告会として、学内で「陸
上競技部駅伝報告会」を開催していましたが、今年
度はコロナ禍の影響もあり、報告会を開催できません
でした。
　そこで、正月の第97回箱根駅伝に出場
した陸上競技部が、在学生や卒業生ら
の応援に感謝の気持ちを伝えるために、
2021年2月5日に大学のHPに約10分の動
画を掲出しました。
　箱根駅伝では、総合13位（往路8位、
復路14位、11時間8分55秒）の結果で、
残念ながらシード権を獲得することがで
きませんでしたが、選手たちは来年以降
につながるレース経験を得ることができ
たようです。
　また、2月28日（日）に行われた「び
わ湖毎日マラソン」において、OBであ
る富士通の鈴木健吾選手が異次元の日本
新記録で優勝されましたので、この場を
お借りして祝意をお伝えいたします。

　「在学生に対する広報活動が弱い」
　「活動をもっと知りたい、知らせるべき」
　「宮陵会が学内のどこにあるのかも知らない」。
　これは、2019年11月に男女の在学生30名弱の参加
を得て、宮陵会館内で行われた宮陵会女性委員会主
催の「ランチ会」で在学生から寄せられた宮陵会に
対する衝撃的なコメントの一部です。
　従来から、宮陵会給付奨学生や重点強化部部員と
いった一部の限られた在学生にはその存在が知られ
ていた宮陵会ですが、前述の在学生のコメントからも
分かるように、多くの一般の学生には浸透していませ
んでした。そこで、もっと在学生に対し能動的かつ積
極的にアピールする方法を検討するなかで、この宮
陵会紹介動画は生まれました。
　動画のイメージづくりや原稿作成などは、宮陵会本
部の「動画制作特別委員会」（委員長：原柳作広報委
員長）が担い、撮影・編集では湘南ケーブルネットワー
ク様にご協力いただくとともに、MCはなんと宮陵会
専務理事の佐藤武が担当しました。

陸上競技部が駅伝報告動画を公開！

宮陵会紹介動画「発進！」

駅伝チームはすでに、来年の箱根駅伝にむけてスター
トを切っています。

　2021年2月22日に大学のHPにこの動画を掲出いた
だきましたが、今後は大学の式典等において在学生
に訴求していきたいと思います。

2021年２月14日付　神奈川新聞



KYU-RYO　08

◎DATE
著　者 /野口　啓暁 編著

西谷　敏 監
出版社 /株式会社旬報社
ジャンル/ビジネス・経済
発売日 /2020/10/29
判　型 /A5
ページ数 /596 ページ
価　格 /6,600 円（税込）

読んで欲しい
あなたに今

本
　本書籍は弁護士５名と社労士７名が構成員となっ

て毎月１回、６年間開催した「就業規則研究会」での

議論を元に共同執筆したものです。編著は野口啓

曉弁護士、監修は研究会の顧問の西谷敏先生（大

阪市立大学法学部名誉教授）にお願いいたしまし

た。わたくしも著者の一人に加わっています。この

本は、ディーセント・ワーク（働きがいのある人間ら

しい仕事）の概念を中心として、労使双方にとって

有益でフラットなモデル就業規則を目指しました。

各条文に関連する法令、通達、

主要判例も紹介しており、新型

コロナの拡大を受けたテレ

ワーク規程や、同一労働同一

賃金への対応、今年６月に施

行されるパワハラ防止の対応など、最新の問題・法

改正にはすべて対応しています。ネットや一般の書

店で購入できますので、企業の労務コンプライアン

スの遵守に役立てていただければ幸いです。
1984（昭和59）年法学部法律学科卒

2021（令和3）年法学部法学研究科博士前期課程終了
萩原くみこ（旧姓：藤原）

宮陵会専務理事

決定版  就業規則作成マニュアル決定版  就業規則作成マニュアル
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横
浜
専
門
学
校
校
歌

作
詞
　
土
井
　
晩
翠

作
曲
　
岡
野
　
貞
一

神
奈
川
大
学
校
歌

作
詞
　
神
保
光
太
郎

作
曲
　
高
田
　
三
郎

一
、
近
代
日
本
の
文
化
の
曙
光

初
め
て
ま
ば
ゆ
く
照
し
ゝ
港

港
に
基
お
く
我
等
の
母
校

栄
え
よ
横
浜
専
門
学
校

 

二
、
基
は
新
た
の
昭
和
の
御
代
に

 

四
海
の
思
潮
の
寄
せ
く
る
時
に

経
世
実
用
め
あ
て
と
な
し
て

栄
え
よ
横
浜
専
門
学
校

 

三
、
狂
と
暗
と
は
暫
し
の
悩
み

正
義
は
世
界
の
力
の
本
と

信
じ
て
勉
む
る
健
児
の
や
ど
り

栄
え
よ
横
浜
専
門
学
校

 

四
、
祖
国
の
誉
れ
と
世
界
の
平
和

目
指
し
て
日
に
日
に
希
望
に
み
ち
て

向
上
無
窮
の
使
命
に
進
む

栄
え
よ
横
浜
専
門
学
校

一
、
岩
を
う
ち　

と
ど
ろ
に
返
す

真
白
な
る　

波
の
ゆ
く
え
よ

あ
け
そ
め
し　

日
本
の
未
来

湧
き
お
こ
る　

あ
か
つ
き
の
歌

世
界
は
呼
ぶ　

世
界
は
呼
ぶ

ひ
か
り
は
こ
こ
に

わ
れ
ら　

わ
れ
ら　

神
奈
川
大
学

二
、
空
あ
お
く　

涯
て
な
く
あ
お
く

船
は
航
く　

遠
き
わ
だ
つ
み

ひ
と
す
じ
の　

真
理
の
潮
路

相
寄
り
て
今
日
も
究
め
ん

世
界
は
呼
ぶ　

世
界
は
呼
ぶ

ひ
か
り
は
こ
こ
に

わ
れ
ら　

わ
れ
ら　

神
奈
川
大
学

 

三
、
丘
に
立
ち　

祖
国
を
想
う

混
沌
の　

雲
の
ゆ
き
か
い

日
に
烈
し　

ほ
の
ほ
の
決
意

あ
た
ら
し
き　

歴
史
の
朝
よ

世
界
は
呼
ぶ　

世
界
は
呼
ぶ

ひ
か
り
は
こ
こ
に

わ
れ
ら　

わ
れ
ら　

神
奈
川
大
学
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「
神
大
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
賛
助
金
募
金
」 寄
付
者
ご
芳
名（
敬
称
略
）

令
和
二
年
二
月
一
日
～
令
和
三
年
一
月
三
十
一
日
現
在

● 

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部

合
計
四
件	

一
万
三
千
円

稲
葉　
　
譲　

	

平
成
4
機

德
竹　
雄
太	

平
成
28
自
治

和
知　
親
裕	

昭
和
63
貿

匿
名　
一
件

● 

合
気
道
部

合
計
四
件	

二
万
七
千
円

稲
葉　
　
譲　

	

平
成
4
機

鈴
木　
正
憲	

昭
和
46
経

德
竹　
雄
太	

平
成
28
自
治

匿
名　
一
件

● 

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　
合
計
十
四
件	

二
百
十
六
万
四
千
円

神
奈
川
大
学
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
Ｏ
Ｂ
会

青
木　
信
之	

昭
和
57
法

稲
葉　
　
譲	

平
成
4
機

近
藤　
正
教	

平
成
5
短
商

坂
本
富
士
見	

平
成
元
応
化

清
水　
　
玄	

昭
和
59
法

德
竹　
雄
太	

平
成
28
自
治

平
野　
直
伸	

昭
和
55
機

松
島　
絵
里	

平
成
18
法

森
倉　
清
一	

昭
和
45
法

輪
島　
章
司	

平
成
元
電

匿
名　
三
件

● 

空
手
道
部

合
計
十
件	

五
万
一
千
円

阿
蘇　
司
朗	

昭
和
31
電

大
河
内
博
夫	

昭
和
57
法

斎
藤　
正
紀	

昭
和
48
経

德
竹　
雄
太	

平
成
28
自
治

新
美　
　
洋	

平
成
8
短
商

平
野　
莞
爾	

昭
和
38
電

村
橋　
恒
夫	

昭
和
32
電

山
品　
　
武	

昭
和
31
電

匿
名　
二
件

● 

弓
道
部

合
計
十
件	

五
万
六
千
円

岡
田　
　
孝	

昭
和
44
経

德
竹　
雄
太	

平
成
28
自
治

中
村　
真
人	

昭
和
46
工
経

松
坂　
宏
昭	

昭
和
59
貿

村
山　
義
信	

昭
和
43
貿

山
本　
雄
介	

平
成
3
経

匿
名　
四
件

● 

剣
道
部

合
計
八
件	

四
万
五
千
円

加
藤　
岩
雄	

昭
和
38
経

近
藤　
　
一	

昭
和
47
貿

齋
藤　
浩
司	

昭
和
60
経

齋
藤　
　
学	

平
成
23
国
営

島
田　
義
久	

昭
和
47
経

山
根　
正
巳	

昭
和
50
法

吉
田　
満
広	

昭
和
44
貿

匿
名　
一
件

● 

硬
式
庭
球
部

合
計
八
件	

三
万
三
千
円

植
村　
義
夫	
昭
和
39
経

内
村　
博
隆	
昭
和
50
建

小
嶋　
　
覚	
昭
和
56
工
経

坂
元　
真
尚	

昭
和
40
経

高
田　
和
明	

昭
和
49
機

竹
尾　
秋
正	

昭
和
49
建

弥
勒　
由
依	

平
成
26
国
文

匿
名　
一
件

● 

硬
式
野
球
部

合
計
三
十
八
件	

十
九
万
二
千
五
百
円

天
野　
昭
光	

平
成
11
経

荒
瀬　
康
雄	

昭
和
47
英

今
野　
　
昭	

昭
和
38
経

植
村　
　
健	

昭
和
44
貿

遠
藤　
　
徹	

昭
和
39
電

荻
野　
　
聰	

昭
和
43
法

木
村　
　
豊	

昭
和
41
経

小
林　
照
男	

昭
和
31
経

小
山　
隆
司	

昭
和
37
法

澤
野　
弘
二	

昭
和
38
機

芝
田　
正
夫	

昭
和
46
応
化

関
川　
広
男	

昭
和
47
法

田
中　
太
吉	

昭
和
44
貿

冨
岡　
泰
宏	

平
成
32
経

長
洲　
祐
二	

昭
和
57
経

西
原　
寿
久	

昭
和
37
経

西
森　
義
博	

昭
和
44
英

泊
瀬
川　
孚	

昭
和
41
電

平
野　
直
伸	

昭
和
55
機

松
下
賢
一
郎	

昭
和
59
経

南　
　
　
進	

昭
和
33
法

宮
本　
安
雄	

昭
和
51
経

村
上　
朋
正	

昭
和
31
経

矢
島　
　
肇	

昭
和
29
貿

安
井　
照
明	

昭
和
58
貿

山
田　
光
雄	

昭
和
56
経

匿
名　
十
二
件

● 

ゴ
ル
フ
部

合
計
八
件	

四
万
一
千
円

新
井　
好
幸	

昭
和
31
経

岩
井　
昭
一	

昭
和
46
短
商

佐
藤　
晴
幸	

昭
和
50
経

菅
野
富
士
雄	

昭
和
43
法

西
山　
美
一	

昭
和
56
経

的
場　
博
雅	

昭
和
62
機

匿
名　
二
件

● 

サ
ッ
カ
ー
部

合
計
十
九
件	

十
一
万
二
千
円

浅
井　
圭
太	
平
成
16
自
治

五
百
川
尚
彦	
平
成
6
法

江
間　
　
崇	
平
成
10
経

大
嶋　
和
博	
昭
和
45
建

片
岡　
祐
二	

昭
和
57
貿

川
嶋　
裕
介	

平
成
20
経

栗
山　
邦
彦	

昭
和
51
法

桑
形　
貴
明	

平
成
17
西

小
泉　
敏
男	

昭
和
42
法

小
島　
勝
己	

昭
和
42
貿

澤
野　
弘
二	

昭
和
38
機

芝
田　
正
夫	

昭
和
46
応
化

田
中　
義
浩	

平
成
14
経

中
尾　
絵
里	

平
成
27
西

升
田　
　
晃	

昭
和
45
経

森　
　
陽
介	

平
成
11
英

矢
澤　
健
志	

平
成
20
経

匿
名　
二
件

● 

女
子
サ
ッ
カ
ー
部

合
計
二
十
四
件	

二
十
四
万
円

神
奈
川
大
学
津
久
井
宮
陵
会

五
百
川
尚
彦	

平
成
6
法

大
嶋　
和
博	

昭
和
45
建

亀
山　
修
一	

昭
和
50
英

小
林　
和
正	

昭
和
37
機

柴
田　
一
喜	

昭
和
50
法

芝
田　
正
夫	

昭
和
46
応
化

関
川　
広
男	

昭
和
47
法

角
田
愛
理
奈	

平
成
28
国
営

妻
木　
明
仁	

昭
和
57
建

長
嶋　
幸
生	

昭
和
34
経

長
谷　
好
美	

平
成
28
国
営

夏
堀　
大
等	

昭
和
43
貿

橋
本　
裕
之	

昭
和
56
経

畑
山　
正
親	

昭
和
36
法

升
田　
　
晃	

昭
和
45
経

宮
澤　
茂
夫	

昭
和
40
経

宮
永
潤
士
郎	

昭
和
49
電

森　
　
正
実	

平
成
元
法

山
口　
高
志	

昭
和
53
電

山
本　
哲
行	

昭
和
35
電

湯
口　
篤
幸	

昭
和
36
貿

匿
名　
二
件

● 

山
岳
部

合
計
十
件	

八
万
三
千
円

金
子　
惇
信	

昭
和
38
機

桐
生　
秀
昭	

昭
和
49
法

西
條　
豊
明	

昭
和
45
機

柴
田　
直
樹	

昭
和
46
機

白
銀　
正
幸	
昭
和
46
経

杉
本　
憲
昭	
昭
和
38
法

鈴
木　
忠
仁	
平
成
9
国
営

中
野　
洋
一	
昭
和
40
機

西
田　
　
立	

昭
和
35
経

泊
瀬
川　
孚	

昭
和
41
電

● 

柔
道
部

合
計
三
件	

一
万
五
千
円

工
藤　
重
治	

昭
和
28
経

比
那　
　
純	

昭
和
44
英

匿
名　
一
件	

●
準
硬
式
野
球
部

合
計
五
件	

三
万
三
千
五
百
円

飯
尾　
松
男	

昭
和
45
経

今
野　
　
昭	

昭
和
38
経

杉
山　
久
一	

昭
和
42
法

田
中　
太
吉	

昭
和
44
貿

匿
名　
一
件	

● 

水
泳
部

合
計
五
十
七
件	

四
十
六
万
七
千
円

穴
田　
哲
夫	

昭
和
49
電
修

五
十
嵐　
惇	

昭
和
33
電

井
上　
延
義	

昭
和
34
経

植
村　
　
健	

昭
和
44
貿

内
山　
曜
子	

昭
和
53
経

岡　
　
一
雄	

昭
和
39
貿

奥
村　
伴
也	

昭
和
23
電

奥
山　
　
勇	

昭
和
30
経

陰
山　
義
晴	

昭
和
38
貿

加
藤　
裕
幸	

昭
和
41
法

上
重　
勝
巳	

昭
和
46
貿

狩
野　
七
郎	

平
成
22
経
博
前

川
畑　
克
弘	

昭
和
58
法

鬼
海　
精
治	

昭
和
32
法

菊
池　
辰
郎	

昭
和
35
貿

木
村　
　
豊	

昭
和
41
経

工
藤　
博
臣	

昭
和
51
貿

久
米　
信
行	

昭
和
49
経

郷
之
丸
英
教	

昭
和
40
経

幸
本　
憲
昭	

昭
和
44
経

小
嶋　
　
覚	

昭
和
56
工
経

今
田　
正
紀	

平
成
16
経
博
前

佐
藤　
晴
幸	

昭
和
50
経

佐
藤　
　
浩	

昭
和
62
工
経

佐
藤　
雄
平	

昭
和
45
経

杉
山　
久
一	

昭
和
42
法

鈴
木　
　
彰	

昭
和
43
貿

鈴
木　
秀
信	

昭
和
50
工
経

曽
我　
昭
夫	

昭
和
36
工
経

立
神　
邦
晴	

昭
和
43
応
化

妻
木　
明
仁	

昭
和
57
建

長
洲　
祐
二	

昭
和
57
経

中
村　
敬
道	

昭
和
35
貿

成
川　
辰
男	

昭
和
55
経

西
脇　
幸
二	

昭
和
53
貿

橋
本　
裕
之	

昭
和
56
経

平
能　
孝
一	

昭
和
48
貿

真
島　
正
夫	

昭
和
34
法

三
島　
千
明	

昭
和
46
貿

宮
本　
安
雄	

昭
和
51
経

向
出　
　
茂	

昭
和
31
貿

村
田　
龍
也	

昭
和
39
経

山
口　
高
志	

昭
和
53
電

山
崎　
昌
治	

昭
和
38
機

山
本　
雄
介	

平
成
3
経

吉
田　
満
広	

昭
和
44
貿

若
林　
　
保	

昭
和
47
経

匿
名　
十
件	

● 

ス
キ
ー
部

合
計
二
件	

五
千
円

宮
嶋　
和
彰	

昭
和
38
工
経

匿
名　
一
件

● 

ス
ケ
ー
ト
部
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
門

合
計
四
件	

一
万
八
千
円

今
村
嘉
寿
雄	

昭
和
48
電

本
間　
隆
志	

昭
和
34
経

宮
嶋　
和
彰	

昭
和
38
工
経

村
上　
東
司	

昭
和
40
機

● 

ス
ケ
ー
ト
部
ス
ピ
ー
ド
部
門

合
計
一
件	

二
千
円

宮
嶋　
和
彰	

昭
和
38
工
経

● 

体
操
部

合
計
一
件	

一
万
円

鳥
羽　
良
武	

昭
和
48
経

● 

卓
球
部

合
計
六
件	

五
万
円

一
戸　
英
輔	

昭
和
36
貿

河
田　
郁
夫	

昭
和
42
経

住
谷　
英
世	

昭
和
50
経

辻　
　
利
博	

昭
和
47
法

照
井　
寿
雄	

昭
和
57
経

匿
名　
一
件	

・
課
外
活
動
団
体
毎
に
、
ご
芳
名
を
五
十
音
順
に
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

・
ご
芳
名
の
公
表
を
希
望
さ
れ
て
い
な
い
方
に
つ
い
て
は
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

・
期
間
内
に
お
申
し
込
み
、
ご
入
金
の
確
認
が
で
き
ま
し
た
皆
さ
ま
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

金
融
機
関
の
処
理
事
情
等
に
よ
り
確
認
が
遅
れ
た
場
合
は
、
本
誌
次
号
の
掲
載
と
な
り
ま
す

の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

課
外
活
動
団
体
へ
の
ご
支
援
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
受
け
い
た
し
ま
し
た
寄
付
金
は
、
ご
指
定
の
課
外
活
動
団
体
に
回
付
し
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

校
友
の
皆
さ
ま
の
ご
厚
情
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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● 

テ
コ
ン
ド
ー
部

合
計
二
件	

九
千
円

川
﨑　
宏
彦	

平
成
12
国
営

匿
名　
一
件

● 
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
部

合
計
七
件	

九
万
五
千
円

神
奈
川
大
学
香
川
県
宮
陵
会	

河
田
圭
一
郎	

平
成
4
経

髙
師
健
太
朗	
平
成
22
法

中
村　
郁
夫	
昭
和
50
貿

藤
田　
幸
俊	
昭
和
54
経

匿
名　
二
件	

● 

軟
式
庭
球
部

合
計
八
件	

七
万
三
千
円

大
久
保
朝
太
郎	

昭
和
39
経

陸
井　
隆
夫	

昭
和
41
経

小
島　
重
藏	

昭
和
43
貿

杉
村　
隆
士	

昭
和
50
法

鈴
木　
雄
誠	

昭
和
49
英

津
田　
純
一	

昭
和
48
経

匿
名　
二
件	

● 

軟
式
野
球
部

合
計
四
件	

二
万
四
千
円

天
野　
昭
光	

平
成
11
経

大
門　
悟
朗	

昭
和
31
電

木
村　
俊
一	

平
成
11
経

田
中　
太
吉	

昭
和
44
貿

● 

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

合
計
十
五
件	

二
十
三
万
七
千
円

神
奈
川
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

Ｏ
Ｂ
会	

	

阿
蘇　
司
朗	

昭
和
31
電

稲
岡　
俊
浩	

平
成
9
貿

鴨
志
田
守
功	

昭
和
38
機

紺
野　
政
弘	

昭
和
39
経

篠
原　
孝
範	

昭
和
46
電

道
満　
正
寿	

昭
和
47
機

平
出　
　
功	

平
成
13
化
博
前

平
能　
孝
一	

昭
和
48
貿

間
中　
　
晟	

昭
和
44
経

宮
嶋　
清
明	

昭
和
43
経

森　
　
由
彦	

昭
和
53
貿

矢
野
喜
一
郎	

昭
和
55
貿

匿
名　
二
件	

● 

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

合
計
八
件	

十
三
万
五
千
円

神
奈
川
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

Ｏ
Ｂ
会	

	

漆
原　
　
彰	

昭
和
47
経

鴨
志
田
守
功	

昭
和
38
機

紺
野　
政
弘	

昭
和
39
経

篠
原　
孝
範	

昭
和
46
電

平
能　
孝
一	

昭
和
48
貿

森　
　
由
彦	

昭
和
53
貿

匿
名　
一
件	

● 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

合
計
三
件	

一
万
八
千
円

坂
田　
慎
也	

平
成
8
経

松
田
也
寸
志	

昭
和
54
法

匿
名　
一
件	

● 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

合
計
三
件	

一
万
一
千
円

大
浦　
　
精	

平
成
4
機

椎
名　
　
篤	

昭
和
51
西

匿
名　
一
件

● 

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

合
計
六
件	

七
万
六
千
円

岩
本　
義
重	

昭
和
52
法

大
浦　
　
精	

平
成
4
機

岡　
　
一
雄	

昭
和
39
貿

佐
藤　
秀
樹	

昭
和
46
経

椎
名　
　
篤	

昭
和
51
西

田
中　
敏
夫	

昭
和
42
経

● 

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

合
計
一
件	

二
千
円

平
賀　
　
好	

平
成
9
経

● 

平
塚
軟
式
野
球
部

合
計
一
件	

三
千
円

水
野　
　
貞	

昭
和
34
経

● 

ボ
ク
シ
ン
グ
部

合
計
六
件	
三
万
九
千
円

安
藤　
日
出	

昭
和
39
貿

井
草　
有
史	

平
成
19
自
治

黒
田　
　
勲	

昭
和
39
経

杉
浦　
長
市	

昭
和
37
機

比
留
川
光
次	

昭
和
37
経

松
村　
清
志	

昭
和
32
経

● 

ヨ
ッ
ト
部

合
計
四
件	

三
万
五
千
円

狩
野　
七
郎	

平
成
22
経
博
前

桐
生　
秀
昭	

昭
和
49
法

和
知　
親
裕	

昭
和
63
貿

匿
名　
一
件

● 

ラ
グ
ビ
ー
部

合
計
六
件	

四
万
七
千
円

工
藤　
博
臣	

昭
和
51
貿

佐
藤　
公
平	

平
成
28
経

更
谷　
欣
之	

平
成
2
法

真
下　
研
達	

昭
和
27
経

山
内　
國
昭	

昭
和
39
工
経

吉
野　
敬
造	

昭
和
50
法

● 

男
子
ラ
ク
ロ
ス
部

合
計
二
件	

一
万
五
千
円

折
居　
雅
也	

平
成
28
経

平
出　
　
功	

平
成
13
化
博
前

● 

女
子
ラ
ク
ロ
ス
部

合
計
二
件	

一
万
五
千
円

樋
口　
　
裕	

昭
和
62
電

平
出　
　
功	

平
成
13
化
博
前

● 

陸
上
競
技
部

合
計
四
百
二
十
三
件　
三
百
五
十
八
万
二
千
円

神
奈
川
大
学
津
久
井
宮
陵
会

神
奈
川
大
学
平
塚
市
宮
陵
会

神
奈
川
大
学
南
足
柄
宮
陵
会

神
奈
川
大
学
和
歌
山
県
宮
陵
会

神
奈
川
大
学
陸
上
競
技
部
O
B
会

北
越
銀
行
宮
陵
会

相
田　
晃
輔	

昭
和
60
経

青
木　
一
雄	

昭
和
46
経

青
木　
賢
三	

昭
和
51
経

青
木　
徳
郎	

昭
和
46
建

赤
津　
敏
彦	

昭
和
43
経

阿
久
津
辰
也	

平
成
4
電

浅
中　
悦
子	

昭
和
56
法

浅
野　
博
之	

昭
和
43
貿

阿
蘇　
司
朗	

昭
和
31
電

天
野　
和
彦	

昭
和
41
経

天
野　
昭
光	

平
成
11
経

雨
宮　
　
健	

昭
和
55
法

荒
井　
良
和	

昭
和
30
経

新
井　
好
幸	

昭
和
31
経

荒
川　
甚
慶	

昭
和
32
経

荒
瀬　
康
雄	

昭
和
47
英

荒
家　
高
志	

昭
和
41
経

安
藤　
博
樹	

平
成
6
情
報

井
岡　
　
護	

昭
和
46
建

五
百
川
尚
彦	

平
成
6
法

五
十
嵐　
惇	

昭
和
33
電

池
田　
信
明	

昭
和
32
経

勇　
　
明
宏	

平
成
2
法

石
井　
初
夫	

昭
和
36
経

石
川　
裕
治	

昭
和
42
電

石
原　
教
臣	

昭
和
41
法

伊
藤　
　
薫	

昭
和
54
法

伊
藤　
紀
男	

昭
和
40
経

伊
東　
　
久	

昭
和
35
経

伊
藤　
栄
明	

昭
和
38
経

伊
藤　
　
稔	

昭
和
38
経

伊
藤　
雄
二	

昭
和
24
経

井
上　
恵
博	

昭
和
36
経

井
口　
　
淳	

昭
和
62
機

今
泉　
勝
彦	
平
成
10
経

今
西　
正
和	
昭
和
57
法

今
野　
　
昭	
昭
和
38
経

井
本　
昭
雄	
昭
和
42
貿

岩
﨑　
　
鈞	

昭
和
35
機

岩
田　
　
崇	

平
成
6
建

岩
館　
康
則	

昭
和
51
法

植
木　
清
明	

昭
和
40
経

上
田　
正
之	

昭
和
35
経

植
村　
　
健	

昭
和
44
貿

植
村　
義
夫	

昭
和
39
経

内
田　
　
聰	

昭
和
35
法

内
田　
靖
夫	

昭
和
54
法

内
村　
博
隆	

昭
和
50
建

江
崎　
佶
明	

昭
和
38
経

江
田　
一
平	

平
成
24
現
ビ

江
間　
　
崇	

平
成
10
経

遠
藤　
　
徹	

昭
和
39
電

大
石　
光
利	

昭
和
48
法

大
門　
悟
朗	

昭
和
31
電

大
越　

男	

昭
和
46
英

大
竹　
鷹
夫	

昭
和
41
法

大
竹　
孝
之	

昭
和
43
貿

大
根　
幸
成	

平
成
3
法

大
橋　
完
二	

昭
和
32
電

小
笠
原
美
樹	

平
成
18
英

岡
田　
謙
吾	

平
成
9
国
営

岡
田　
光
一	

昭
和
49
応
化

岡
田　
哲
雄	

昭
和
48
経

岡
村　
春
庭	

昭
和
43
電

荻
野　
　
聰	

昭
和
43
法

小
田　
龍
夫	

昭
和
29
電

小
畑　
清
嗣	

昭
和
34
経

陰
山　
義
晴	

昭
和
38
貿

河
西　
健
三	

昭
和
42
経

笠
井　
崇
宏	

平
成
13
経
工

笠
原　
房
男	

昭
和
45
貿

勝
川　
哲
男	

昭
和
43
経

加
藤　
裕
幸	

昭
和
41
法

上
重　
勝
巳	

昭
和
46
貿

神
原　
敏
明	

昭
和
50
法

狩
野　
七
郎	

平
成
22
経
博
前

川
内　
文
夫	

昭
和
42
経

川
口　
正
寿	

昭
和
41
工
経

川
口　
好
孝	

昭
和
54
経

川
崎　
常
治	

昭
和
41
機

川
崎　
義
昭	

昭
和
51
経

河
下　
武
彦	

昭
和
52
経

川
嶌　
健
治	

昭
和
49
機

川
野　
孝
久	

昭
和
48
工
経

川
畑　
憲
雄	

昭
和
45
経

川
畑　
博
道	

昭
和
34
法

河
村　
隆
之	

平
成
5
経

川
本　
健
次	

昭
和
61
応
化

鬼
海　
精
治	

昭
和
32
法

菊
竹　
　
尉	

昭
和
43
貿

菊
地　
政
勝	

昭
和
36
貿

菊
池　
右
一	

昭
和
51
法

菊
池　
雄
吉	

昭
和
50
経

北
原　
末
松	

昭
和
33
貿

北
村　
嘉
一	

昭
和
38
貿

橘
川　
昌
弘	

昭
和
41
応
化

木
下　
　
勝	

昭
和
55
応
化

木
村　
紀
一	

昭
和
39
応
化

木
村　
隆
之	

平
成
2
法

木
村　
信
芳	

昭
和
46
機

木
村　
則
雄	

昭
和
50
機

木
村　
　
豊	

昭
和
41
経

桐
生　
秀
昭	

昭
和
49
法

工
藤　
博
臣	

昭
和
51
貿

久
保
田
秀
雄	

昭
和
34
経

久
米　
良
和	

昭
和
53
電

栗
山　
邦
彦	

昭
和
51
法

紅
林　
　
宏	

昭
和
43
経

黒
江　
忠
幸	

昭
和
34
経

黒
川　
　
誠	

平
成
2
経

黒
田　
良
成	

平
成
15
機

源
馬　
幹
一	
昭
和
43
貿

小
池　
文
彦	
昭
和
54
経

小
泉　
朝
雄	
昭
和
45
経

小
泉　
　
康	

平
成
26
営
博
前

小
泉　
　
正	

昭
和
44
経

小
泉　
敏
男	

昭
和
42
法

幸
本　
憲
昭	

昭
和
44
経

小
島　
勝
己	

昭
和
42
貿

小
嶋　
　
覚	

昭
和
56
工
経

小
嶋　
智
弘	

平
成
20
生
物

後
藤　
文
彦	

昭
和
39
貿

小
林　
一
雄	

昭
和
37
法

小
林　
輝
雄	

昭
和
35
経

小
林　
伸
年	

昭
和
51
電

小
林　
幸
和	

昭
和
49
経

小
俣　
圭
司	

昭
和
36
法

五
味　
　
稔	

昭
和
54
経

小
宮　
信
市	

昭
和
45
経

小
室　
正
弘	

昭
和
58
法

近
藤　
真
伸	

平
成
16
法

近
藤　
正
教	

平
成
5
短
商

今
野　
　
博	

昭
和
34
経

斉
木　
　
功	

昭
和
38
貿

西
條　
豊
明	

昭
和
45
機

斎
藤　
正
紀	

昭
和
48
経

三
枝　
正
三	

昭
和
45
法

坂
入　
知
行	

昭
和
36
貿

坂
上　
敏
男	

昭
和
44
電

榊
原　
　
剛	

昭
和
42
経

坂
本
富
士
見	

平
成
元
応
化

佐
倉　
太
郎	

昭
和
27
経

佐
藤　
禎
伸	

昭
和
36
電

佐
藤　
節
夫	

昭
和
43
経

佐
藤　
　
浩	

昭
和
62
工
経

佐
藤　
雄
平	

昭
和
45
経

佐
藤　
亮
二	

昭
和
40
工
経

澤
田　
博
夫	

昭
和
41
貿

澤
野　
弘
二	

昭
和
38
機

椎
橋
喜
代
司	

昭
和
46
経

重
永　
祥
子	

昭
和
36
短
商

柴
田　
　
修	

昭
和
53
貿

柴
田　
謙
一	

昭
和
39
機

芝
田　
正
夫	

昭
和
46
応
化

柴
田　
正
信	

昭
和
49
経

島
田　
義
久	

昭
和
47
経

清
水　
貞
男	

昭
和
48
工
経

下
川　
尚
伸	

昭
和
43
経

下
田　
　
勇	

昭
和
40
貿

新
崎　
良
幸	

昭
和
48
経

信
田　
良
浩	

昭
和
58
貿

神
保　
良
行	

昭
和
50
建

新
歩
一　
昇	

昭
和
43
工
経

杉
浦　
靖
浩	

昭
和
39
工
経

杉
崎　
和
紀	

昭
和
46
経

杉
山　
久
一	

昭
和
42
法

菅　
　
光
史	

昭
和
39
機

鈴
木　
　
彰	

昭
和
43
貿

鈴
木　
忠
仁	

平
成
9
国
営

鈴
木　
龍
男	

昭
和
39
電

鈴
木　
秀
信	

昭
和
50
工
経

鈴
木　
文
臣	

昭
和
50
電

須
藤　
和
男	

昭
和
45
法

住
野
真
由
美	

平
成
14
英

清
田　
智
也	

平
成
7
英

関
合　
鎮
禎	

昭
和
39
経

荘
加　
忠
義	

昭
和
41
経

曽
我　
昭
夫	

昭
和
36
工
経

平
良　
東
明	

昭
和
34
経

髙
木　
定
夫	

昭
和
48
経

高
木
征
四
郎	

昭
和
36
経

高
杉　
茂
一	

昭
和
45
機

高
瀬　
嘉
彦	

昭
和
38
経

髙
田　
信
也	

昭
和
57
経

高
成
田
泰
宏	

昭
和
57
経

高
場　
則
夫	

昭
和
49
経

瀧
口　
敞
行	

昭
和
38
貿

竹
尾　
秋
正	

昭
和
49
建

竹
田
た
み
子	

昭
和
51
法

竹
本　
　
實	

昭
和
37
経

田
中　
幸
雄	

昭
和
27
経

田
中　
卓
也	

昭
和
41
経

谷　
　
知
代	

昭
和
59
建

田
村　
清
司	

昭
和
51
工
経

田
村　
泰
雄	

昭
和
40
経

千
葉　
清
悦	

昭
和
63
経

千
葉　
俊
雄	

昭
和
41
工
経

土
屋　
　
豊	

昭
和
17
高
商

土
屋　
義
明	

昭
和
42
貿

妻
木　
明
仁	

昭
和
57
建

津
村　
宜
宏	

昭
和
51
経

出
村　
正
樹	

昭
和
45
電

道
満　
正
寿	

昭
和
47
機

遠
山　
雄
也	

昭
和
41
貿

徳
永　
大
輔	

平
成
23
生
物

冨
永　
輝
夫	

昭
和
47
経

鳥
丸　
純
夫	

昭
和
35
経

長
岡　
秀
明	

昭
和
59
電

中
川　
伸
之	

昭
和
51
経

中
川　
　
果	

昭
和
22
工
経

中
越　
辰
幸	

昭
和
52
法

中
島　
啓
造	

昭
和
43
機

中
島　
靖
明	

平
成
18
機
博
前

長
洲　
祐
二	

昭
和
57
経

中
囿　
　
貢	

昭
和
32
法

永
野　
克
美	

昭
和
48
経

仲
野　
　
学	

平
成
10
法

中
堀　
浩
三	

昭
和
38
電

中
村　
孝
則	

昭
和
53
経

中
村　
敬
道	

昭
和
35
貿

中
本　
唯
史	

昭
和
46
法

夏
堀　
大
等	

昭
和
43
貿

名
取　
光
昭	

昭
和
52
経

並
木　
康
員	

昭
和
44
経

成
川　
辰
男	

昭
和
55
経

西　
　
弘
洋	

昭
和
34
貿

西
ケ
谷
義
光	

昭
和
52
法

西
巻　
義
彦	

昭
和
51
法

西
村　
和
正	

昭
和
48
経

西
森　
義
博	

昭
和
44
英

西
山　
美
一	

昭
和
56
経

野
口　
和
明	

平
成
4
建

野
口　
信
弘	

昭
和
53
電

野
尻　
修
二	

昭
和
52
貿

野
田　
　
浩	

昭
和
41
機

橋
本　
裕
之	

昭
和
56
経

長
谷
川　
巖	

昭
和
36
経

畠
山　
耕
一	

昭
和
35
経

花
島　
幸
子	

昭
和
40
短
商

林　
　
健
司	

昭
和
52
工
経

林
谷　
有
祐	

昭
和
39
経

原
田　
　
寛	

昭
和
47
建

播
磨　
　
智	

昭
和
43
貿

樋
田　
忠
義	

昭
和
33
経

日
照
田
信
雄	

昭
和
31
電
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平
野　
莞
爾	

昭
和
38
電

平
野　
直
伸	

昭
和
55
機

広
幡　
宗
俊	

昭
和
49
経

深
澤　
　
稔	

昭
和
35
貿

福
島　
経
夫	

昭
和
32
経

福
田　
節
雄	

昭
和
30
経

福
田　
哲
顕	

昭
和
45
経

福
田　
英
昭	

昭
和
40
経

福
田　
陽
一	
昭
和
56
貿

福
原　
　
勝	
昭
和
39
応
化

福
山　
　
泉	
昭
和
61
西

藤
井　
　
明	
昭
和
30
経

藤
田　
篤
志	

昭
和
42
応
化

藤
田　
雅
史	

平
成
3
経

藤
野　
俊
明	

昭
和
39
工
経

藤
本　
照
之	

昭
和
54
応
化

藤
原　
茂
史	

平
成
元
電

藤
原　
範
雄	

昭
和
54
応
化

古
川　
岳
男	

昭
和
62
法

古
川　
博
子	

平
成
27
西

古
谷　
正
治	

昭
和
54
法

堀
内　
明
義	

昭
和
58
法

堀
川　
哲
勝	

昭
和
36
法

本
間　
悠
介	

平
成
14
経
工
博
前

前
田　
達
夫	

昭
和
22
経

政
二　
　
隆	

昭
和
50
法

真
下　
研
達	

昭
和
27
経

松
下
賢
一
郎	

昭
和
59
経

松
下　
祐
治	

昭
和
44
貿

松
島　
博
文	

昭
和
38
電

松
田
也
寸
志	

昭
和
54
法

松
永　
　
豊	

昭
和
53
経

松
野　
功
行	

昭
和
61
機

松
本　
　
勇	

昭
和
40
貿

松
本　
恒
雄	

昭
和
33
経

松
本　
豊
馬	

昭
和
38
貿

松
本　
正
彦	

昭
和
39
貿

松
本　
正
博	

昭
和
40
経

松
山　
裕
和	

昭
和
59
経

満
足　
篤
美	

昭
和
40
経

万
本　
秀
児	

昭
和
46
貿

水
迫　
順
一	

昭
和
38
貿

光
村　
太
一	

平
成
11
国
営

南　
　
　
進	

昭
和
33
法

南
野　
徹
司	

昭
和
56
経

峰
尾　
文
男	

昭
和
35
経

宮
澤　
茂
夫	

昭
和
40
経

宮
嶋　
清
明	

昭
和
43
経

宮
田　
　
東	

昭
和
52
貿

宮
本　
安
雄	

昭
和
51
経

弥
勒　
由
依	

平
成
26
国
文

向
出　
　
茂	

昭
和
31
貿

村
上　
一
夫	

昭
和
46
経

村
上　
朋
正	

昭
和
31
経

村
上　
秀
雄	

昭
和
49
経

村
田　
龍
也	

昭
和
39
経

目
黒　
英
昭	

昭
和
37
経

百
瀬　
俊
彦	

平
成
28
自
治

矢
島　
　
肇	

昭
和
29
貿

八
嶋　
政
臣	

昭
和
33
法

安
井　
照
明	

昭
和
58
貿

安
田　
政
夫	

昭
和
30
短
商

谷
内　
登
一	

昭
和
34
経

山
内　
成
弘	

昭
和
38
電

山
口　
浩
一	

昭
和
42
経

山
口　
高
志	

昭
和
53
電

山
崎　
昌
治	

昭
和
38
機

山
下　
景
次	

昭
和
37
貿

山
下
美
奈
子	

昭
和
51
英

山
品　
　
武	

昭
和
31
電

山
田　
房
康	

昭
和
48
貿

山
田　
　
賢	

昭
和
41
経

山
田　
吉
修	

昭
和
40
電

山
本　
久
男	

昭
和
34
経

横
山　
盛
雄	

昭
和
49
機

由
井　
慶
治	

昭
和
45
経

吉
岡　
　
宏	

昭
和
51
電

𠮷
川　
　
純	

昭
和
56
機

吉
川　
能
信	

昭
和
47
法

𠮷
﨑　
光
男	

昭
和
33
経

吉
田　
曠
二	

昭
和
36
機

吉
田　
満
広	

昭
和
44
貿

吉
村　
一
男	

昭
和
44
経

米
木　
　
稔	

昭
和
45
法

若
林　
秀
明	

昭
和
39
経

若
林　
義
人	
平
成
17
経
工

和
田　
英
光	
昭
和
41
貿

渡
辺　
完
世	
昭
和
45
経

渡
邊　
隆
之	

平
成
10
経
工

渡
辺　
　
努	

昭
和
46
経

匿
名　
八
十
二
件	

● 

レ
ス
リ
ン
グ
部

合
計
八
件	

十
二
万
四
千
円

井
野　
　
裕	

昭
和
46
電

川
口　
好
孝	

昭
和
54
経

北
野　
紘
一	

昭
和
39
法

佐
藤　
晴
幸	

昭
和
50
経

西
森　
義
博	

昭
和
44
英

平
能　
孝
一	

昭
和
48
貿

匿
名　
二
件

● 

ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
部

合
計
二
件	

二
万
三
千
円

志
田　
涼
介	

平
成
30
情
シ

徳
元
将
太
郎	

平
成
30
法

● 

ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
部

合
計
一
件	

一
万
円

小
澤　
清
晴	

昭
和
58
英

● 

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

合
計
十
一
件	

七
万
五
千
円

荒
瀬　
康
雄	

昭
和
47
英

小
笠
原
美
樹	

平
成
18
英

川
畑　
克
弘	

昭
和
58
法

木
明　
　
旭	

昭
和
53
経

杉
山　
久
一	

昭
和
42
法

野
口　
信
弘	

昭
和
53
電

星
野　
　
晋	

昭
和
53
貿

矢
野
喜
一
郎	

昭
和
55
貿

山
本　
雄
介	

平
成
3
経

匿
名　
二
件	

● 

湘
弓
H
a
n
d
︐s

合
計
一
件	

五
千
円

小
嶋　
智
弘	

平
成
20
生
物

● 

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

合
計
一
件	

一
万
円

橋
本　
晃
邦	

昭
和
54
電
修

● 

カ
レ
ッ
ヂ
・
サ
ウ
ン
ズ
・

 

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

合
計
八
件	

五
万
七
千
円

伊
藤　
正
幸	

昭
和
43
工
経

犬
飼　
政
秀	

昭
和
56
経

杉
山　
久
一	

昭
和
42
法

中
川　
伸
之	

昭
和
51
経

渕
上　
　
徹	

昭
和
61
電

安
元　
武
史	

昭
和
60
法

匿
名　
二
件

● 
管
弦
楽
団

合
計
五
件	

十
二
万
三
千
円

伊
藤　
大
地	

平
成
26
法

清
水　
武
次	
昭
和
40
機

田
中　
　
敞	
昭
和
23
経

匿
名　
二
件	

● 

ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
部

合
計
二
件	

一
万
六
千
円

広
畑　
　
真	

昭
和
45
英

匿
名　
一
件	

● 

混
声
合
唱
団
ク
ー
ル
・
ア
ン
ジ
ェ

合
計
一
件	

五
千
円

船
越　
勝
衛	

昭
和
32
経

● 

サ
イ
ク
リ
ン
グ
愛
好
会

合
計
一
件	

一
万
二
千
円

金
澤　
優
太	

平
成
25
法

● 

茶
道
研
究
部

合
計
四
件	

二
万
九
千
円

井
内　
一
志	

昭
和
51
貿

角
田　
裕
昭	

昭
和
39
貿

村
橋　
恒
夫	

昭
和
32
電

望
月　
和
良	

昭
和
43
機

● 

写
真
研
究
部

合
計
二
件	

一
万
五
千
円

服
部　
晃
典	

昭
和
56
経

匿
名　
一
件	

● 

J
A
Z
Z
研
究
会

合
計
一
件	

五
千
円

匿
名　
一
件

● 

ジ
ャ
ズ
研
究
所

合
計
一
件	

五
千
円

匿
名　
一
件

● 

将
棋
部

合
計
二
件	

七
千
円

清
田　
智
也	

平
成
7
英

匿
名　
一
件	

● 

書
道
部

合
計
三
件	

一
万
一
千
円

柏
木　
忠
雄	

昭
和
47
英

西
東　
弘
文	

昭
和
57
経

山
崎　
　
公	

昭
和
36
短
法

● 

神
大
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

合
計
五
件	

二
万
七
千
円

大
嶋　
和
博	

昭
和
45
建

斎
藤　
良
樹	

昭
和
43
経

鈴
木　
健
史	

昭
和
55
法

田
島　
佳
也	

昭
和
50
経
修

保
坂
美
貴
子	

昭
和
42
貿

● 

吹
奏
楽
部

合
計
十
七
件	

九
万
三
千
円

荒
瀬　
康
雄	

昭
和
47
英

五
十
嵐　
惇	

昭
和
33
電

伊
藤　
正
幸	

昭
和
43
工
経

大
越　

男	

昭
和
46
英

狩
野　
七
郎	

平
成
22
経
博
前

北
村　
嘉
一	

昭
和
38
貿

芝
田　
正
夫	

昭
和
46
応
化

杉
崎　
和
紀	

昭
和
46
経

鈴
木　
常
秀	

昭
和
36
経

茅
原　
伴
啓	

昭
和
47
応
化

西
森　
義
博	

昭
和
44
英

藤
本　
照
之	

昭
和
54
応
化

堀
川　
哲
勝	

昭
和
36
法

前
田　
益
生	

昭
和
40
短
商

松
本　
豊
馬	

昭
和
38
貿

南　
　
　
進	

昭
和
33
法

吉
川　
　
崇	

昭
和
42
経

● 
鉄
道
研
究
部

合
計
四
件	

二
万
一
千
円

橘
川　
昌
弘	

昭
和
41
応
化

柴
田　
謙
一	

昭
和
39
機

古
川　
岳
男	
昭
和
62
法

匿
名　
一
件	

● 

美
術
研
究
部

合
計
一
件	

五
千
円

清
水　
　
弘	

昭
和
42
経

● 

放
送
研
究
会
Ｋ
Ｂ
Ａ
Ｓ

合
計
二
件	

三
万
一
千
円

宮
川　
忠
弘	

昭
和
43
経

山
下
美
奈
子	

昭
和
51
英

● 

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
部

合
計
一
件	

五
千
円

山
下　
　
誠	

昭
和
61
電

● 

漫
画
・
イ
ラ
ス
ト
研
究
サ
ー
ク
ル

合
計
一
件	

二
千
円

匿
名　
一
件

● 

漫
画
研
究
部

合
計
二
件	

一
万
二
千
円

久
米　
信
行	

昭
和
49
経

匿
名　
一
件	

● 

ロ
ス
ガ
ト
ス

合
計
三
件	

五
万
円

大
原　
邦
康	

昭
和
34
経

岡　
　
一
雄	

昭
和
39
貿

久
米　
信
行	

昭
和
49
経

● 

ロ
ッ
ク
ス

合
計
一
件	

五
千
円

市
川　
紀
征	

昭
和
63
経

● 

ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部

合
計
二
件	

七
千
円

井
草　
有
史	

平
成
19
自
治

匿
名　
一
件

● 

手
話
サ
ー
ク
ル
３
０
３

合
計
二
件	

一
万
六
千
円

岩
本　
義
重	

昭
和
52
法

木
原　
啓
一	

昭
和
55
法

● 

法
律
家
の
た
ま
ご

合
計
一
件	

五
千
円

益
子　
良
一	

昭
和
47
法

● 

Ｋ
．A
．S

合
計
一
件	

一
万
円

匿
名　
一
件

● 

平
塚
祭
実
行
委
員
会

合
計
三
件	

一
万
二
千
円

河
野　
宏
和	

平
成
8
応
生

匿
名　
二
件

● 

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

 

サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

合
計
二
件	

二
万
円

岩
本　
義
重	

昭
和
52
法

山
口
健
次
郎	

昭
和
42
経

● 

英
語
研
究
部（
E
．
S
．
S
）

合
計
十
一
件	

十
一
万
七
千
円

石
井
捷
三
郎	

昭
和
44
貿

伊
藤　
紀
男	

昭
和
40
経

遠
藤　
行
雄	

昭
和
43
貿

川
名　
明
徳	

昭
和
47
貿

中
谷　
正
明	

昭
和
43
貿

福
田　
辰
也	

昭
和
43
貿

松
本　
正
彦	

昭
和
39
貿

宮
崎　
洋
一	

昭
和
61
貿

安
永　
　
肇	

昭
和
42
経

匿
名　
二
件

● 

会
計
学
研
究
部

合
計
十
件	

四
万
八
千
円

雨
宮　
　
健	

昭
和
55
法

狩
野　
七
郎	

平
成
22
経
博
前

國
田　
絢
子	

昭
和
42
短
商

今
田　
正
紀	

平
成
16
経
博
前

下
村　
　
博	

昭
和
46
経

鈴
木　
　
博	

昭
和
56
経

中
島　
祐
生	

平
成
2
経

西
原　
寿
久	

昭
和
37
経

益
子　
良
一	

昭
和
47
法

匿
名　
一
件

● 

私
法
研
究
部

合
計
三
件	

四
万
五
千
円

唐
紙　
正
雄	

昭
和
45
法

細
谷　
憲
二	

昭
和
45
法

益
子　
良
一	

昭
和
47
法

● 

横
浜
蒼
碧
法
律
会

合
計
一
件	

五
千
円

益
子　
良
一	

昭
和
47
法

● 

航
空
工
学
研
究
部

合
計
三
件	

一
万
一
千
円

嶋　
　
道
雄	

昭
和
53
電

原
田　
　
寛	

昭
和
47
建

望
月　
和
良	

昭
和
43
機

● 

自
動
車
工
学
研
究
部

合
計
四
件	

三
万
五
千
円

木
村　
豊
彰	

昭
和
41
電

田
村　
晃
佑	

昭
和
39
法

山
根　
英
昭	

昭
和
51
経

匿
名　
一
件

● 

内
燃
機
関
研
究
部

合
計
四
件	

二
万
六
千
円

本
田　
　
進	

昭
和
48
機

𠮷
川　
　
純	

昭
和
56
機

吉
田　
曠
二	

昭
和
36
機

匿
名　
一
件

● 

宇
宙
ロ
ケ
ッ
ト
部

合
計
四
件	

一
万
四
千
円

小
山　
文
彦	

昭
和
61
機

関
合　
鎮
禎	

昭
和
39
経

藤
本　
照
之	

昭
和
54
応
化

匿
名　
一
件

◎
総
合
計　
九
百
二
十
二
万
八
千
円（
八
百
七
十
九
件
）
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「神大スポーツ・文化振興賛助金募金」募集要領
（１）募金対象者　卒業生、教職員、在学生のご父母又は保証人、一般、法人・団体等

（２）募 金 額　１口　1,000 円（１団体１口以上 1,000 円単位）
※賛助する課外活動団体を必ず指定してください。

（３）申 込 方 法　①②いずれかの方法でお申し込みください。
①インターネットからのお申し込み
神奈川大学公式ホームページにアクセスしてください。
https://www.kanagawa-u.ac.jp/

〈決済方法〉
クレジットカード、ペイジー（インターネットバンキング、ATM）から選択できます。

②専用払込取扱票を利用
神奈川大学総務部募金課までご連絡ください。郵送させていただきます。

神奈川大学　募金

スマートフォン、
タブレット等から
読み取ってください。

〈クレジットカード決済〉
下記はご利用可能なクレジットカードです。

〈Pay-easy 決済〉
インターネットバンキング又はATMでお振り込みいただけます。
※ペイジーマークのついている金融機関でご利用いただけます。

■ 課外活動団体一覧表
番号 体育会 29 女子バスケットボール部 54 管弦楽団 84 IVUSA
1 アーチェリー部 30 バドミントン部 55 ギターアンサンブル部 85 映像研究会
2 合気道部 31 バレーボール部 56 混声合唱団クール・アンジェ 87 N.M.K
3 アメリカンフットボール部 32 女子バレーボール部 57 GLOBAL ☆ YEN☆ LEAP 89 劇団はこぶね
5 空手道部 33 ハンドボール部 58 Cromlech 90 現代視覚文化研究会DESIRE
6 弓道部 34 平塚軟式野球部 59 軽音楽部 91 作画研究会
7 剣道部 35 ボクシング部 61 サイクリング愛好会 92 ジャーナリズム文学研究会
8 硬式庭球部 36 ボディビル部 62 茶道研究部 93 手話サークル 303
9 硬式野球部 37 ヨット部 63 写真研究部 94 神大ルーデンス
10 ゴルフ部 38 ラグビー部 64 JAZZ研究会 95 フォークス
11 サッカー部 39 男子ラクロス部 65 ジャズ研究所 104 法律家のたまご
12 女子サッカー部 40 女子ラクロス部 66 将棋部 110 Ｋ . Ａ . Ｓ
13 山岳部 41 陸上競技部 67 書道部 111 アカペラサークルＪＡＣＫ
14 柔道部 42 レスリング部 68 神大フェスタ実行委員会 113 平塚祭実行委員会
15 準硬式野球部 109 ライフセービング部 69 吹奏楽部 115 ＫＵキャンパス
17 水泳部 112 ウインドサーフィン部 70 鉄道研究部 116 スペシャルオリンピックスサポートチーム
18 スキー部 114 チアリーディング部 71 美術研究部 番号 学術系
19 アイスホッケー部 番号 スポーツ系 73 文藝部 97 英語研究部 (E.S.S)
20 スケート部 44 体同連 J.F.C 74 放送研究会ＫＢＡＳ 98 会計学研究部
21 スノーボード部 45 湘弓Hand's 75 ポピュラー音楽部 99 私法研究部
22 体操部 46 FLAT 76 漫画・イラスト研究サークル 101 横浜蒼碧法律会
23 卓球部 48 U.V.T.H 77 漫画研究部 番号 工学系
24 テコンドー部 49 Run.3 ♪ 78 マンドリン・アンサンブル 105 航空工学研究部
25 トライアスロン部 118 アルティメット部 79 演劇部M.A.P. 106 自動車工学研究部
26 軟式庭球部 番号 文化系 81 ロスガトス 107 内燃機関研究部
27 軟式野球部 51 アドベンチャークラブ 82 ロックス 117 宇宙ロケット部
28 男子バスケットボール部 53 カレッヂ・サウンズ・オーケストラ 83 ワンダーフォーゲル部

2021年 ( 令和 3年 )2 月現在

◆ お知らせ ◆
●スポーツ系にアルティメット部（番号 118）が新設されました。
●舞踏研究部は現在、休部中です。
●CLAPPER、メカニカルデザイン部、シャトルズ、メインコート、el-golazo、
国際交流サークルABCは廃部になりました。

●アイスホッケー部（番号19）は、スケート部アイスホッケー部門から団体名が
変更になりました。

●スケート部（番号20）は、スケート部スピード部門から団体名が変更になりました。

● 大学公式ホームページに課外活動団体の紹介及び活動内容をご案内しています。
https://www.kanagawa-u.ac.jp/ 
トップ画面 ≫ キャンパスライフ ≫ 課外活動

【お問い合わせ先】
学校法人神奈川大学総務部募金課
TEL.045-481-5661（内線 2155）　FAX.045-481-2741
E-mail bokin-jml@kanagawa-u.ac.jp
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「
将
来
は
衆
議
院
議
員
に
な
り
た
い
」。

小
学
校
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
に
こ
う
書
き
ま

し
た
。
父
親
が
地
元
選
出
の
海
部
俊
樹
衆

議
院
議
員
（
元
内
閣
総
理
大
臣
）
の
熱
心

な
支
持
者
で
し
た
。
物
心
が
つ
く
か
つ
か

な
い
う
ち
に
、
父
親
と
海
部
事
務
所
に
出

入
り
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
が
人
生

に
影
響
を
与
え
た
と
思
い
ま
す
。

　

名
古
屋
市
立
庄
内
小
学
校
、
名
塚
中

学
校
、
私
立
愛
知
高
等
学
校
を
卒
業
す
る

と
神
奈
川
大
学
法
学
部
に
進
み
ま
し
た
。

政
治
の
世
界
で
活
躍
す
る
た
め
に
は
法

律
の
勉
強
は
不
可
欠
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

大
学
で
は
４
年
間
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

部
に
所
属
、
毎
日
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
演

奏
に
熱
中
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
兄
が
横

須
賀
市
の
神
奈
川
歯
科
大
学
に
在
学
し
て

い
た
た
め
、
神
奈
川
大
学
と
神
奈
川
歯
科

大
の
中
間
に
あ
る
横
浜
・
金
沢
文
庫
の
下

宿
で
共
同
生
活
を
は
じ
め
、
京
急
線
、
東

横
線
経
由
で
大
学
へ
通
っ
て
い
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
４
年
間
を
過
ご
し
た
横
浜
は

ま
さ
に
第
２
の
故
郷
と
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
大
学
卒
業
と
と
も
に
か
ね
て
か
ら
希

望
し
て
い
た
海
部
先
生
の
秘
書
に
な
る
事

が
出
来
た
の
で
す
。

　

２
年
後
の
１
９
９
３
（
平
成
５
）
年
、

地
元
の
県
会
議
員
が
死
去
、
後
継
県
議
候

補
に
推
さ
れ
約
５
千
人
の
署
名
が
海
部
先

生
の
も
と
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

海
部
先
生
の
了
承
の
も
と
秘
書
を
退
職
し
、

95
（
平
成
７
）
年
４
月
の
県
議
選
に
新
進

党
公
認
で
立
候
補
し
て
初
当
選
、
以
後
２

期
目
か
ら
は
自
民
党
公
認
と
し
て
５
期
連

続
当
選
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

念
願
の
衆
議
院
議
員
に
当
選

　

５
期
目
途
中
の
２
０
１
２
（
平
成

24
）
年
11
月
に
県
議
を
辞
職
、
翌

月
に
行
わ
れ
た
第
46
回
衆
議
院
議
員

総
選
挙
の
愛
知
１
区
（
名
古
屋
市
西

区
・
東
区
・
北
区
・
中
区
）
に
自
民
党

公
認
で
立
候
補
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

地
元
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
初
当
選
を
果

た
し
、
や
っ
と
小
さ
い
頃
か
ら
の
念
願
が

か
な
い
ま
し
た
。
14
（
平
成
26
）
年
12
月
、

17
（
平
成
29
）
年
10
月
の
総
選
挙
に
も
当

選
、
現
在
３
期
目
と
な
り
ま
す
。
こ
の
間

衆
議
院
予
算
委
員
会
理
事
、
自
民
党
国
会

対
策
副
委
員
長
、
防
衛
大
臣
政
務
官
な
ど

役
職
に
付
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の

中
で
も
国
対
副
委
員
長
の
職
は
大
変
や
り

が
い
の
あ
る
仕
事
で
し
た
。
与
野
党
対
決

の
重
要
法
案
を
ど
う
や
っ
て
成
立
さ
せ
る

か
、
毎
日
が
緊
張
の
連
続
で
し
た
。

　

自
民
党
で
は
無
派
閥
で
す
が
、
初
当
選

の
頃
よ
り
菅
義
偉
総
理
大
臣
（
当
時
は
官

房
長
官
）
に
は
大
変
目
を
掛
け
て
頂

き
ま
し
た
。
ご
承
知
の
通
り
菅
総
理

は
私
と
同
じ
よ
う
に
衆
議
院
議
員

秘
書
か
ら
地
方
政
治
家
を
経
て
国

政
へ
の
道
を
辿
ら
れ
ま
し
た
。
お
互

い
に
40
代
後
半
で
国
会
議
員
に
な
っ

た
の
も
共
通
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
、
総
理
か
ら
は
政
治

経
歴
が
自
分
に
似
て
い
る
ね
と
よ
く
言
わ
れ

ま
す
。
ま
た
菅
総
理
の
選
挙
区
が
横
浜
市

西
区
、
南
区
、
港
南
区
で
あ
り
、
神
奈
川

大
学
は
西
区
に
隣
接
す
る
神
奈
川
区
で
す

か
ら
こ
こ
で
も
奇
し
き
縁
を
感
じ
ま
す
。

菅
総
理
の
も
と
総
務
副
大
臣

　

菅
内
閣
発
足
と
と
も
に
20
（
令
和
２
）

年
９
月
に
総
務
副
大
臣
に
就
任
し
ま
し

た
。
接
待
問
題
で
激
震
が
続
く
総
務
省
。

第
３
者
委
員
会
で
真
相
を
究
明
し
、
国

民
の
信
頼
を
取
り
戻
す
こ
と
が
不
可
欠
で

す
。
そ
の
た
め
に
も
大
学
の
名
を
辱
め
る

こ
と
の
な
い
よ
う
勤
め
上
げ
、
き
ら
り
と

光
る
政
治
家
を
目
指
し
ま
す
。

　

空
き
時
間
が
で
き
る
と
名
古
屋
へ
戻
っ

て
い
ま
す
。
有
権
者
や
多
く
の
人
の
話
に

耳
を
傾
け
、
も
の
づ
く
り
の
町
・
名
古
屋

を
一
層
飛
躍
さ
せ
た
い
で
す
ね
。
国
政
の
場

に
も
そ
う
し
た
声
を
生
か
す
こ
と
を
心
が

け
て
い
ま
す
。
妻
や
子
供
と
の
ひ
と
時
も

息
抜
き
と
な
り
ま
す
。
地
元
の
大
学

同
窓
会
「
愛
知
み
や
も
会
」
に
も
入

会
し
て
い
ま
す
。
地
元
で
も
大
学
の

繋
が
り
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で

衆
議
院
議
員
　
熊
田
　
裕
通

き
ら
り
と
光
る
政
治
家
を
目
指
す

くまだ・ひろみち
1964 年８月生まれ。愛知県出身。56 歳。
1988 年法律学科卒。1995 年４月、愛知県
議会議員。以後、５期連続当選。2012 年
12月の第 46 回衆議院選挙に愛知１区から
出馬、初当選。現在３期目。衆議院予算委
員会理事、自民党国会対策副委員長、防衛
大臣政務官などを歴任、現在は総務副大臣

す
ね
。

　

神
奈
川
大
学
は
４
月
に
み
な
と
み
ら
い

キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
校
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
し
た
。
何
よ
り
自
分
の
大
学
に
誇

り
を
持
ち
恩
師
、
友
人
、
後
輩
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す

ね
。
お
正
月
に
は
母
校
が
出
場
す
る
箱
根

大
学
駅
伝
を
毎
年
楽
し
み
に
し
て
Ｔ
Ｖ
観

戦
し
て
い
ま
す

が
、
母
校
の
選

手
が
写
る
と
つ

い
つ
い
声
が
出

て
し
ま
い
、
家

族
に
あ
き
れ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り

ま
す
が
、神
奈
川

大
学
の
更
な
る
飛

躍
を
心
よ
り
期

待
し
てい
ま
す
。

総務副大臣に就任

衆議院議員運営委員会で

防衛大臣政務官就任時の栄誉礼 地元の裸踊りで
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好
奇
心
の
塊

　
「
と
に
か
く
本
を
読
め
、
手
短
に
手
に
入

る
岩
波
新
書
を
中
心
に
１
０
０
冊
、
乱
読

で
構
わ
な
い
、物
の
考
え
方
、見
方
、知
識
、

情
報
を
得
る
よ
う
に
」
と
の
兄
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
で
し
た
。
典
型
的
な
ノ
ン
ポ
リ

学
生
。
し
か
し
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
興
味

を
持
つ
好
奇
心
の
塊
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

地
方
出
身
者
が
約
６
割
以
上
。「
多
士

済
々
」、正
に
「
青
雲
の
志
」
を
抱
い
た
キ
ャ

ン
パ
ス
。
当
時
走
っ
て
い
た
路
面
電
車
の
六

角
橋
駅
近
く
の
「
楡
」
と
い
う
喫
茶
店
は

そ
の
青
臭
い
議
論
の
語
り
合
い
の
場
で
も

あ
り
ま
し
た
。
私
は
い
つ
も
「
話
す
」
よ

り
「
聞
く
」

と
い
う
ス

タ
ン
ス
。

　

卒
業
後
の
「
志
」
が
曖
昧
、
今
で
い
う
就

活
も
行
っ
て
い
な
い
最
中
、
父
が
岩
手
県

職
員
の
採
用
試
験
の
書
類
を
整
え
て
送
っ

て
き
ま
し
た
。
正
直
漠
と
し
た
気
持
ち
で

の
受
験
で
し
た
。
後
日
談
と
し
て
、
口
頭

試
験
、
面
接
で
の
受
け
答
え
が
印
象
的
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
聞
き
、
神
大
で
の

４
年
間
、
好
奇
心
の
塊
で
の
友
人
達
と
の

出
会
い
と
巡
り
合
わ
せ
が
役
立
っ
た
の
か

な
？
と
思
い
ま
し
た
。

「
大
学
で
学
ん
で
い
る 
君
は
恵
ま
れ
て
い
る
」

　

入
庁
し
て
17
年
目
。
中
村
直
知
事
（
当

時
）
の
３
期
目
の
事
務
秘
書
と
し
て
の
出

会
い
と
巡
り
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
農

学
校
卒
の
典
型
的
な
た
た
き
上
げ
と
し
て

副
知
事
、
衆
議
院
議
員
と
し
て
の
経
歴
を

持
つ
中
村
直
知
事
。
良
く
言
わ
れ
た
も
の

で
す
。「
本
田
君
、
君
は
恵
ま
れ
て
い
る
。

神
奈
川
大
学
卒
業
な
そ
う
だ
な
」。
４
年

間
あ
ら
ゆ
る
機
会
、
場
面
に
常
に
随
行
を

命
じ
ら
れ
永
田
町
霞
が
関
界
隈
、
海
外
出

張
。
そ
の
間
、
実
に
多
く
の
方
々
と
の
出

会
い
と
巡
り
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

初
め
て
本
庁
を
離
れ
て
の
地
方
勤
務
。「
久

慈
地
方
振
興
局
長
」。
増
田
寛
也
知
事
（
当

時
、
元
総
務
大
臣
。
現
郵
政
（
株
）
社
長
）

か
ら
「
市
町
村
と
い
う
現
場
を
し
っ
か
り
と

見
て
来
い
」
と
い
う
辞
令
で
し
た
。
こ
こ
で

の
勤
務
を
最
後
に
退
職
。
生
ま
れ
故
郷
の
同

級
生
か
ら
の
声
掛
け
が
あ
り
、
36
年
振
り
に

遠
野
に
戻
り
市
長
選
挙
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

40
年
振
り
、
10
号
館‒

１
０
４
２
号
階
段
教
室
に

　

２
０
１
０
年
11
月
18
日
、
40
年
振
り
に

母
校
の
キ
ャ
ン
パ
ス
１
０
４
２
号
階
段
教

室
に
私
は
立
っ
て
い

ま
し
た
。
法
学
研
究

所
の
山
田
徹
教
授（
当

時
）
に
招
か
れ
、
頂

い
た
テ
ー
マ
は
「
地

方
か
ら
の
政
策
革
新
。

岩
手
県
遠
野
市
の
経

験
か
ら
」
で
し
た
。

岩
手
県
遠
野
市
長
　
本
田
　
敏
秋

出
会
い  

巡
り
合
い  

つ
な
が
る

ほんだ・としあき
1947（昭和22）年８月10日、岩手県遠野市生まれ。
73 歳。70（昭和 45）年３月法律学科卒業。同
年 4 月岩手県職員に採用。消防防災課長、企画
調整課長などを経て、久慈地方振興局長を最後
に退職。2002（平成14）年遠野市長初当選。05（平
成17）年10月合併に伴う新遠野市長として当選。
現在通算５期目。
▽ボクラのボラ駅を手にする筆者

約
２
時
間
、
神
大
で
の
４
年
間
、
岩
手
県

職
員
と
し
て
の
31
年
間
、
市
長
と
し
て
２

期
８
年
間
の
出
会
い
と
巡
り
合
わ
せ
で
得

た
経
験
を
語
る
機
会
を
頂
き
ま
し
た
。（
講

演
記
録
は
法
学
研
究
所
年
報
№
29
に
掲
載
）

東
日
本
大
震
災　
「
駅
ボ
ラ
」
で
の
神
大
魂

　

そ
の
翌
年
、「
東
日
本
大
震
災
」
が
発

災
し
ま
し
た
。
沿
岸
被
災
地
か
ら
わ
ず
か

40
キ
ロ
に
位
置
す
る
内
陸
部
。
本
庁
舎
が

全
壊
す
る
中
、
後
方
支
援
活
動
が
速
や
か

に
展
開
さ
れ
、
そ
の
中
に
「
神
奈
川
大
学

の
幟
」
が
高
々
と
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
夜

行
バ
ス
を
活
用
し
て
の
、
全
学
上
げ
て
の

支
援
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
救
援
物

資
の
仕
分
け
な
ど
、
黙
々
と
作
業
を
進
め
、

名
付
け
て
「
Ｋ
Ｕ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
駅
伝
」。

マ
ス
コ
ミ
に
は
「
箱
根
の
名
門
神
奈
川
大

学
、
学
生
ら
物
資
次
々
に
」
と
大
き
く
報

じ
ら
れ
、
宿
泊
や
食
事
、
入
浴
は
旅
館
業

を
営
む
菊
池
完
さ
ん
（
法
科
50
年
卒
）
な

ど
同
窓
生
が
活
動
を
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
６
年
間
、
市
内
最
大
の
お
祭
り
に

は
毎
年
参
加
。
息
子
、
娘
、
孫
が
帰
っ
て

き
た
と
い
う
市
民
と
の
交
流
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。
今
年
は
そ
の
大
震
災
か
ら
10
年
。

寄せられた 27 万冊に及ぶ本を黙 と々

励まし続けた KU の２文字

幟を高々と掲げ、お祭りに参加。

夜行バスで駆け付け、作業は土・日
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か
つ
て
横
浜
市
の
主
要
部

や
繁
華
街
を
中
心
に
横
浜
市

電
が
運
行
さ
れ
、
横
浜
専
門

学
校
生
や
神
奈
川
大
学
生
の

足
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
横
浜
市
電
の
前
身
で
あ
る

横
浜
電
気
鉄
道
は
、
１
９
０
４

（
明
治
37
）
年
、
桜
木
町
駅
近

く
の
大
江
橋
か
ら
京
急
の
神

奈
川
駅
近
く
の
神
奈
川
の
区

間
で
、
横
浜
市
で
初
め
て
電

車
を
運
行
し
、
横
浜
市
の
東

部
を
中
心
に
路
線
を
延
ば
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
第

一
次
世
界
大
戦
後
の
経
済
状

況
か
ら
経
営
に
行
き
詰
ま
り

１
９
２
１
（
大
正
10
）
年
、
市

民
生
活
へ
の
影
響
を
避
け
る

た
め
に
、
横
浜
市
が
買
収
し
、

横
浜
市
営
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
翌
年
、
１
９
２
２
（
大
正
11
）

年
、
市
電
の
花
咲
町
停
留
所

前
に
、
横
浜
日
日
新
聞
社
の

新
社
屋
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
社
屋
は
、
関
東
大
震
災

で
被
害
を
受
け
た
の
ち
桜
木

会
館
と
な
り
、
１
９
２
８
（
昭

和
３
）
年
、
米
田
吉
盛
が
こ

の
桜
木
会
館
の
１・２
階
を
借

り
て
横
浜
学
院
を
開
設
し
ま

し
た
。
横
浜
学
院
開
設
前
か

ら
専
門
学
校
開
設
を
目
指
し

て
い
た
米
田
は
、
市
電
の
境
之

谷
停
留
所
近
く
の
富
士
塚
（
現

境
之
谷
公
園
）
へ
の
移
転
と
専

門
学
校
設
置
認
可
申
請
を
す

す
め
、１
９
２
９（
昭
和
４
）年
、

横
浜
専
門
学
校
が
誕
生
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
富
士
塚
で
は

学
校
の
発
展
が
困
難
と
米
田

は
判
断
し
、
移
転
先
を
探
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
市
電
が
延
伸

さ
れ
て
間
も
な
い
六
角
橋
で

誘
致
活
動
が
あ
り
１
９
３
１

（
昭
和
６
）
年
５
月
15
日
、
現

在
の
地
六
角
橋
に
移
転
を
し

ま
し
た
。
な
お
、
神
奈
川
大

学
で
は
、
こ
の
５
月
15
日
を

創
立
記
念
日
と
定
め
て
い
ま

す
。
六
角
橋
は
、
東
急
東
横

線
の
白
楽
駅
も
近
か
っ
た
も
の

の
、
市
電
を
使
っ
て
官
庁
が
集

ま
る
横
浜
市
の
主
要
部
や
明

治
時
代
か
ら
様
々
な
商
店
な

ど
で
賑
わ
っ
た
伊
勢
佐
木
町
へ

も
乗
り
換
え
な
し
で
簡
単
に

行
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
六

角
橋
は
、
横
浜
市
内
交
通
の

要
所
で
も
あ
り
ま
し
た
。
花

咲
町
や
境
之
谷
か
ら
も
市
電

に
乗
っ
て
市
内
の
主
要
部
な
ど

へ
気
軽
に
行
く
こ
と
が
で
き
た

か
ら
か
、
伊
勢
佐
木
町
や
山

下
公
園
、
そ
の
周
辺
で
撮
影

し
た
写
真
が
横
浜
専
門
学
校

な
ど
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
に
多
く

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
伊
勢
佐

木
町
通
り
で
は
、
大
学
祭
で

恒
例
と
な
っ
て
い
た
前
夜
祭
で

の
パ
レ
ー
ド
（
宮
陵
会
報
第
６

号
に
詳
報
）
や
、
野
球
の
横

専
・
Ｙ
専
定
期
戦
で
の
勝
利

行
列
を
す
る
な
ど
、
伊
勢
佐

木
町
は
横
浜
専
門
学
校
・
神

奈
川
大
学
を
市
民
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
伊
勢
佐
木
町
周
辺
に

は
、
映
画
館
や
カ
フ
ェ
、
百
貨

店
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
店
が
集

ま
り
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
学
生

も
多
く
い
た
よ
う
で
す
。
若

者
に
と
っ
て
魅
力
あ
ふ
れ
る
街

へ
の
重
要
な
“
足
〟
と
し
て

市
電
は
横
浜
専
門
学
校
・
神

奈
川
大
学
生
に
親
し
ま
れ
て

い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
横
浜

市
民
や
神
奈
川
大
学
生
た
ち

に
親
し
ま
れ
て
い
た
市
電
で

す
が
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
影
響
を
受
け
、
１
９
６
６

（
昭
和
41
）
年
か
ら
廃
止
が
始

ま
り
、
１
９
６
８
（
昭
和
43
）

年
に
六
角
橋
線
も
廃
止
さ
れ
、

１
９
７
２
（
昭
和
47
）
年
に

は
全
廃
と
な
り
ま
し
た
。
市

電
が
全
廃
さ
れ
た
年
、
市
電

に
代
わ
っ
て
横
浜
市
営
地
下

鉄
が
営
業
を
開
始
し
、
今
で

は
市
民
の
重
要
な
足
と
な
っ
て

い
ま
す
。
地
下
鉄
は
、
当
初
、

神
奈
川
大
学
の
近
く
を
通
り
、

六
角
橋
に
駅
が
で
き
る
計
画

で
し
た
が
、
地
下
鉄
が
住
宅

地
の
地
下
を
通
る
こ
と
へ
の
反

対
運
動
が
あ
り
経
路
変
更
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
六
角

橋
停
留
所
の
あ
っ
た
場
所
は
、

時
代
の
流
れ
と
と
も
に
少
し

ず
つ
様
子
が
変
わ
っ
て
き
た
も

の
の
、
市
電
が
走
っ
て
い
た
頃

の
雰
囲
気
が
残
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
春
、
神
奈
川
大
学
は

開
校
の
地
、
花
咲
町
停
留
所

近
く
に
新
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
を

構
え
ま
す
。
新
し
い
キ
ャ
ン
パ

ス
と
と
も
に
、
六
角
橋
停
留

所
跡
に
足
を
運
ん
で
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
大
学
資
料
編
纂
室　

木
内
好
信
）

1941卒業アルバム

六角橋停留所1967年 六角橋停留所1998年

六角橋停留所1964年六角橋停留所1940年

前夜祭パレード　1966卒業アルバム

横
専
・
Ｙ
専（
現
横
浜
市
立
大
学
）定
期
戦
優
勝
行
列　
１
９
３
８
卒
業
ア
ル
バム

市電と神奈川大学

神大の歴史神大の歴史

vol.48vol.49
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私
は
17
年
間
、
電
機
メ
ー
カ
ー
に
勤
務

し
た
後
、
48
歳
の
時
、
本
学
に
採
用
さ
れ

ま
し
た
。
今
思
え
ば
、
ず
い
ぶ
ん
思
い
切
っ

た
転
職
を
し
た
と
思
い
ま
す
が
、
当
時
は

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
る
余
裕
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
ま
ず
、
物
理
化
学
、
電
気
化

学
等
の
講
義
の
準
備
、
そ
し
て
研
究
室
運

営
に
関
わ
り
、
以
下
の
こ
と
を
考
え
ま
し

た
。
学
生
諸
君
に
、
卒
業
研
究
を
通
じ
、

基
礎
学
力
と
自
信
を
如
何
に
着
け
て
も
ら

う
か
。
そ
の
た
め
に
は
⑴
魅
力
的
な
研
究

テ
ー
マ
の
設
定
、
⑵
学
会
発
表
等
に
よ
る

積
極
的
な
情
報
発
信
、
⑶
他
流
試
合
に
よ

る
実
力
の
涵
養
（
他
大
学
生
、
企
業
研
究

者
と
の
デ
イ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）、
⑷
社
会
人

と
し
て
の
マ
ナ
ー
の
会
得
（
報
告･

連
絡･

相
談
、そ
し
て
感
謝
、あ
い
さ
つ
の
徹
底
等
）

を
念
頭
に
努
力
し
た
つ
も
り
で
し
た
が
、

教
育
効
果
は
あ
が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

と
不
安
の
日
々
で
し
た
。
数
年
過
ぎ
る
こ

ろ
か
ら
、
毎
年
、
誰
か
が
学
会
で
ポ
ス
タ
ー

賞
や
講
演
賞
を
受
賞
す
る
よ
う
に
な
り
少

し
安
堵
し
た
の
を
思
い
だ
し
ま
す
。
研
究

室
を
巣
立
っ
た
諸
君
は
３
０
０
名
弱
、
今

30
代
前
半
か
ら
50
代
前
半
、
ま
さ
に
人
生

の
真
っ
盛
り
、
家
庭
で
も
職
場
で
も
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
年

賀
状
や
メ
ー
ル
、
そ
し
て
、
23
年
間
苦
楽

を
共
に
し
た
助
手
の
小
早
川
紘
一
氏
の
ご

好
意
で
始
ま
っ
た
Ｏ
Ｂ
会
等
で
彼
ら
の
活

躍
の
様
子
を
聞
け
る
の
は
大
き
な
喜
び
と

楽
し
み
で
す
。

　
在
職
中
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
が
、
大

き
な
出
来
事
の
一
つ
は
、
こ
れ
か
ら
研
究
の

ま
と
め
に
入
ろ
う
か
と
考
え
て
い
た
66
歳

の
時
、
図
ら
ず
も
工
学
部
長
に
選
ば
れ
て

し
ま
っ
た
こ
と
で
し
た
。
理
工
再
編
を
は
じ

め
、
難
問
続
出
、
怒
号
の
飛
び
交
う
教
授

会
も
何
回
か
あ
り
ま
し
た
が
、
同
僚
の
先

生
方
、
事
務
局
、
秘
書
の
方
々
の
ご
支
援

で
４
年
間
を
何
と
か
乗
り
切
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
定
年
後
は
国
立
研
究
開
発
法
人･

科
学

技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
産
業
連
携
展

開
部･

先
端
計
測
グ
ル
ー
プ
の
領
域
総
括

を
６
年
間
勤
め
ま
し
た
。
今
後
の
我
が
国

の
重
要
産
業
の
柱
に
し
た
い
電
池
事
業
、

す
な
わ
ち
太
陽
電
池
、
リ
チ
ウ
ム
電
池
、

燃
料
電
池
が
大
き
な
産
業
に
育
た
な
い
原

因
を
科
学
的
、
技
術
的
に
解
明
す
る
に
は

こ
れ
ま
で
に
な
い
新
し
い
計
測
技
術
の
確

立
が
急
務
で
あ
る
か
ら
と
年
間
数
億
円
の

資
金
が
投
じ
ら
れ
、
７
件
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
が
発
足
し
ま
し
た
。
計
測
技
術
分

野
の
権
威
あ
る
先
生
方
の
協
力
を
得
、
Ｐ

Ｊ
終
了
時
に
は
４
件
の
世
界
初
の
計
測
装

置
の
事
業
化
に
成
功
し
、
う
れ
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー･

産

業
技
術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
の

技
術
評
価
委
員
、
理
化
学
研
究
所 

客
員
主

管
研
究
員
、
研
究
助
成
財
団
審
査
員
等
を

務
め
て
い
ま
す
。

　
私
の
研
究
室
に
博
士
研
究
員
と
し
て
数

年
間
滞
在
さ
れ
た
李
徳
成
博
士
（
現
蘇
州

大
学
教
授
）
の
ご
好
意
で
蘇
州
大
学
の
客

座
教
授
に
任
命
さ
れ
、
蘇
州
を
は
じ
め
中

国
各
地
を
何
回
か
訪
問
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
印
象
深
い
の
は
、
一
昨
年
、
吉
野

彰
博
士
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
さ
れ
た
こ

と
で
す
。
私
も
50
年
近
く
リ
チ
ウ
ム
電
池

開
発
研
究
に
携
わ
っ
て
お
り
、
我
が
こ
と

の
よ
う
に
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
そ
の

数
年
前
、
電
池
仲
間
で
円
筒
型
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
電
池
を
世
界
で
初
め
て
事
業
化
さ

れ
た
ソ
ニ
ー
の
西
美
緒
博
士
の
退
職
懇
親

会
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
吉
野
博
士
も

出
席
さ
れ
ま
し
た
。
カ
ラ
オ
ケ
の
お
好
き

な
方
で
し
た
。

　
今
は
本
学
名
誉
教
授 

復
本
一
郎
先
生
が

主
宰
さ
れ
る
俳
句
の
会
に
所
属
、
ご
指
導
を

受
け
な
が
ら
俳
句
の
勉
強
中
で
す
。
時
々
、

神
奈
川
新
聞

俳
壇
等
に
入

選
す
る
の
が

楽
し
み
で
す
。

さとう・ゆういち
1939（昭和14）年新潟県長岡市生まれ。東北
大学大学院理学研究科修士課程を修了後、東
北大学助手、東京芝浦電気（株）（現東芝）、東
芝電池（株）を経て、1987 年神奈川大学に転
籍。工学部応用化学科（現物質生命化学科）に
所属、工学部長（2006 〜 2010）。蘇州大学客
座教授。日本化学会進歩賞、電気化学会棚橋
技術賞他受賞．著書「マンガでわかる電池」

「カラスは白い」他多数。

左 / 吉野氏、右 / 西氏 左 / 筆者、右 / 吉野氏

「
恩
師
は
い
ま
」
大
学
時
代
に
ご
指
導
を
受
け
た

恩
師
の
消
息
を
紹
介
し
ま
す
。

神
奈
川
大
学
名
誉
教
授
　
佐
藤
　
祐
一

お暇がありましたら、ブログ
https://ysatou-kanagawa.hatenablog.jp/
をご覧いただければ幸いです。



旭川

北海道ブロック

甲信越ブロック

北陸ブロック

近畿ブロック

中国ブロック

東北ブロック

東京ブロック

神奈川県ブロック
東海ブロック

九州・沖縄ブロック

関東ブロック

北見 釧路

帯広札幌

室蘭

青森県

秋田県 岩手県

山形県 宮城県

福島県新潟県

栃木県

千葉県
神奈川県
横浜市

山梨

長野
東北信

富山県

石川県

福井県

岐阜県

愛知
みやも会

京滋

奈良県

三重県
和歌山県

大阪府

兵庫県鳥取県島根県

岡山県広島県

山口県
（防長
　　宮陵会）

福岡県

大分県

宮崎県

佐賀県長崎県

熊本県

鹿児島県

沖縄県
愛媛県 香川県

高知県 徳島県

埼玉県 茨城県

群馬県

苫小牧函館

・福岡
・北九州

・伯耆
・因幡

・長崎
・佐世保

・群馬
・群馬東毛

・町田
・八王子
・西多摩

・静岡中部
・静岡東部
・静岡西部

四国ブロック

• バンコク会
• ロスアンゼルス
• 同学会上海

• 同学会大連
• ロンドン
• サンパウロ

海　外海　外

・磯子区
・神奈川区
・横浜西・中
・南区
・保土ケ谷・旭区

・戸塚・栄区
・横浜北
  （都筑・緑・青葉区）
・瀬谷・泉区
・港南区

・藤沢
・相模原
・秦野市
・箱根町
・平塚市

・南足柄
・三浦半島
・津久井
・茅ヶ崎・寒川
・川崎市

静岡県

東京都

宮陵会の地域組織

地域組織だより （総会報告、魅力や話題などご紹介）

令
和
2
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
、対
面
開
催
さ
れ
た
の
は
全
国
で
２
地
域
、

１
同
好
組
織
で
し
た
。宮
陵
会
本
部
に
寄
せ
ら
れ
た
報
告
書
を
も
と
に
、そ
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。（
①
会
場

②
参
加
者
③
大
学
の
来
賓
④
宮
陵
会
本
部
の
来
賓
⑤
開
催
コ
メ
ン
ト
⑥
活
動
予
定
）

KYU-RYO　18

神 奈 川 県 庁
大 田 区 役 所
山 武
三 井 物 産 ㈱
協 同 電 気
村 上 開 明 堂
J F E
日立オートモティブ厚木
三 洋 み や も 会
神奈川大学学内
川 本 工 業

横 浜 銀 行
横 浜 信 用 金 庫
髙 島 屋
東 京 都 庁 会
クリエートメディック
大 和 製 罐
会 計 人
社 労 士
三 進

歩 囲 伍 会
珊 瑚 の 会
海 神 の 会
原 陵 会
森 睦 会
陵 法 会
小池ゼミナール六池会
衣笠・アサモアゼミナール神湘会
工学部応用化学科・
物質生命化学科同窓会

ボクシング部OB会
陸 上 競 技 部 OB 会

バスケットボール部OB会
空 手 部 O B 会
柔 道 部 OB・OG 会
弓 心 会
アメリカンフットボール部OB会
ハンググライダー部OB会
レスリング部OB・OG会
ラ グ ビ ー 部 OB 会
卓 球 部 O B 会
ヨ ッ ト 部 OB 会
濱 菊 会
学 士 山 岳 会

硬 式 野 球 部 OB 会
写 真 研 究 部 OB 会
吹 奏 楽 部 OB 会
自動車工学研究部OB会
男子ラクロス部 OB
マンドリンアンサンブルOB会
フロイデコール・レジェンド
スケート部アイスホッケー部門OB・OG会
スケート部スピード部門OB・OG会
清 輝 会

職　域 同期・同好



磯
子
区
総
会

令
和
3
年
1
月
24
日（
日
）

①
横
浜
市
社
会
教
育
コ
ー
ナ
ー
②
8
人

③
欠
席
④
欠
席

⑤
新
人
1
人
を
含
め
8
人
が
参
加
。
昨

年
他
界
さ
れ
た
前
会
長
・
粂
さ
ん
へ
の
黙

と
う
後
、
宮
陵
会
本
部
提
供
の
大
学
資
料

を
確
認
。
令
和
2
年
度
の
事
業
・
決
算
・

監
査
報
告
及
び
令
和
3
年
度
の
事
業
計

画
・
予
算
案
が
可
決
。
役
員
改
選
案
も
可

決
。
総
会
終
了
後
に
会
員
交
流
会
。
五
輪

組
織
委
員
会
勤
務
の
井
上
氏
が
、
多
数
の

神
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
を
報
告

⑥
今
年
度
の
計
画
―
女
性
交
流
・
親
睦
会

（
４
月
）、
箱
根
保
養
所
宿
泊
研
修（
６
月
）、

納
涼
会（
７
月
）、
学
生
・
O
B
合
同
施
設

見
学
会（
９
月
）、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

参
加（
10
月
）、
忘
年
会（
12
月
）、
そ
の
他

第
２
日
曜
日
定
例
会
、
令
和
3
年
度
総
会

は
令
和
4
年
1
月
23
日
を
予
定
。

港
南
区
総
会

令
和
2
年
7
月
11
日（
土
）

①
横
浜
市
消
費
者
総
合
セ
ン
タ
ー
②
17

人
③
欠
席
④
欠
席
⑤
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の

た
め
4
月
の
予
定
を
変
更
し
実
施
。
検
温
、

マ
ス
ク
姿
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、
間
隔
を

開
け
た
着
席
な
ど
安
全
対
策
を
徹
底
。
社

員
総
会
報
告
、
庄
子
忠
宏
前
会
長
に
感

謝
表
彰
。
議
案
は
全
て
可
決
。
神
大
創
立

1
0
0
周
年
記
念
募
金
の
米
田
吉
盛
教
育

奨
学
金
へ
の
寄
付
も
決
定
⑥
大
岡
川
清
掃

奉
仕
活
動（
6
月
）、
納
涼
会（
7
月
）、
近

畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
研
修
旅
行（
9
月
）、
大
洲
・

喜
多
・
八
西
地
区
会
と
交
流
会（
10
月
）、

県
内
ブ
ロ
ッ
ク
会（
同
）、
創
立
者
墓
参
会

（
11
月
、
日
野
公
園
墓
地
）、
箱
根
駅
伝
沿

道
応
援
・
新
年
会（
令
和
4
年
1
月
）、
令

和
3
年
度
総
会
は
7
月
10
日
を
予
定
。

柔
道
部
O
B
・
O
G
会
総
会

令
和
2
年
12
月
5
日（
土
）

①
末
廣
園
②
10
人（
委
任
状
57
人
）、
準

会
員
5
人
③
欠
席
④
欠
席
⑤
令
和
2
年
度

事
業
・
決
算
・
監
査
報
告
及
び
令
和
3
年

度
事
業
・
予
算
案
を
可
決
⑥
会
報
の
発
行
、

地
区
・
総
会
報
告
会（
石
川
県
を
予
定
）開

催
、
現
役
柔
道
部
へ
の
支
援
、
宮
陵
会
活

動
へ
の
参
加
、
宮
陵
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
柔

道
部
O
B
・
O
G
会
）の
充
実
、
令
和
3

年
度
総
会
は
12
月
4
日
を
予
定
。

令
和
2
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
、対
面
開
催
さ
れ
た
の
は
全
国
で
２
地
域
、

１
同
好
組
織
で
し
た
。宮
陵
会
本
部
に
寄
せ
ら
れ
た
報
告
書
を
も
と
に
、そ
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。（
①
会
場

②
参
加
者
③
大
学
の
来
賓
④
宮
陵
会
本
部
の
来
賓
⑤
開
催
コ
メ
ン
ト
⑥
活
動
予
定
）

令
和
2
年
度
の
総
会
報
告
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「
会
報
1
1
0
号
」（
令
和
2
年
8
月
発
行
）、「
同
1
1
1
号
」（
同
年
12
月
発
行
）に
続
き

今
号
の
「
会
誌
70
号
」に
も
地
域
組
織
の
魅
力
や
話
題
、体
験
や
暮
ら
し
ぶ
り
な
ど
全

国
の
地
域
組
織
か
ら
多
く
の
声
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
こ
に
紹
介
し
ま
す
。

地
域
組
織
の
魅
力
や
話
題
な
ど
紹
介

釧
路
宮
陵
会

還
暦
、
古
稀
チ
ー
ム
で

モ
ッ
ト
ー
は
「
健
康
で
楽
し
く
」

淀
川
　
了
一（
73
歳
）

現
在
、
全
日
本
還
暦
軟
式
野
球
連
盟
に

還
暦
、
古
希
合
わ
せ
て
約
7
0
0
チ
ー
ム
、

60
歳
以
上
の
野
球
小
僧
２
万
人
が
登
録
し

て
い
る
。
釧
路
市
に
は
２
チ
ー
ム
が
登
録

し
て
お
り
、
私
が
所
属
し
て
い
る
「
釧
路

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」
は
13
年
前
に
還
暦
チ
ー

ム
と
し
て
発
足
し
た
。

高
校
時
代
の
先
輩
に
声
を
掛
け
ら
れ
20

年
ぶ
り
に
ボ
ー
ル
を
握
る
こ
と
に
な
っ
た
。

還
暦
に
な
っ
て
か
ら
野
球
が
で
き
る
楽
し

み
と
、
身
体
的
な
不
安
が
交
錯
す
る
中
で

の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

当
初
は
「
勝
負
に
拘
ら
ず
、
身
体
を
労

わ
り
な
が
ら
楽
し
く
や
ろ
う
」が
メ
ン
バ
ー

の
合
言
葉
で
あ
っ
た
が
、
年
を
追
う
ご
と

に
攻
撃
力
、守
備
力
が
徐
々
に
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
。
北
海
道
の
強
豪
チ
ー
ム
と
互
角
に
戦

え
る
ま
で
に
成
長
し
た
。
北
海
道
・
東
北

６
県
か
ら
選
抜
さ
れ
た
32
チ
ー
ム
に
よ
る

北
日
本
大
会
に
も
還
暦
・
古
希
、
通
算
4

度
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

地
方
大
会
へ
の
遠
征
は
、
チ
ー
ム
の
結

束
力
を
高
め
る
意
味
で
有
意
義
で
あ
り
、

他
方
旅
と
し
て
の
楽
し
み
で
も
あ
る
。
試

合
後
の
慰
労
会
の
3
次
会
は
お
決
ま
り
の

カ
ラ
オ
ケ
タ
イ
ム
。「
兄
弟
船
」「
高
校
三

年
生
」「
白
い
ブ
ラ
ン
コ
」
な
ど
ジ
ャ
ン
ル

は
多
彩
だ
が
、
唄
う
歌
は
い
つ
も
飽
き
な

い
し
安
心
感
さ
え
あ
る
。
歌
が
終
わ
れ
ば

野
球
談
議
に
シ
フ
ト
。
気
心
の
知
れ
た
仲

間
と
の
い
つ
も
の
く
つ
ろ
い
だ
空
間
を
楽

し
ん
で
い
る
。

４
年
前
か
ら
古
希
チ
ー
ム
に
加
入
し
た
。

メ
ン
バ
ー
の
顔
ぶ
れ
は
還
暦
時
代
と
変
わ 北日本古希野球大会（前列中央が筆者）岩手県花巻市

ら
な
い
の
で
違
和
感
は
な
い
が
、
た
だ
体

力
の
衰
え
は
如
何
と
も
し
が
た
い
。「
健
康

で
楽
し
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
細
く
長
く
プ

レ
イ
し
よ
う
と
肝
に
銘
じ
て
い
る
。

昨
シ
ー
ズ
ン
は
コ
ロ
ナ
禍
で
各
種
大
会

は
こ
と
ご
と
く
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

今
シ
ー
ズ
ン
の
開
催
に
つ
い
て
も
五
里
霧

中
で
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
の
早
期
収
束
を
願

い
つ
つ
球
春
の
到
来
を
待
ち
望
ん
で
い
る

昨
今
で
あ
る
。（
3
月
1
日
記
）

よ
ど
が
わ
・
り
ょ
う
い
ち 

◎
会
長　

1
9
7
0（
昭
和
45
）年 

貿
易
卒

秋
田
県
宮
陵
会

「
い
ま
、
変
え
る
時
、
変
え
て
い
こ
う
」

高
橋
大
輔
氏  

湯
沢
市
長
選
挙
に
立
候
補

取
材
・
文
　
伊
藤
　
惠
一（
74
歳
）

2
0
1
7（
平
成
29
）年 

経
営
学
科
卒
の

高
橋
大
輔
氏
は
、
卒
業
後
に
勤
め
た
都
内

の
不
動
産
会
社
で
仕
事
に
慣
れ
自
信
を
持

ち
は
じ
め
た
あ
る
日
、「
一
度
お
前
の
育
っ

た
町
を
見
て
み
た
い
」
と
言
う
上
司
2
人

と
、
生
ま
れ
故
郷
の
玄
関
口
、
湯
沢
駅
に

降
り
立
っ
た
。
夜
の
20
時
半
頃
だ
っ
た
。

地
方
の
田
舎
町
で
は
遅
い
時
間
帯
に
な
り
、

ほ
と
ん
ど
の
商
店
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
降
ろ

し
灯
り
は
消
え
て
い
た
。「
お
前
、
本
当
に

こ
ん
な
所
で
育
っ
た
の
か
、
信
じ
ら
れ
な
い

よ
」。
先
輩
に
呆
れ
顔
で
こ
き
下
ろ
さ
れ
、

酷
評
さ
れ
た
。
こ
の
事
が
後
の
市
議
選
に

立
候
補
す
る
キ
ッ
カ
ケ
に
な
っ
た
。

14（
平
成
26
）
年
Ｕ
タ
ー
ン
。「
2
人
で

シ
ャ
ッ
タ
ー
街
を
開
け
よ
う
！
」
と
遠
距

離
恋
愛
で
結
ば
れ
た
同
郷
の
妻
と
決
意
。

翌
15（
平
成
27
）年
空
き
店
舗
対
策
補
助
金

を
受
け
居
酒
屋
を
開
業
。
市
会
議
員
を
3

年
勤
め
、
任
期
半
ば
の
昨
年
12
月
辞
職
。

本
年（
令
和
3
）年
4
月
4
日
投
開
票
の
湯

沢
市
長
選
挙
に
、
35
歳
の
退
路
を
断
っ
た

立
候
補
を
正
式
に
表
明
し
た
。

卒
業
し
て
早
や
13
年
が
過
ぎ
、
息
子
2

人
の
父
親
。
思
え
ば
毎
日
が
バ
イ
ト
、
合

コ
ン
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
サ
ー
ク
ル
に

所
属
し
、
謳
歌
し
た
平
塚
キ
ャ
ン
パ
ス
の

学
生
生
活
に
悩
み
は
少
な
か
っ
た
。
そ
れ

で
も
今
、
出
来
る
も
の
な
ら
も
う
1
回
大

学
に
入
り
直
し
勉
強
を
し
た
い
。
あ
ん
な

に
楽
し
か
っ
た
神
大
で
の
4
年
間
は
、
何

物
に
も
代
え
難
い
青
春
の
輝
き
が
あ
っ
た

か
ら
と
、
あ
た
か
も
10
数
年
前
の
学
生
時

代
に
戻
っ
た
感
の
あ
る
、
柔
ら
か
い
表
情

で
彼
は
振
り
返
っ
て
見
せ
た
。

立
候
補
者
は
3
人
だ
が
、
若
干
35
歳
の

若
者
が
現
副
市
長
と
の
一
騎
打
ち
に
挑
む
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当
時
の
人
々
の
生
活
状
況
が
偲
ば
れ
、
グ
ッ

と
親
近
感
が
湧
い
て
き
ま
す
。

何
故
こ
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
の
古
代
遺

跡
が
あ
る
の
か
。
そ
の
理
由
の
1
つ
は
、

市
域
に
2
本
の
川
の
源
流
域
が
あ
る
こ
と
。

川
の
一
本
は
東
京
湾
に
流
れ
出
る
「
鶴
見

川
」、
も
う
一
本
は
相
模
湾
に
そ
そ
ぐ
「
境

川
」。
こ
れ
ら
水
源
は
、
今
も
こ
ん
こ
ん
と

清
水
が
湧
き
出
て
い
ま
す
。
古
代
人
は
湧

き
出
た
良
質
な
水
を
飲
み
、
生
活
用
水
と

し
て
使
っ
た
の
で
健
康
に
も
良
か
っ
た
と

想
像
し
ま
す
。
湧
水
な
の
で
井
戸
を
掘
る

必
要
は
な
く
「
水
」
を
簡
単
に
確
保
で
き

る
環
境
で
し
た
。
更
に
、
多
摩
丘
陵
は
小

高
い
見
晴
ら
し
の
良
い
丘
の
連
続
で
、
陽

当
り
も
水
は
け
も
良
好
で
、
ド
ン
グ
リ
や

シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
生
育
に
も
良
い

環
境
で
し
た
。
古
代
人
に
と
っ
て
は
最
高

に
住
み
や
す
い
場
所
で
あ
っ
た
か
ら
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。

復元された竪穴住居

あ
が
っ
た
若
者
が
い
る
。

雪
解
け
の
始
ま
る
３
月
、
再
び
私
は
湯

沢
市
に
入
り
、
親
類
縁
者
の
家
々
を
訪
問
。

１
票
１
票
の
積
み
重
ね
に
協
力
す
る
事
を

彼
と
約
束
し
、
自
分
の
胸
が
高
ま
る
の
を

覚
え
な
が
ら
ホ
テ
ル
を
後
に
し
た
。

い
と
う
・
け
い
い
ち 

◎
会
長　

1
9
6
9（
昭
和
44
）年 

法
律
卒

町
田
宮
陵
会

「
賑
わ
い
と 

歴
史
と 
緑
豊
か
な
ま
ち
―

東
京
都
町
田
市
」

古
家
　
秀
紀（
80
歳
）

我
が
ま
ち
は
、
よ
く
神
奈
川
県
と
間
違

え
ら
れ
ま
す
が
、
東
京
都
の
一
市
で
す
。

昔
は
武
蔵
国
の
一
部
で
し
た
。
自
慢
で
き

る
こ
と
の
1
つ
は
、
古
い
歴
史
が
あ
る
こ

と
で
、
古
代
遺
跡
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
全

国
で
珍
し
い
と
注
目
さ
れ
た
の
は
、
都
の

史
跡
認
定
を
受
け
た
本
町
田
遺
跡（
縄
文

と
弥
生
両
時
代
の
竪
穴
式
住
居
跡
が
同
じ

場
所
か
ら
発
掘
さ
れ
た
）
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
住
居
が
復
元
さ
れ
展
示
さ
れ
る
「
本

町
田
遺
跡
公
園
」
の
竪
穴
住
居
を
見
る
と
、

構
図
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
記
録
的
な

豪
雪
地
帯
に
な
り
、
人
口
減
少
の
苦
し
む

中
で
立
ち
上
が
っ
た
の
は
、
賛
同
し
て
く

れ
る
多
く
の
若
い
世
代
の
方
々
か
ら
、
声

を
掛
け
て
頂
き
、
背
中
を
押
し
て
く
れ
る

か
ら
だ
。
そ
の
思
い
に
何
と
し
て
も
当
選

の
2
文
字
で
応
え
た
い
。
全
身
か
ら
ほ
と

ば
し
る
情
熱
を
た
ぎ
ら
せ
て
彼
は
そ
う
言

い
切
っ
た
。
自
ら
も
役
員
を
し
て
い
る
湯

沢
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
の
1
室
に
、
地
元
の

名
士
で
も
あ
る
1
9
6
6（
昭
和
41
）年 
経

済
学
科
卒
の 

高
橋
義
明
氏
の
計
ら
い
で
、

3
人
が
会
っ
た
の
は
2
月
5
日
の
午
後
１

時
。
前
の
日
は
猛
吹
雪
に
な
っ
て
、
ホ
ワ

イ
ト
ア
ウ
ト
現
象
が
起
き
、
高
速
道
路
が

閉
鎖
さ
れ
る
荒
れ
た
気
象
状
況
だ
っ
た
。

若
者
ら
し
い
上
下
紺
色
の
背
広
に
、
合
わ

せ
た
よ
う
に
葵
色
の
ネ
ク
タ
イ
姿
の
正
装

で
入
っ
て
来
た
彼
は
、
引
き
締
ま
っ
た
体

に
幾
分
丸
み
を
帯
び
た
健
康
そ
う
な
顔
立

ち
。
柔
和
さ
が
あ
り
、
誠
実
さ
を
醸
し
出

す
好
青
年
だ
っ
た
。
大
き
な
支
持
基
盤
を

持
た
な
い
こ
の
市
長
選
挙
で
「
い
ま
、
変

え
る
時　

変
え
て
い
こ
う
」
を
旗
印
に
、

大
き
な
う
ね
り
を
起
こ
し
て
一
泡
吹
か
せ

て
欲
し
い
。
当
選
の
報
を
受
け
、
支
持
者

皆
さ
ん
と
共
に
大
き
な
ダ
ル
マ
に
目
を
入

れ
、
未
来
に
向
か
っ
て
突
き
進
む
、
気
概

あ
る
彼
の
姿
を
、
何
と
し
て
も
全
国
の
神

大
同
窓
生
に
報
告
出
来
る
よ
う
に
さ
せ
て

あ
げ
た
い
。

▽
苦
境
の
中
で
地
方
の
市
長
選
に
起
ち

歴
史
に
関
し
て
自
慢
し
た
い
こ
と
の
も

う
一
つ
は
、
日
本
の
シ
ル
ク
･
ロ
ー
ド（
絹

の
道
）が
町
田
市
域
を
縦
断
し
て
い
た
こ
と

で
す
。
横
浜
が
開
港
さ
れ
、
日
本
の
主
力

輸
出
品
と
な
っ
た
「
生
糸
」
は
群
馬
・
山

梨
な
ど
内
陸
部
で
大
い
に
生
産
さ
れ
、
八

王
子
や
町
田
に
横
浜
へ
と
馬
車
や
大
八
車

で
運
ば
れ
ま
し
た
。
年
々
増
加
し
た
こ
と

か
ら
、
1
9
0
8（
明
治
41
）年
に
横
浜
鉄

道
に
よ
っ
て
横
浜
･
東
神
奈
川
駅

－

八
王

子
駅
間
に
鉄
道
が
完
成
し
、馬
車
に
替
わ
っ

て
鉄
道
輸
送
が
主
力
と
な
り
ま
し
た
。

最
近
は
、
南
町
田
に
年
間
1
千
万
人

を
想
定
し
た
街
づ
く
り
が
行
わ
れ
、「
南

町
田
グ
ラ
ン
ベ
リ
ー
･
パ
ー
ク
」
と
命

名
し
た
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
･
モ
ー
ル

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
市
内
の
文
化
施

設
に
は
「
国
際
版
画
美
術
館
」
や
「
町

田
文
学
館
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
残
念

な
の
は
「
町
田
市
立
博
物
館
」
が
昨
年

閉
館
し
た
こ
と
で
す
。
市
民
か
ら
は
そ
の

存
続
を
望
む
住
民
運
動
が
始
ま
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
北
部
に
あ
た
る
相
原
、
小

山
田
や
小
野
路
地
域
、
中
央
部
の
薬
師
池

公
園
を
中
心
と
し
た
七
国
山
地
域
、
東
部

三
輪
地
域
に
は
、
谷
戸
が
あ
り
田
畑
が
あ

り
、
昔
な
が
ら
の
里
山
が
広
が
っ
て
、
そ

こ
に
は
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
古
道
や
寺
社

な
ど
の
自
然
遺
産
・
文
化
遺
産
が
豊
富
に

あ
り
ま
す
。
恩
田
川
、
尾
根
緑
道
、
芹
が

谷
公
園
な
ど
に
は
桜
の
名
所
も
あ
り
ま
す
。

一
度
ぜ
ひ
町
田
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

23ｐ
に
続
く
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き
っ
と
、
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
と
思
い

ま
す
。

こ
が
・
ひ
で
の
り 

◎
会
長　

1
9
6
3（
昭
和
38
）年 

貿
易
卒

福
岡
宮
陵
会

福
岡
・
博
多
の
「
う
ど
ん
」

貞
方
康
伸（
59
歳
）

福
岡
・
博
多
の
麺
と
言
え
ば
「
と
ん
こ

つ
ラ
ー
メ
ン
」
を
想
像
さ
れ
る
方
が
多
い

と
思
い
ま
す
が
、「
う
ど
ん
」
を
食
す
る
文

化
も
根
付
い
て
お
り
多
く
の
方
々
に
愛
さ

れ
て
い
ま
す
。

「
う
ど
ん
」
文
化
が
根
付
い
た
の
は
、
う

ど
ん
発
祥
の
地
と
い
う
の
が
理
由
の
ひ
と

つ
の
よ
う
で
す
。
発
祥
の
地
と
は
諸
説
あ

る
よ
う
で
す
が
、「
承
天
寺（
福
岡
市
博
多

区
）」
を
開
山
し
た
聖
一
国
師
が
鎌
倉
時
代

に
中
国（
宋
）か
ら
仏
教
の
教
え
と
共
に
製

粉
機
械
の
図
面
を
持
ち
帰
り
、
再
現
し
た

か
ら
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
製
粉
機
械

で
小
麦
を
大
量
に
粉
に
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
、
麺
文
化
が
全
国
へ
広
ま
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
こ
で
福
岡
・
博
多
う
ど
ん
の
特
徴
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
ひ
と
つ
は
、
麺
が
柔

ら
か
い
こ
と
で
す
。
時
間
に
シ
ビ
ア
な
当
時

の
商
人
た
ち
が
素
早
く
食
さ
れ
る
よ
う
に
と

茹
で
置
き
の
柔
ら
か
い
麺
が
用
意
さ
れ
て
い

た
と
言
う
説
や
、
軽
食
と
し
て
食
さ
れ
て
い

た
た
め
消
化
の
良
い
柔
ら
か
い
麺
が
好
ま
れ

た
と
い
う
説
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
具
材
が
豊
富
な
こ

と
で
す
。
中
で
も
「
ご
ぼ
う
天（
ご
ぼ
う

の
天
ぷ
ら
＝
写
真
＝
お
店
ご
と
に
形
状
は

様
々
）」
や
「
丸
天（
魚
の
す
り
身
を
円
形

に
し
て
揚
げ
た
も
の
）」
は
、
全
国
的
に
珍

し
い
具
材
で
す
。「
ご
ぼ
う
天
」
は
、
コ
リ

コ
リ
と
し
た
食
感
と
芳
ば
し
い
香
り
が
し
、

「
丸
天
」
は
歯
応
え
の
あ
る
食
感
と
魚
の

旨
味
が
う
ど
ん
の
美
味
し
さ
を
引
き
立
て

て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
う
ど
ん
と
共
に
食

さ
れ
る
「
か
し
わ
ご
飯（
鶏
肉
の
炊
込
み
ご

飯
）」
や
「
か
し
わ
の
お
に
ぎ
り（
か
し
わ
ご

飯
の
お
に
ぎ
り
＝
写
真
左
）」
も
特
徴
で
す
。

福
岡
・
博
多
う
ど
ん
は
、
タ
モ
リ
さ
ん
、

武
田
鉄
矢
さ
ん
、
博
多
華
丸
さ
ん
な
ど
福

岡
・
博
多
出
身
の
多
く
の
方
々
に
愛
さ
れ

て
い
ま
す
。
福
岡
・
博
多
へ
お
越
し
の
際

福岡・博多の「うどん」

は
「
承
天
寺
」
を
参
拝
し
、「
う
ど
ん
」
を

食
し
て
福
岡
・
博
多
の
文
化
に
触
れ
ら
れ

て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

聖
一
国
師
が
疫
病
退
散
を
祈
願
し
た
現

在
の
「
博
多
祇
園
山
笠
」
も
承
天
寺
発
祥

と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
の
で
、併
せ
て
「
博

多
祇
園
山
笠
」
見
物
も
如
何
で
し
ょ
う
か
。

さ
だ
か
た
・
や
す
の
ぶ 

◎
会
長　

1
9
8
5（
昭
和
60
）年 

電
気
卒

横
浜
北
宮
陵
会

空
手
と
剣
道
、

そ
し
て
外
国
語
で
健
康
維
持

小
野
　
久
雄（
78
歳
）

私
の
出
身
地
は
福
島
県
須
賀
川
市（
人

口
約
8
万
人
）で
す
。
同
市
は
、
1
9
6
4

（
昭
和
39
）
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
銅

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
円
谷
幸
吉
選
手（
須

賀
川
高
校
の
2
年
先
輩
）や
ゴ
ジ
ラ
や
ウ
ル

ト
ラ
マ
ン
な
ど
特
撮
映
画
で
知
ら
れ
る
円

谷
英
二
さ
ん
の
出
身
地
で
す
。
ま
た
、
福

島
飛
行
場
や
東
洋
一
と
い
わ
れ
る
牡
丹
園

も
あ
り
ま
す
。

私
は
1
9
6
1（
昭
和
36
）年
４
月
に
入

学
。
ゼ
ミ
で
は
原
司
郎
先
生
の
金
融
論
を

中
心
に
年
2
回
の
合
宿（
鎌
倉
の
円
覚
寺

と
新
潟
の
島
道
）
を
経
験
し
ま
し
た
。
先

生
は
、
西
独
に
1
9
6
3（
昭
和
38
）年
の

夏
か
ら
半
年
間
留
学
。
そ
の
間
、
留
学
中

の
先
生
に
小
論
文
を
送
付
し
、
添
削
し

て
も
ら
う
な
ど
厳
し
く
指
導
し
て
頂
き

ま
し
た
。

卒
業
後
は
伊
藤
忠
商
事
東
京
本
社
財
務

部
に
入
社
。主
に
財
務・経
理
業
務
を
担
当
。

伊
藤
忠
の
東
京
・
大
阪
の
両
本
社
や
名
古

屋
支
社
、
子
会
社
4
社
に
勤
務
し
ま
し
た
。

海
上
油
田
開
発
の
た
め
ア
フ
リ
カ
の
ガ
ボ

ン
共
和
国
に
約
3
年
間
駐
在
。
長
年
の
希

望
だ
っ
た
「
フ
ラ
ン
ス
訪
問
と
仏
語（
神
大

や
伊
藤
忠
、
ア
テ
ネ
フ
ラ
ン
セ
で
勉
強
）を

仕
事
で
活
用
す
る
」
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

伊
藤
忠
を
56
歳
で
早
期
退
社
。
同
社
勤
務

中
に
修
得
し
た
英
文
経
理
を
ベ
ー
ス
に
、

約
10
年
間
外
人
向
け
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や

日
本
外
国
特
派
員
協
会
に
67
歳
ま
で
勤
務

し
ま
し
た
。

剛
柔
流
空
手
7
段
を
授
与
さ
れ
た
こ
ろ
＝
市
川
派
剛
柔
流

空
手
道
本
部
道
場「
素
水
館
」
で
、
2
0
0
5
年
12
月

私
の
武
道
歴
は
と
い
う
と
、
20
代
で
糸

東
流
空
手
道
を
学
び
、
34
歳
か
ら
現
在
ま

で
約
40
年
間
、
剛
柔
流
空
手
道
を
し
て
い

ま
す
。
2
0
0
4（
平
成
16
）年
4
月
に
剛

柔
流
空
手
7
段
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
中・
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高
校
時
代（
と
も
に
柔
道
部
）に
剣
道
は
土
・

日
は
警
察
で
、
大
学
で
は
神
奈
川
消
防
署

で
し
て
い
ま
し
た
。
62
歳
か
ら
の
剣
道
再

開
後
の
昨
年
10
月
、
東
京
武
道
館
の
審
査

会
で
4
年
か
か
り
は
し
た
も
の
の
、
14
回

目
の
挑
戦
で
78
歳
に
し
て
遂
に
剣
道
5
段

に
合
格
出
来
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
の
自
修
と
し
て
、

竹
刀
と
木
刀
で
１
日
約
1
、0
0
0
回
振
り

や
巻
き
藁
8
0
0
回
打
ち
を
し
て
健
康
維

持
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
空
手

と
剣
道
、
外
国
語
の
勉
強
を
続
け
て
行
き

ま
す
。

お
の
・
ひ
さ
お 

◎
事
務
局
長　

1
9
6
5（
昭
和
40
）年 

貿
易
卒

宮
崎
県
宮
陵
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
地
域
に
貢
献

矢
野
　
義
博（
73
歳
） 

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
児
童
の
元

気
な
声
が
返
っ
て
き
た
。
朝
の
見
守
り
活

動
の
様
子
で
あ
る
が
、
見
守
る
側
の
自
分

も
元
気
を
貰
い
何
と
な
く
嬉
し
い
気
分
に

な
る
瞬
間
で
あ
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
今
年
で
11
年
目

を
迎
え
る
が
、
現
役
時
代
は
日
夜
仕
事
に

明
け
暮
れ
た
典
型
的
な
自
称
仕
事
人
間

で
、
地
元
宮
崎
以
外
で
は
埼
玉
、
栃
木
、

海
外
で
は
タ
イ
に
赴
任
し
た
。
1
9
9
7

（
平
成
９
）
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
で
は
、

現
地
通
貨
が
大
暴
落
し
工
場
の
存
続
が
危

ぶ
ま
れ
る
大
変
な
経
験
も
し
た
。
ま
た
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
、
台
湾
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
中
国
で
は
、
現
地
工
場
の
立
ち
上

げ
支
援
や
現
地
部
品
メ
ー
カ
ー
の
調
査
・

調
達
な
ど
に
携
わ
り
、
異
文
化
や
価
値
観

の
違
い
な
ど
に
戸
惑
う
こ
と
も
多
々
あ
っ

た
が
、
今
で
は
何
物
に
も
代
え
が
た
い
貴

重
な
財
産
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
現
役
生
活
を
過
ご
し
た
の

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
全
く
縁
が
な

か
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
定
年
と
同
時
に

難
病
を
患
い
、
こ
の
ま
ま
人
生
の
終
焉
を

迎
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
く
ら
い
辛

く
て
苦
し
い
入
院
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。
幸
い
33
日
間
の
入
院
加
療
を
経
て
車

椅
子
や
リ
ハ
ビ
リ
か
ら
解
放
さ
れ
無
事
に

社
会
復
帰
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
が
、

こ
の
感
謝
の
気
持
を
忘
れ
な
い
た
め
に
ボ

青パト車（筆者運転）で下校時の巡回中

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
た
次
第
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
委
員
会
、
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
、
自
治

会
に
所
属
し
、
防
犯
・
防
災
活
動
の
企
画
・

運
営
や
児
童
の
登
下
校
時
の
見
守
り
な
ど

の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
４
年
前

に
防
災
士
の
資
格
を
取
得
し
、
敬
老
会
祝

賀
会
や
自
治
会
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
防
災
出

前
講
座
も
行
っ
て
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
は
、
志
や
熱
意
・

信
念
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
が
、
ど
れ
だ
け
地
域
に
貢
献
で
き
て

い
る
か
は
、
自
分
で
評
価
し
納
得
す
れ
ば

そ
れ
で
良
い
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
健

康
に
留
意
し
な
が
ら
、
あ
ま
り
気
負
う
こ

と
な
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
継
続
し
て

行
き
た
い
。

や
の
・
よ
し
ひ
ろ

◎
会
長 

1
9
7
0（
昭
和
45
）年 

法
律
卒

熊
本
県
宮
陵
会

熊
本
・
阿
蘇
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
？

田
尻
　
武（
76
才
）

熊
本
県
の
自
慢
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も

壮
大
な
「
熊
本
城
」
と
世
界
に
誇
る
カ
ル

デ
ラ
を
擁
す
る
「
阿
蘇
の
絶
景
」
で
す
。

し
か
し
、
2
0
1
6（
平
成
28
）年
４
月
の

熊
本
地
震
の
発
生
で
、
熊
本
城
は
無
残
に

も
壊
れ
て
し
ま
い
、
そ
し
て
主
要
道
路
の

寸
断
で
阿
蘇
山
に
は
行
け
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
震
度
７
が
２
回
、
震
度
６

強
が
２
回
、
震
度
６
弱
が
３
回
な
ど
、
こ

れ
ま
で
に
経
験
が
無
い
激
し
い
地
震
が
何

度
も
起
き
た
の
で
す
。
宮
陵
会
メ
ン
バ
ー

の
中
に
も
家
屋
の
全
壊
３
名
、
半
壊
以
上

24
名
、
そ
し
て
一
部
損
壊
64
名
と
多
く
の

被
害
が
出
ま
し
た
が
、
大
学
や
宮
陵
会
本

部
そ
し
て
他
地
区
宮
陵
会
の
方
々
か
ら
多

く
の
義
援
金
や
励
ま
し
を
頂
き
、
非
常
に

勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
熊
本
県
宮
陵
会

で
は
、
会
員
で
手
分
け
し
て
被
災
者
を
訪

ね
、
頂
い
た
義
援
金
と
励
ま
し
の
言
葉
を

お
届
け
し
て
き
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
間
も
な
く
５
年
と
な
り
ま

す
。
自
宅
が
全
壊
と
な
っ
た
会
員
か
ら
は
、

一
昨
年
や
昨
年
に
や
っ
と
新
築
の
自
宅
再

建
が
出
来
た
と
の
報
告
も
届
い
て
い
ま
す
。

昨
年
７
月
に
は
、
今
度
は
熊
本
豪
雨
が
県 復旧中の熊本城

26ｐ
へ
続
く
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１
９
４
０（
昭
和
15
）年
生
ま
れ
な
の
で
、

10
年
毎
の
西
暦
年
数
が
年
齢
の
代
の
シ
フ

ト
と
一
致
す
る
。
退
職
し
て
丸
10
年
、
早
生

ま
れ
の
私
は
傘
寿
の
年
を
終
え
よ
う
と
し

て
い
る
。
神
大
赴
任
は
50
歳
に
な
っ
た
90

（
平
成
２
）
年
短
大
に
、
60
歳
の
２
０
０
０

（
平
成
12
）
年
短
大
の
発
展
的
解
消
に
伴
っ

て
英
語
英
文
学
科
へ
転
任
、
退
職
し
て
11

年
目
に
入
り
、
外
国
部
学
部
が
新
し
い
キ
ャ

ン
パ
ス
に
移
行
し
よ
う
と
す
る
21
（
令
和

３
）
年
春
同
窓
会
に
ご
縁
を
い
た
だ
い
た

こ
と
に
感
慨
と
光
栄
を
思
う
。

　
退
職
は
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
か
ら
は
リ
タ
イ

ア
す
る
も
の
だ
が
―
こ
れ
は
ル
ー
ル
だ
か

ら
ー
研
究
か
ら
退
職
す
る
つ
も
り
は
な
い

と
公
言
し
、
努
め
て
も
き
た
。
そ
の
根
底

に
あ
る
の
は
、
大
学
と
は
文
字
通
り
「
大

い
に
学
ぶ
」
と
こ
ろ
「
学
問
す
る
と
こ
ろ
」

と
い
う
思
い
、
学
生
諸
氏
に
は
耳
に
胼タ

コ胝

が
で
き
て
い
る
者
も
い
る
や
も
し
れ
ぬ
。

　
そ
の
中
の
最
大
の
こ
と
は
、
19
（
平
成

31
）
年
３
月
に
東
京
の
下
町
の
清
澄
庭
園

の
中
に
あ
る
大
正
記
念
館
で
開
催
し
た
公

開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「『
こ
と
ば
の
意
味
』
を

あ
ら
た
め
て
考
え
る
」
で
あ
る
。
文
の
意

味
と
真
理
の
関
係
、
意
味
論
と
人
間
の
認

知
能
力
と
の
関
係
と
い
う
、
多
岐
の
学
問

分
野
に
ま
た
が
る
現
代
的
ト
ピ
ッ
ク
を
在

職
中
追
い
続
け
て
き
た
。
座
右
の
書
と
も

し
て
い
た
英
文
書
を
、
14
（
平
成
26
）
年

か
ら
、
教
鞭
を
と
っ
て
い
る
教
え
子
と
精

読
・
議
論
し
、
18
（
平
成
30
）
年
５
月
に
翻

訳
書
を
上
梓
し
た
。
こ
れ
を
機
会
に
出
版

社
の
要
請
を

受
け
て
私
が

企
画
、
一
流

の
講
師
を
得

て
開
催
、
当

日
は
北
海
道

か
ら
九
州

に
わ
た
っ
て

１
２
０
人
余

の
聴
衆
を
集

め
た
。

　
活
動
の
も
う
一
つ
の
柱
は
神
大
と
の
ご
縁

で
あ
る
。
広
報
事
業
課
の
「
生
涯
学
習
・
エ

ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
講
座
」
の
講
師
を
５
回
勤

め
た
。
そ
の
う
ち
の
２
回
は
名
誉
教
授
の
集

ま
り
で
あ
る
シ
ル
バ
ー
21
が
主
催
す
る
連
続

講
演
会
の
講
師
の
一
人
を
務
め
た
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
は
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
古
い
宮
陵
会
員
の
出
席

も
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。（「
ア
ラ
ブ
社
会

と
ど
う
付
き
合
っ
て
い
く
か
」（
13
・
平
成

25
年
）
と
「
１
９
６
４（
昭
和
39
）
年
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
―
日
本
の
再
生
」（
18
・
平

成
30
年
）。
み
な
と
み
ら
い
の
Ｋ
Ｕ
ポ
ー
ト

ス
ク
エ
ア
で
３
回
講
座
を
も
っ
た
。
13（
平

成
25
）年
度
「
こ
と
ば
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」、
15
（
平
成
27
）
年
度
「
漱
石
か
ら
学

ぶ
文
章
術
」、
18
（
平
成
30
）
年
度
「
翻
訳

を
通
し
て
日
本
語
を
み
る
」
で
あ
る
。
い
ず

れ
も
母
語
と
し
て
の
日
本
語
の
特
徴
を
、
使

用
す
る
話
者
の
認
知
レ
ベ
ル
で
と
ら
え
よ
う

と
し
た
。
30
名
前
後
の
聴
衆
の
中
に
教
え

子
を
見
つ
け
た
と
き
は
教
師
と
し
て
の
仕

合
わ
せ
を
感
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　
海
外
の
学
会
発
表
は
在
職
中
２
年
に
１

回
は
と
義
務
付
け
て
い
た
。
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
が
な
く
な
っ
た
今
は
ア
メ
リ
カ
に
限

り
、
何
と
か
２
年
毎
の
専
門
の
学
会
で
発

表
し
て
い
る
。

内
外
の
学
会

発
表
の
時
は
、

か
っ
て
の
院

生
に
「
先
生
、

今
さ
ら
ハ
ン

ド
ア
ウ
ト

の
時
代
じ
ゃ

な
い
で
す

よ
」
と
一
喝

さ
れ
、
彼
ら
は
急
ぎ
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
や

Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
使
用
を
教
え
て
く
れ
、

大
学
院
の
教
え
慣
れ
た
部
屋
で
プ
リ
ゼ
ン

練
習
に
付
き
合
っ
て
く
れ
た
。
ゼ
ミ
生
に

限
ら
ず
英
語
教
育
や
英
米
文
学
専
攻
の
諸

氏
が
、
傘
寿
の
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
流
れ

た
が
、
喜
寿
の
お
祝
い
を
始
め
「
囲
む
会
」

な
る
も
の
を
催
し
て
く
れ
る
。
そ
の
た
び

に
主
客
転
倒
の
現
実
に
彼
ら
を
頼
も
し
く

思
い
、
教
師
冥
利
の
仕
合
わ
せ
を
思
う
。

〈
付
記
〉

　

２
０
０
９
（
平
成
21
）
年
度
武
内
ゼ
ミ
所
属
卒

業
生
諸
氏
へ
▽
私
の
最
終
講
義
（
10
年
・
平
成
22

年
２
月
27
日
）
の
あ
と
、
ロ
ー
ヌ
地
方
の
赤
ワ
イ
ン

（
04
年
も
の
）
を
預
か
り
、
10
年
後
を
め
ど
に
再
会

し
て
開
け
よ
う
と
い
う
約
束
を
し
ま
し
た
。
紙
面

を
借
り
連
絡
を
待
っ
て
い
ま
す
。

たけうち・みちこ
1940 年（昭和 15 年）韓国ソウル生まれ。日本
女子大学文学部英語英文学科卒業。国際基督教
大学大学院教育学研究科（英語教育専攻）修
了。アメリカインディアナ大学大学院言語学科
修士課程修了。ユニバーシティカレッジロンド
ン（UCL）言語学科客員教授。埼玉工業大学助
教授を経て、90（平成 2）年神奈川大学短期大学
部教授。外国語学部英語英文学科、大学院外国
語研究科教授として英語史、英語学概論、英語
学演習、認知語用論、日本語学演習などを担当。
著書に『石油の国に住んでみて』『手続き的意
味論―談話連結語の意味論と語用論』、編著書
に『副詞的表現をめぐって』『発話と文のモダリ
ティ』、共訳書に『ひとは発話をどう理解するか』

『思考と発話　明示的伝達の語用論』『認知語用
論の意味論―真理条件的意味論を超えて』など。

「
恩
師
は
い
ま
」

神
奈
川
大
学
名
誉
教
授
　
武
内
　
道
子

公開シンポジューム（主催ひつじ書房）「『ことば
の意味』をあらためて考える」

第 2 回アメリカ語用論学会
（UCLA にて）
発表会場パワーポイントの前で

神奈川大学エクステンション講座（横浜キャ
ンパス「終戦から近代国家へ：日本の再生　
1964東京オリンピック」

大
学
時
代
に
ご
指
導
を
受
け
た

恩
師
の
消
息
を
紹
介
し
ま
す
。



南
部
の
人
吉
・
芦
北
地
区
を
襲
い
ま
し
た
。

こ
の
災
害
で
会
員
数
名
の
方
が
被
災
さ
れ

ま
し
た
が
、
今
回
も
大
学
や
宮
陵
会
か
ら

心
暖
か
い
義
援
金
を
頂
き
ま
し
た
。
素
早

い
お
心
遣
い
に
対
し
て
本
当
に
感
謝
に
堪

え
ま
せ
ん
。
ま
だ
全
容
把
握
が
出
来
て
い

な
い
状
況
で
す
が
一
部
の
方
に
は
義
援
金

を
お
届
け
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

熊
本
城
で
は
シ
ン
ボ
ル
の
天
守
閣
が
見

事
に
再
生
し
、
完
全
復
旧
に
は
20
年
と
言

わ
れ
て
い
る
石
垣
の
修
理
も
着
実
に
進
行

中
で
す
。
阿
蘇
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
進
み
、

昨
年
８
月
に
熊
本
と
大
分
を
結
ぶ
J
R
豊

肥
本
線
が
全
線
開
通
と
な
り
、
10
月
に
は

国
道
57
号
線
の
再
開
と
同
時
に
、
北
側
に

自
動
車
専
用
の
高
規
格
道
路
も
同
時
開
通

し
、
短
時
間
で
阿
蘇
に
行
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
更
に
崩
落
し
た
阿
蘇
大
橋
も

少
し
下
流
に
「
新
阿
蘇
大
橋
」
と
し
て
本

開通した自動車専用道

年
春
に
開
通
予
定
で
、
阿
蘇
路
ル
ー
ト
も

完
全
復
興
と
な
り
ま
す
。

熊
本
県
宮
陵
会
で
は
、
出
口
照
雄
会
長

（
昭
和
49
年
卒
）の
下
、
会
員
間
の
横
の
連

携
を
深
め
よ
う
と
積
極
的
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
年
次
総
会
と
は
別
に
慶
祝
会
を
６

月
に
開
催
し
、
そ
の
年
の
還
暦
や
古
希
、

喜
寿
な
ど
の
該
当
者
を
招
待
し
て
お
祝
い

し
て
い
ま
す
。
ゴ
ル
フ
部
や
軽
音
楽
部
も

そ
れ
ぞ
れ
に
盛
会
に
向
け
て
楽
し
く
活
動

し
て
い
ま
す
。
更
に
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
の

総
会
は
勿
論
、
他
地
区
宮
陵
会
総
会
に
も

交
流
を
深
め
る
べ
く
会
員
相
互
の
参
加
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
収
束
が
見
通
せ
な
い
時
期
で

す
が
、
熊
本
県
宮
陵
会
総
会
の
開
催
を
皆

で
模
索
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
し

て
校
歌
斉
唱
の
後
に
、
自
慢
の
「
熊
本
県

宮
陵
会
の
歌
」
を
歌
え
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

た
じ
り
・
た
け
し

◎
１
９
６
７（
昭
和
42
）年 

経
済
卒

港
南
区
宮
陵
会

港
南
区
宮
陵
会
の
特
色
は
墓
参
り
な
り

平
能
　
孝
一（
70
歳
）

港
南
区
は
、
1
9
6
9（
昭
和
44
）年
に

南
区
か
ら
分
区
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
横

浜
港
へ
流
れ
る
大
岡
川
中
流
の
上
大
岡
駅

を
中
心
と
し
て
発
展
し
、
今
で
は
21
万
人
、

10
万
世
帯
を
数
え
区
内
に
は
卒
業
生
約

1
7
0
0
名
が
在
住
し
て
い
ま
す
。

港
南
区
宮
陵
会
は
2
0
0
9（
平
成
21
）

年
10
月
18
日
に
設
立
さ
れ
、
一
昨
年
10
周

年
を
迎
え
た
若
い
組
織
で
す
。
設
立
に
賛

同
さ
れ
た
区
内
卒
業
生
56
名
を
会
員
と

し
て
活
動
を
開
始
し
、
初
代
支
部
長
に
永

森
忠
邦
氏（
昭
和
34
年
電
気
卒
）が
就
任
さ

れ
、
母
校
の
歴
史
を
辿
る
散
策
な
ど
、
背

伸
び
せ
ず
気
軽
に
参
加
で
き
る
企
画
を
基

本
と
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
特
に
創
立
者

米
田
吉
盛
先
生
の
墓
が
横
浜
市
日
野
公
園

墓
地
に
あ
り
、
11
月
10
日
の
生
誕
日
に
は

毎
年
墓
参
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
例
年
、

成
田
秀
之
大
僧
正
に
よ
る
読
経
、
参
加
者

焼
香
の
後
、
応
援
指
導
部
O
B
石
田
順
夫

氏（
昭
和
45
年
機
械
卒
）の
リ
ー
ド
で
校
歌 米田吉盛先生の墓参会で（前列左が筆者）

を
高
ら
か
に
斉
唱
し
て
終
わ
り
ま
す
。
こ

の
様
子
が
地
元
タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
紙
に
掲

載
さ
れ
、
記
事
を
目
に
し
て
入
会
さ
れ
た

会
員
に
前
会
長
の
庄
子
忠
宏
氏（
昭
和
40

年
工
経
卒
）が
お
ら
れ
ま
す
。
日
野
公
園
墓

地
に
は
歌
謡
界
の
女
王
美
空
ひ
ば
り
さ
ん

の
墓
も
あ
り
ま
す
。

「
教
育
は
人
を
創
る
に
あ
り
」
の
軌
跡
を

辿
る
母
校
縁
の
地
を
巡
る
散
策
は
、
横
浜

市
西
区
高
島
町
の
横
浜
学
院
校
舎（
桜
木

会
館
）
跡
地
を
、
六
角
橋
電
停
跡
か
ら
市

電
系
統
図
を
片
手
に
徒
歩
で
訪
ね
、
翌
年

に
は
境
之
谷
校
舎
跡
地
、
以
降
、
大
倉
精

神
文
化
研
究
所
、
中
山
・
湘
南
ひ
ら
つ
か

校
地
、
野
比
研
修
所
、
館
山
研
修
所
、
富

士
見
高
原
研
修
所
、
箱
根
保
養
所
、
み
な 大岡川クリーンアップ作戦で（後列右端が筆者）
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と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
を
順
次
訪
ね
歩
き

ま
し
た
。
2
0
1
4（
平
成
26
）年
に
米
田

吉
盛
先
生
の
故
郷
愛
媛
県
内
子
町
の
菩
提

寺
へ
の
墓
参
会
が
取
り
持
つ
縁
で
、
大
洲
・

喜
多
地
区
会
員
と
の
交
流
が
続
い
て
お
り
、

墓
参
り
の
輪
が
広
が
り
ま
す
。

こ
の
他
、
港
南
区
美
化
運
動
の
大
岡
川

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
に
神
大
の
ぼ
り
を

旗
印
に
挙
げ
て
参
加
し
て
い
ま
す
。
駅
伝

応
援
用
神
大
の
ぼ
り
を
製
作
し
た
河
合
染

工
所
な
ど
、
横
浜
名
産
品
を
染
め
る
捺
染

工
場
の
多
く
が
大
岡
川
流
域
に
あ
り
ま
し

た
の
で
七
色
変
化
の
川
と
云
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
今
は
鯉
も
泳
ぐ
ほ
ど
の
清
流
に

戻
っ
て
き
て
い
ま
す
。
五
月
晴
れ
の
元
、

地
域
の
小
中
学
生
と
一
緒
に
汗
を
流
し
て

い
る
と
、
引
率
の
校
長
先
生
が
「
私
も
神

大
卒
業
」
と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
り
、
母

校
を
絆
と
し
た
嬉
し
い
出
会
い
も
記
憶
に

新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

ひ
ら
の
・
こ
う
い
ち 

◎	

会
長　

１
９
７
３（
昭
和
48
）年 

貿
易
卒

香
川
県
宮
陵
会

源
内
さ
ん

中
村
　
郁
夫（
68
歳
） 

1
9
7
1（
昭
和
46
）年
神
奈
川
大
学
に

入
学
し
た
そ
の
年
、
金
曜
時
代
劇「
天
下
御

免
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
山
口
崇
扮
す
る

『
平
賀
源
内
』
が
そ
の
主
人
公
。
高
視
聴
率

を
マ
ー
ク
し
た
ド
ラ
マ
作
品
だ
っ
た
の
で
、

多
く
の
方
が
ご
覧
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

遡
る
こ
と
1
9
5
9（
昭
和
34
）年
。
私

は
横
浜
市
西
区
に
あ
る
東
小
学
校
に
１
年

生
の
二
学
期
ま
で
在
籍
し
て
お
り
、
神
奈

川
区
二
ッ
谷
町
か
ら
中
区
初
音
町
ま
で
路

面
電
車
で
通
っ
た
こ
と
や
野
毛
山
動
物
園

で
の
写
生
会
、
ク
ラ
ス
の
一
人
の
女
の
子

の
名
前
を
忘
れ
ず
に
今
も
覚
え
て
い
る
こ

と
な
ど
、
横
浜
に
は
小
さ
い
頃
の
思
い
出

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
元
々
、
香
川
県

志
度
町（
現
在
は
さ
ぬ
き
市
志
度
）が
ふ
る

里
だ
っ
た
の
で
、
1
9
6
0（
昭
和
35
）
年

に
リ
タ
ー
ン
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
冒

頭
の
平
賀
源
内
は
ま
さ
に
志
度
町
で
生
ま

れ
、
江
戸
時
代
に
多
彩
な
分
野
で
才
覚
を

発
揮
さ
れ
た
方
。「
エ
レ
キ
テ
ル
」
の
復
元

を
は
じ
め
、
本
草
学
や
文
芸
、
陶
芸
、
発

明
な
ど
様
々
な
分
野
で
活
躍
し
た
ほ
か
、

土
用
の
丑
の
日
に
う
な
ぎ
を
い
た
だ
く
風

習
を
根
付
か
せ
よ
う
と
し
た
説
が
あ
る
な

ど
、
多
く
の
人
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

わ
が
町
に
は
源
内
旧
邸
、
銅
像
、
薬
草

園
、
お
墓（
参
り
墓
）な
ど
の
旧
跡
を
は
じ

め
2
0
0
9（
平
成
21
）年
に
は
「
平
賀
源

内
記
念
館
」
も
開
館
し
、
さ
ぬ
き
市
観
光

ル
ー
ト
の
中
核
的
な
座
標
を
占
め
て
い
ま

す
。一
方
、「
源
内
ま
つ
り
」「
源
内
駅
伝
」「
源

内
通
り
」「
う
ど
ん
の
源
内
」「
源
内
も
な

か
」
な
ど
、
そ
の
名
を
冠
し
た
事
業
や
お

店
，
和
菓
子
な
ど
が
多
く
あ
り
、
最
近
で

は
地
域
の
安
全
・
安
心
に
役
立
て
よ
う
と

「
源
内
警
部
」
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
認
定
さ

れ
る
な
ど
、
わ
が
町
永
遠
の
ス
タ
ー
で
す
。

母
校
志
度
中
学
校
の
校
歌
に
は
「
源
内

先
生
出
で
し
よ
り 

既
に
世
紀
の
光
あ
り

…
」
と
、
卒
業
生
に
は
人
生
の
応
援
歌
と

し
て
歌
い
継
が
れ
る
一
方
、
2
5
0
年
の

歴
史
を
越
え
て
も
そ
の
功
績
が
、
今
の
私

た
ち
の
暮
ら
し
に
脈
々
と
生
き
続
け
て
い

る
こ
と
に
感
謝
の
思
い
で
す
。
日
常
的
に

は
源
内
さ
ん
の
お
膝
元
で
暮
ら
し
て
い
る

の
で
、
あ
ま
り
気
に
も
留
め
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
今
回
を
機
に
志
度
町
の
歴
史

を
辿
っ
て
み
る
の
も
良
い
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

我
が
ふ
る
里
に
源
内
あ
り
で
す
。

平
賀
源
内
さ
ん
銅
像

足
元
に
は
エ
レ
キ
テ
ル
。
台
石
正
面
に
親
友
杉
田

玄
白
の
「
あ
ゝ
非
常
の
人
。
非
常
の
事
を
好
み
。
行

い
こ
れ
非
常
。
何
ぞ
非
常
の
死
な
る
」
と
い
う
言

葉
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

な
か
む
ら
・
い
く
お

◎
会
長　

1
9
7
5（
昭
和
50
）年 

貿
易
卒

埼
玉
県
宮
陵
会 

近
く
て
遠
い
サ
イ
の
国

海
老
澤
　
栄
一（
78
歳
） 

遅
れ
て
誕
生
し
た
地
域
組
織
の
活
動
状

況
で
す
。
埼
玉
は
、
ダ
サ
イ
＝
駄
埼
と
こ

ろ
な
の
で
し
ょ
う
か
？
い
い
え
、
そ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
他
地
域
に
な
い
、
独
自

の
特
徴
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〇
わ
が
ま
ち
自
慢
、
街
歩
き
…
…
わ
が

県
は
、
北
か
ら
南
ま
で
長
く
伸
び
て
い
て
、

相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
は
、
あ
ま
り

良
く
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
会
員
の
間
で
話
題
に
な
り
、

O
B
、
O
G
た
ち
で
灯
台
の
元
を
照
ら
し

て
観
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

順
不
同
で
、
浦
和
、
大
宮
、
鴻
巣
、
所

沢
、
川
越
、
日
高
・
・
と
地
区
探
索
が
続

い
て
い
ま
す
。
し
か
も
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
ガ
イ
ド
付
き
で
す
。
地
元
に
居
な
が

ら
、
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
知
る
機
会
を

得
て
い
ま
す
。
会
員
の
な
か
に
蕎
麦
打
ち

名
人
が
い
て
、
店
の
借
り
切
り
で
手
打
ち

そ
ば
の
相
伴
に
あ
ず
か
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
飲
食
し
な
が
ら
時
を
超
え
、
太
田
道

灌
や
澁
澤
榮
一
気
分
に
浸
り
、
蘊
蓄
を
語

る
文
化
生
成
で
す
。
ま
さ
に
異
次
元
の
世

界
へ
の
誘
い
で
あ
り
、“
智
的
”
集
団
の
萌

芽
の
実
体
験
で
す
。
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〇
F
M
放
送
局
と
の
地
域
限
定“
広

報”
活
動
協
働
化
…
…
鴻
巣
市
在
住
の
コ

ア
メ
ン
バ
ー
2
名
の
力
添
え
で
、
同
市

内
に
あ
る
F
M
放
送
局『
㈱
フ
ラ
ワ
ー
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
』
と
の
協
同
企
画
が
実

現
し
ま
し
た
。
昨
年
12
月
か
ら
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
オ
ン
エ
ア
ー
さ
れ
て
い
ま
す
。

ス
タ
ジ
オ
で
は
、
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ア
か
ら
の

問
い
か
け
に 

毎
回
異
な
っ
た
O
B
ボ
ラ

第三回の総会記念写真（前列右から 5番目　筆者）

ン
テ
ィ
ア
が
応
え
る
形
で
、
自
己
と
大
学

と
の
は
る
か
昔
の
関
係
が
、
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
ま
す
。

〇
今
後
の
動
き
　“
ダ
”
サ
イ（
駄
埼
）か

ら 

“
タ
”
サ
イ
（
多
才
）
へ
…
…
お
互
い
の

能
力
や
智
力
、
協
力
を
出
し
合
う
。
そ
し

て
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る

提
案
力
と
実
行
力
の
具
備
を
心
掛
け
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
駄
埼（
ダ
サ
イ
） 

か
ら 

多
才（
タ
サ
イ
） 

へ

え
び
ざ
わ
・
え
い
い
ち

◎
会
長　

1
9
6
5（
昭
和
40
）年 

貿
易
卒

札
幌
宮
陵
会 

80
歳 
N
Z
で
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り

佐
藤
　
隆
良 （
81
歳
）

2
0
0
0
（
平
成
12
）
年
９
月
に
40
年

勤
め
た
会
社
を
定
年
退
職
し
、
今
年
で

21
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

現
職
中
か
ら
、
リ
タ
イ
ア
後
は
自
由
奔

放
に
第
二
の
人
生
を
送
っ
て
い
こ
う
と
決

め
て
お
り
ま
し
た
。
私
の
趣
味
と
い
え
ば

ゴ
ル
フ
く
ら
い
で
、
何
か
新
し
い
趣
味
を

会
得
し
た
い
と
思
考
し
て
お
り
ま
し
た
。

退
職
間
近
の
あ
る
日
、
テ
レ
ビ
で
結
婚
披

露
宴
の
余
興
の
中
で“
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
”

の
舞
い
を
目
に
い
た
し
ま
し
た
。
ひ
ょ
っ

と
こ
の
面
を
被
り
、
赤
い
半
纏（
は
ん
て

ん
）に
褌（
ふ
ん
ど
し
）
姿
、
黒
足
袋
を
は

い
て
瓢
箪
を
腰
に
ぶ
ら
下
げ
、
腰
を
上
下

に
振
り
な
が
ら
踊
る
姿
は
、
大
変
奇
妙

な
姿
で
私
に
強
烈
な
印
象
を
与
え
て
く

れ
た
の
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
１
年
後
、
定
年
を
迎
え
迷
う

事
な
く
札
幌
ひ
ょ
っ
と
こ
の
会
の
門
を
叩

き
入
会
い
た
し
ま
し
た
。
以
後
13
年
ほ
ど
、

ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
に
精
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

25
～
26
名
の
会
員
の
中
、
男
性
は
３
人
く

ら
い
で
、
女
性
の
方
が
圧
倒
的
に
多
く
、

先
輩
女
性
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
稽
古
に

汗
を
流
し
ま
し
た
。
体
が
柔
ら
か
い
女
性

に
は
、
こ
の
踊
り
は
向
い
て
い
る
ん
で
す

ね
。
私
は
体
が
硬
い
方
で
、
飛
ん
だ
り
跳

ね
た
り
厳
し
い
稽
古
に
当
初
は
苦
労
い
た

し
ま
し
た
。

稽
古
1
か
月
後
、
宴
会
の
余
興
の
席
で

踊
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
最
初
の
席
は

定
山
渓
温
泉
の
宴
会
の
席
で
、
無
我
夢
中

で
踊
っ
た
事
を
今
で
も
鮮
明
に
記
憶
し
て

お
り
ま
す
。
宴
会
の
余
興
の
席
で
も
随
分

踊
ら
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
動
で
し
た
の
で
、
踊
り
が
好

き
で
な
か
っ
た
ら
出
来
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
2
0
1
1（
平
成
23
）年
札
幌
宮
陵

会
の
総
会
で
踊
っ
た
こ
と
は
、
懐
か
し
い 踊る筆者

思
い
出
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
歳

を
取
る
に
つ
れ
、
踊
っ
た
後
の
息
切
れ
が

激
し
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
体
力
面

に
お
い
て
も
限
界
を
悟
り
73
歳
の
時
、
踊

り
の
引
退
を
決
意
い
た
し
ま
し
た
。

2
0
1
9（
令
和
元
）
年
早
々
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド（
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
）に
20
年

永
住
し
て
お
り
ま
す
娘
よ
り
、
連
絡
が
有

り
ま
し
た
。
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
の
中
学
校

の
日
本
文
化
の
授
業
の
中
で
、
ひ
ょ
っ
と

こ
踊
り
を
踊
っ
て
く
れ
な
い
か
と
の
要
望

で
し
た
。
80
歳
の
高
齢
で
も
あ
り
一
度
は

断
り
ま
し
た
が
、
再
々
の
強
い
要
望
を
断

り
き
れ
ず
、
踊
る
事
を
決
断
い
た
し
ま
し

た
。
８
年
以
上
踊
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

の
で
、
家
で
テ
ー
プ
を
見
な
が
ら
特
訓
を

重
ね
ま
し
た
。

オークランドの中学校で踊りを披露
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同
年
3
月
13
日
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
の

オ
レ
エ
ワ
中
学
校（
オ
レ
エ
ワ
・
カ
レ
ッ
ジ
）

で
、
40
名
程
の
中
学
生
出
席
の
中
、
日
本

文
化
の
授
業
の
一
環
と
し
て
、
ひ
ょ
っ
と

こ
踊
り
を
披
露
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

3
分
半
の
曲
を
全
力
で
無
事
踊
り
切
っ
た

こ
と
、
そ
し
て
中
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
拍

手
喝
采
を
頂
い
た
こ
と
に
、
人
生
最
後
と

も
言
え
る
満
足
感
に
浸
っ
た
、ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
の
出
来
事
で
あ
り
ま
し
た
。

さ
と
う
・
た
か
よ
し

◎
会
長　

1
9
6
2（
昭
和
37
）年 

経
済
卒

三
浦
半
島
宮
陵
会 

連
合
艦
隊
旗
艦「
三
笠
」
記
念

資
料
艦
を
訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か

原
　
柳
作（
72
歳
）

県
内
19
あ
る
地
域
組
織
の
ひ
と
つ
三
浦

半
島
宮
陵
会（
会
長 

鈴
木
和
夫
、
会
員
約

1
0
0
人
）は
、
鎌
倉
、
逗
子
、
横
須
賀
、

三
浦
、
葉
山
の
4
市
1
町（
全
人
口
約
69
万

人
）を
対
象
と
し
、
卒
業
生
と
在
学
生
が
約

5
千
５
百
人
在
住
し
て
い
ま
す
。

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
在
日
米
軍
施
設

や
海
上
自
衛
隊
の
司
令
部
、
防
衛
大
学
校

な
ど
わ
が
国
の
防
衛
に
か
か
わ
る
施
設
が

多
く
存
在
す
る
横
須
賀
市
に
あ
る
世
界
三

大
記
念
艦
の
ひ
と
つ
「
三
笠
」（
公
益
財
団

法
人
三
笠
保
存
会
運
営
、
入
場
料
6
0
0

円
、
65
歳
以
上
5
0
0
円
）
に
つ
い
て
で

す
。
当
時
最
新
鋭
の
戦
艦
で
あ
っ
た
三
笠

は
、
1
9
0
5（
明
治
38
）年
の
日
露
戦
争
・

日
本
海
海
戦
で
東
郷
平
八
郎
司
令
長
官
が

乗
艦
指
揮
す
る
連
合
艦
隊
の
旗
艦
と
し
て

常
に
先
頭
に
立
ち
、
ロ
シ
ア
バ
ル
チ
ッ
ク

艦
隊
の
集
中
砲
火
を
浴
び
な
が
ら
も
戦
い

抜
き
、
日
本
を
歴
史
的
な
大
勝
利
に
導
き

ま
し
た
。
そ
の
戦
艦
三
笠
を
復
元
し
た
軍

艦
形
状
の
資
料
艦
で
す
。
主
な
展
示
に
は
、

三
六
式
無
線
電
信
機
、
15
㌢
副
砲
の
操
砲
、

30
㌢
前
部
主
砲
、
最
上
艦
橋
、
旅
順
口
閉

塞
作
戦
、
バ
ー
チ
ャ
ル
日
本
海
海
戦
、
士
官

室
、
長
官
公
室
、
艦
船
模
型
2
6
0
隻
以
上

な
ど
「
歴
史
を
見
て
、
触
れ
て
、
体
感
す
る
」

資
料
艦
と
な
っ
て
い
ま
す
＝
写
真
。
三
笠
の

後
ろ
は
、
東
京
湾
を
行
き
交
う
船
や
旧
日
本

軍
の
要
塞
砲
台
の
あ
っ
た
猿
島（
今
は
海
水
浴

や
B
Q
な
ど
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
）も
眺
め
ら

れ
ま
す
。

軍艦形状の三笠資料艦

こ
の
記
念
艦
見
学
に
あ
た
り
一
読
の
お

薦
め
は
、
吉
村
昭
さ
ん
の
小
説
で
「
海
の

史
劇
」（
日
本
海
海
戦
、新
潮
文
庫
）と「
ポ
ー

ツ
マ
ス
の
旗 

外
相
・
小
村
寿
太
郎
」（
日

露
戦
争
、
同
）で
す
。
す
で
に
お
読
み
の
方

も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
当
時
を
理
解
す

る
上
で
参
考
に
な
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

本
年
4
月
に
開
設
し
た
「
み
な
と
み
ら

い
キ
ャ
ン
パ
ス
」
の
見
学
つ
い
で
に
、
こ

の
記
念
艦
ま
で
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

（
横
浜
駅
か
ら
京
急
電
車
と
徒
歩
で
約
1

時
間
）

は
ら
・
り
ゅ
う
さ
く

◎
事
務
局
長　

1
9
7
1（
昭
和
46
）年 

英
文
卒

西
多
摩
宮
陵
会 

国
営
昭
和
記
念
公
園
・

箱
根
駅
伝
の
出
発
地

稲
木
　
英
生（
83
歳
）

東
京
都
立
川
市
と
昭
島
市
に
あ
る
「
国

営
昭
和
記
念
公
園
」
を
紹
介
し
ま
す
。
戦

後
米
軍
が
接
収
し
て
い
た
立
川
基
地
が
返

還
さ
れ
、
広
さ
1
8
0
㌶
（
東
京
ド
ー
ム

の
50
倍
）内
に
、
国
営
昭
和
記
念
公
園
や
昭

和
天
皇
記
念
館
、
緑
の
文
化
ゾ
ー
ン
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
隣
接
に
は
陸
上
自
衛
隊
立

川
駐
屯
地
が
あ
り
ま
す
。

西
多
摩
宮
陵
会
は
公
園
周
辺
の
10
市
３

町
に
、
3
8
0
名
余
り
の
卒
業
生
が
い
ま

す
。
1
9
9
9（
平
成
11
）年
に
横
浜
専
門

学
校
の
先
輩
が
中
心
と
な
り
毎
年
６
月
に

総
会
を
開
催
し
て
い
ま
し
た
。
途
中
か
ら

10
月
に
箱
根
駅
伝
予
選
会
が
昭
和
記
念
公

園
で
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
会
員
へ

駅
伝
の
応
援
依
頼
と
総
会
開
催
案
内
を
一

緒
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

予
選
会
は
駐
屯
地
内
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
参
加
は
40
校
以
上
、
5
0
0
名
ほ

ど
の
選
手
が
同
時
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
駐

屯
地
を
３
周
半
し
て
か
ら
立
川
市
街
へ
出

て
、
昭
和
記
念
公
園
の
砂
川
口
か
ら
入
り
、

公
園
内
の
起
伏
の
あ
る
コ
ー
ス
を
１
周
半

し
て
ゴ
ー
ル
で
す
。
距
離
は
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン（
２
１・０
９
７
５
㌔
）で
す
。
成
績
は

各
校
上
位
10
名
の
選
手
の
合
計
タ
イ
ム
で

順
位
が
決
ま
り
、
本
選
出
場
を
獲
得
で
き

る
の
は
10
校
で
す
。

公
園
の
朝
７
時
開
門
と
同
時
に
、
応
援

隊
は
駐
屯
地
内
に
入
り
ま
す
。
ス
タ
ー
ト

地
は
各
校
の
応
援
で
始
ま
り
ま
す
。
静
寂

し
た
９
時
35
分
前
に
ス
タ
ー
ト
前
方
で
号

砲
が
鳴
り
、
一
斉
ス
タ
ー
ト
。
選
手
が
通

過
す
る
駐
屯
地
内
と
公
園
内
の
各
所
で
声

援
が
飛
び
ま
す
。

神
奈
川
大
学
が
上
位
通
過
で
本
選
出
場

を
勝
ち
取
れ
ば
、
西
多
摩
宮
陵
会
は
正
月

を
迎
え
ま
す
。
し
か
し
、
2
0
1
0（
平
成

22
）
年
の
第
86
回
の
予
選
会
で
は
本
選
出

場
を
逃
し
ま
し
た
。
当
時
は
リ
ベ
ン
ジ
を

願
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

昨
年
の
第
97
回
の
予
選
会
は
無
観
客

で
、
駐
屯
地
内
の
周
回
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
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ま
し
た
。
結
果
は
４
位
で
本
選
出
場
を
獲

得
し
ま
し
た
。
今
年
の
箱
根
駅
伝
は
、
テ

レ
ビ
や
ネ
ッ
ト
な
ど
で
の
応
援
で
し
た
。

会
員
か
ら
は
「
今
年
こ
そ
来
年
の
シ
ー
ド

権
の
獲
得
を
」
と
の
強
い
期
待
の
声
が
上

が
り
ま
し
た
が
、
往
路
は
６
位
、
総
合
で

は
13
位
と
残
念
な
結
果
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

今
年
秋
の
昭
和
記
念
公
園
で
の
予
選
会

に
は
多
く
の
仲
間
と
と
も
に
声
援
し
、チ
ー

ム
は
本
選
出
場
を
勝
ち
取
っ
て
欲
し
い
と

望
ん
で
い
ま
す
。

い
な
ぎ
・
ひ
で
お 

◎
会
長　

1
9
6
0（
昭
和
35
）年 

機
械
工
学
卒 第 96回予選会の自衛隊立川駐屯地内でスタート前の応援。スタートは写真の奥に

なります＝ 2019（平成 31）年 10月 26日、箱根駅伝予選会

石
川
県
宮
陵
会 

豊
か
な
自
然
の
中
で
の
暮
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
～
隠
棲
を
楽
し
む
～

本
田
　
勇（
67
歳
）

金き
ん
じ
そ
う

時
草
と
い
う
野
菜
を
御
存
知
で
す

か
。
加
賀
野
菜
の
１
つ
で
す
。
私
は
金
沢

の
山
あ
い
で
、
自
称
プ
ロ
農
家
と
し
て
金

時
草
を
主
と
し
た
野
菜
作
り
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
特
に
昨
年
来
は
コ
ロ
ナ
禍
の
不

安
を
意
識
す
る
こ
と
も
無
く
。

15
年
前
金
沢
農
業
大
学
校
で
知
識
、
技

能
を
習
得
し
、
以
来
野
菜
作
り
の
奥
深
さ

を
痛
感
し
な
が
ら
も
、
す
っ
か
り
惹
か
れ

て
い
ま
す
。育
て
る
楽
し
み
、食
べ
る
喜
び
、

産
直
で
売
る
面
白
さ
が
あ
る
の
で
す
。
畑

で
聞
こ
え
て
く
る
の
は
小
鳥
の
さ
え
ず
り

と
風
の
音
く
ら
い
で
す
。
地
域
全
体
も
ま

た
静
か
で
す
。
時
代
の
流
れ
と
は
言
え
急

速
に
進
む
少
子
高
齢
化
、
過
疎
化
を
憂
い

つ
つ
も
、
一
方
で
は
四
季
折
々
の
自
然
の

変
化
、
美
し
さ
に
一
人
感
動
す
る
こ
と
が

多
々
あ
り
ま
す
。
大
自
然
の
中
で
生
き
る

喜
び
を
ひ
た
ひ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

振
り
返
れ
ば
神
大
卒
業
と
同
時
に
千
葉

県
松
戸
市
で
教
師
と
な
り
、
そ
の
後
石
川

県
に
戻
り
、
教
師
生
活
を
３
１
年
間
続
け

ま
し
た
。
教
科
、
部
活
動
指
導
等
の
合
間

に
各
種
の
副
読
本
作
り
や
子
供
向
け
歴
史

本
の
執
筆
に
携
わ
る
機
会
も
得
ま
し
た
。

多
忙
を
極
め
ま
し
た
が
充
実
感
、
満
足
感

は
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
50
歳
を
過
ぎ

て
か
ら
体
調
を
崩
し
、
思
い
切
っ
て
早
期

退
職
し
ま
し
た
。

現
在
体
調
は
す
っ
か
り
良
く
な
り
、
野

菜
作
り
の
傍
ら
荒
れ
た
裏
山
を
花
山
に
と

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
３
年
前
に

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
立
ち
上
げ
地
域

貢
献
活
動
も
始
め
て
い
ま
す
。
野
菜
を
め

ぐ
り
鳥
獣
と
の
攻
防
に
悩
み
な
が
ら
も
充

実
し
た
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。
第
二
の

人
生
を
謳
歌
し
て
い
ま
す
。
人
生
に
こ
ん

な
楽
し
い
時
期
が
有
っ
た
の
か
…
と
。

ほ
ん
だ
・
い
さ
む

◎
副
会
長 　

1
9
7
6（
昭
和
51
）年 

法
律
卒

葉の表は緑、裏は赤紫色をした独特の風味とねばりのある加賀野菜

大
分
県
宮
陵
会 

寅
さ
ん
も
応
援
す
る

山
あ
い
に
静
か
に
佇
む
「
湯
平
温
泉
」

堤
　
省
三（
63
歳
）

大
分
県
宮
陵
会
の
地
元
大
分
は
、
温
泉

の
源
泉
数（
4
、
3
4
2
ヵ
所
）と
豊
富
な

湧
出
量（
2
7
9
、4
6
2
㍑
毎
分
）を
誇
り

「
日
本
一
の
お
ん
せ
ん
県
お
お
い
た
」
と
し

て
国
内
は
も
と
よ
り
全
世
界
に
そ
の
ブ
ラ

ン
ド
を
発
信
中
で
す
。
そ
の
中
で
も
別
府

温
泉
と
由
布
院
温
泉
の
知
名
度
は
群
を
抜

い
て
い
ま
す
。

今
回
は
そ
の
由
布
院
温
泉
の
な
か
で
も

山
あ
い
の
秘
湯
と
も
言
わ
れ
る
湯
平
温
泉

を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
湯
布
院
町
に

は
由
布
院
温
泉
と
湯
平
温
泉
が
あ
り
、
由

布
院
温
泉
の
華
や
か
さ
に
比
べ
湯
平
温
泉

は
静
か
な
山
あ
い
に
佇
む
情
緒
あ
る
温
泉

街
で
す
。
歴
史
は
古
く
、
鎌
倉
時
代
の

文
応
元
年（
1
2
6
0
年
）麻
生
摂
津
守
が

温
泉
場
を
開
い
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
、

1
9
3
0（
昭
和
5
）年
に
は
俳
人
・
種
田

山
頭
火
が
湯
平
温
泉
を
訪
れ
宿
泊
し
た
際

に
「
し
ぐ
る
る
や　

人
の
な
さ
け
に　

涙

ぐ
む
」
等
々
の
名
句
を
残
し
て
い
ま
す
。

最
盛
期
に
は
数
十
軒
も
の
温
泉
旅
館
が
軒

を
連
ね
て
い
ま
し
た
が
、
由
布
院
温
泉
へ

の
客
の
流
れ
で
休
廃
業
す
る
旅
館
が
増
え
、

現
在
は
20
軒
が
営
業
し
て
い
ま
す
。

1
9
8
2（
昭
和
57
）年
公
開
の
シ
リ
ー
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ズ
第
30
作「
男
は
つ
ら
い
よ　

花
も
嵐
も
寅

次
郎
」
の
ロ
ケ
地
に
も
な
り
ま
し
た
。
そ

の
湯
平
温
泉
を
昨
年
7
月
豪
雨
災
害
が
襲

い
ま
し
た
。
町
の
中
心
部
を
流
れ
る
花
合

野
川
が
増
水
・
氾
濫
し
4
名
の
尊
い
人
命

を
奪
い
、
旅
館
建
物
へ
の
浸
水
・
流
失
、

道
路
の
陥
没
・
橋
の
流
失
等
々
多
大
な
被

害
を
受
け
現
在
も
復
旧
工
事
が
続
い
て
い

ま
す
。

そ
ん
な
温
泉
街
に
昨
年
9
月
寅
さ
ん
が

「
湯
平
温
泉
が
ん
ば
れ
！
」
と
の
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
共
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
寅
さ

ん
の
等
身
大
の
パ
ネ
ル
は
山
田
洋
次
監
督
、

出
演
者
の
沢
田
研
二
さ
ん
、
田
中
裕
子
さ

ん
が
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
込
ん
で
湯

平
温
泉
に
届
け
ら
れ
た
も
の
で
、
復
興
の 応援メッセージの入った寅さんの等身大パネル

シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
20
軒
の
旅

館
の
う
ち
1
軒
は
残
念
な
が
ら
廃
業
と
な

り
ま
し
た
が
18
軒
が
営
業
を
再
開
、
残
る

1
軒
も
近
く
再
開
予
定
で
す
。
パ
ネ
ル
は

湯
平
温
泉
観
光
協
会
の
前
に
設
置
さ
れ
寅

さ
ん
が
湯
平
温
泉
を
代
表
し
て
お
客
様
を

お
迎
え
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も

コ
ロ
ナ
収
束
の
折
に
は
約
8
0
0
年
の
歴

史
を
有
す
る
静
か
な
山
あ
い
に
佇
む
湯
平

温
泉
を
是
非
と
も
訪
れ
て
、
寅
さ
ん
も
癒

さ
れ
た
温
泉
に
浸
か
っ
て
み
て
は
如
何
で

し
ょ
う
か
。

つ
つ
み
・
し
ょ
う
ぞ
う

◎
会
長　

1
9
8
1（
昭
和
56
）年 

経
済
卒

島
根
県
宮
陵
会 

入
学
時
の
残
像
そ
し
て
畏
友
と
の
想
い
出

坪
内
　
邦
至（
78
歳
）

1
9
6
1（
昭
和
36
）
年
4
月
8
日
早

暁
、
私
は
級
友
N
君
と
と
も
に
18
時
間

に
も
及
ぶ
夜
行
列
車
か
ら
横
浜
駅
頭
に
降

り
立
っ
た
。
初
め
て
目
に
し
た
大
都
市
横

浜
。
東
口
に
宮
面
寮
の
先
輩
が
一
人
私
た

ち
を
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
同
先
輩
の

案
内
で
市
営
バ
ス
に
乗
り
、
宮
面
寮
へ
向

う
途
中
有
名
な
三
ツ
沢
競
技
場
を
斜
め
上

か
ら
見
下
ろ
し
た
記
憶
が
残
っ
て
い
ま
す
。

寮
へ
着
き
、
部
屋
に
足
を
一
歩
踏
み
入
れ

た
途
端
絶
句
し
ま
し
た
。
あ
ま
り
に
も
狭

い
部
屋
に
・
・
。
こ
の
部
屋
で
こ
れ
か
ら

過
ご
す
の
か
と
思
う
と
切
な
い
気
持
ち
が

湧
き
起
る
と
同
時
に
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
か

か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
前
日
、
郷
里
の

小
さ
な
駅
で
見
送
っ
て
く
れ
た
祖
父
、
両

親
、
弟
妹
、
旧
友
た
ち
の
懐
か
し
い
面
々

が
一
挙
に
思
い
浮
か
び
ま
し
た
。
そ
し
て

切
な
い
気
持
ち
が
募
り
、「
帰
り
た
い
」、

見
送
っ
て
く
れ
た
家
族
や
級
友
た
ち
に
会

い
た
い
・
・
。

そ
の
日
は
そ
ん
な
気
持
ち
で
一
日
を
過

ご
し
ま
し
た
。
合
間
に
同
室
の
N
先
輩
が

や
さ
し
く
声
を
か
け
て
く
れ
た
り
、
向
か

い
部
屋
の
北
海
道
出
身
の
F
君
、
長
野
県

出
身
の
M
君
と
自
己
紹
介
し
合
う
な
ど

親
し
く
な
り
、
気
持
ち
が
幾
分
和
ら
い
だ

と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
は

誰
で
も
か
か
る
。
そ
れ
は
大
体
5
月
の
連

休
中
で
あ
る
と
聞
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

私
の
場
合
は
入
学
前
の
入
寮
時
に
い
き
な

り
訪
れ
て
き
た
と
今
も
深
く
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。
当
時
デ
ビ
ュ
ー
し
た
ば
か
り

の
新
人
歌
手
が
歌
う
「
東
京
ド
ド
ン
パ
娘
」

が
大
流
行
し
て
い
ま
し
た
。
今
で
も
こ
の

歌
を
聞
く
と
当
時
の
懐
か
し
い
思
い
出
が

蘇
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
二
日
後
入
学
式
を

迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て

1
年
次
は
高
校
時
代
と
同
様
に
授
業
は
無

欠
席
で
修
了
し
ま
し
た
。

2
年
次
に
な
る
と
宮
面
寮
の
規
定
に
よ

り
退
寮
し
、
小
机
町
の
下
宿
へ
引
っ
越
し

ま
し
た
。
同
町
は
横
浜
線
の
沿
線
に
あ
り
、

神
大
か
ら
電
車
、
徒
歩
を
含
め
て
約
1
時

間
。
大
都
市
横
浜
と
は
と
て
も
思
え
な
い

田
園
地
帯
で
し
た
。
二
年
後
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
併
せ
て
新
幹
線
新
横
浜

駅
が
近
く
に
開
業
し
ま
し
た
。
当
時
は
ま

だ
整
地
前
で
し
た
。
こ
の
町
で
生
涯
心
に

残
る
素
晴
ら
し
い
学
友
に
出
会
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
下
宿
は
老
夫
婦
二
人
の
家

族
で
寄
宿
生
は
神
大
生
5
名
と
高
校
生
1

名
で
し
た
が
、
近
所
に
同
年
次
の
神
大
生

A
君
が
1
人
下
宿
し
て
お
り
、
私
た
ち
の

所
へ
よ
く
遊
び
に
来
て
い
ま
し
た
。
そ
の

彼
は
愉
快
な
人
物
で
、
私
た
ち
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

あ
る
日
、
彼
が
私
に
「
お
い
坪
内
！
お

前
囲
碁
を
知
っ
て
る
か
？
知
ら
な
い
な
ら

俺
が
教
え
て
や
ろ
う
」「
俺
は
静
岡
県
の
県

代
表
レ
ベ
ル
な
ん
だ
、
神
大
の
囲
碁
部
よ

り
強
い
ぞ
」
と
真
顔
で
言
い
出
し
び
っ
く

（場所）松江市 熊野荘　（日付）2017.1.20
（主催）くにびき 2千旗の会　（主題）尼子氏と尼子十旗
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vol.2 「
杜
の
中
で
」四

方
か
ら
集
ま
る
若
い
芽
は
、
た
っ
ぷ
り
と
陽
光
を
浴
び
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
で
大
空
へ
。

ま
だ
見
ぬ
ゴ
ー
ル
に
向
か
い
、
可
能
性
に
満
ち
溢
れ
た
旅
の
途
中
。

こ
の
土
は
、
そ
ん
な
舞
台
に
相
応
し
い
。

湘
南
ひ
ら
つ
か
キ
ャ
ン
パ
ス
「
土
屋
の
杜
」
の
春
。

文と写真 吉原勇樹 
（1988年経済卒）

Kyu-Ryo photo gallery

Vol.2
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vol.2
　
２
０
０
９
年
４
月
、
大
げ
さ
だ
が
数
十

年
ぶ
り
に
神
大
に
教
員
と
し
て
戻
っ
て
き

た
。
戻
る
に
は
、
正
直
、
迷
い
も
あ
っ
た
。

埼
玉
大
学
教
育
学
部
に
移
っ
て
、
ま
だ
３

年
し
か
経
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

畑
違
い
の
教
育
学
部
の
教
員
と
な
っ
た
の

に
は
、
訳
が
あ
っ
た
。
当
時
、
日
本
建
築

学
会
の
活
動
を
通
し
て
歴
史
的
建
造
物
の

保
存
に
係
わ
っ
て
い
た
私
は
、
貴
重
な
建

物
が
経
済
論
理
の
中
で
簡
単
に
壊
さ
れ
て

い
る
状
況
を
変
え
る
に
は
、
幼
い
時
か
ら

歴
史
と
文
化
を
継
承
す
る
た
め
に
歴
史
的

建
造
物
の
保
護
や
保
存
の
必
要
性
を
学
ぶ

べ
き
と
、
小
中
高
の
教
員
を
め
ざ
す
学
生

達
に
そ
の
種
を
蒔
こ
う
と
考
え
て
い
た
か

ら
だ
っ
た
。
思
案
の
末
、
神
大
の
先
輩
や

同
級
生
か
ら
の
応
援
も
あ
り
、
Ｏ
Ｂ
と
し

て
戻
る
こ
と
に
し
た
。

　
戻
っ
て
み
る
と
、
改
め
て
教
育
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
建
築
学
科
の
Ｏ
Ｂ
と
し
て
の

活
動
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
た
。
か
つ
て

存
在
し
て
い
た
卒
業
生
会
の
「
か
ん
な
会
」

の
活
動
が
プ
ツ
リ
と
切
れ
、
休
眠
状
態
だ
っ

た
か
ら
だ
。
そ
れ
と
共
に
、
１
９
６
５
年

創
設
の
建
築
学
科
は
、
も
う
じ
き
50
年

と
い
う
節
目
を
迎
え
る
と
い
う
時
期
で
も

あ
っ
た
。
創
設
以
降
、
建
築
界
に
多
く
の

優
秀
人
材
を
送
り
出
し
て
き
た
建
築
学
科

に
と
っ
て
、
一
層
の
発
展
の
た
め
に
は
卒
業

生
会
で
あ
る
「
か
ん
な
会
」
の
存
在
は
極

め
て
重
要
と
思
い
、
50
周
年
事
業
を
起
点

に
積
極
的
な
活
動
を
再
開
す
る
こ
と
を
め

ざ
し
た
。
職
員
と
し
て
神
大
に
在
籍
し
て

い
る
建
築
学
科
Ｏ
Ｂ
に
声
を
掛
け
、
さ
っ

そ
く
準
備
を
開
始
し
た
。

　
２
０
１
４
年
10
月
18
日
、
創
設
50
周
年

記
念
事
業
と
し
て
講
演
会
と
祝
賀
会
を
開

催
し
た
。
講
演
は
、
神
大
キ
ャ
ン
パ
ス
を

設
計
さ
れ
た
山
口
文
象
率
い
る
Ｒ
Ｉ
Ａ
の

顧
問
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
設
計
に
係
わ
っ
た

近
藤
正
一
氏
と
16
号
館
の
設
計
者
で
あ
る

槙
文
彦
氏
と
い
う
高
名
な
建
築
家
を
お
招

き
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
設
計
に
ま
つ
わ
る
講
演

と
対
談
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　
一
方
、
50
周
年
と
い
う
歴
史
と
伝
統
を

積
み
上
げ
て
き
た
こ
と
に
浮
か
れ
て
い
る

最
中
、
競
合
各
大
学
で
は
建
築
学
科
を
建

築
学
部
と
し
て
独
立
さ
せ
始
め
て
い
た
。

そ
の
理
由
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
本
来
、

建
築
は
工
学
的
側
面
と
と
も
に
デ
ザ
イ
ン

と
い
う
芸
術
的
側
面
も
学
ぶ
必
要
の
あ
る

も
の
で
、
近
年
は
さ
ら
に
都
市
的
側
面
を

も
扱
う
な
ど
極
め
て
多
様
な
学
問
領
域
へ

と
拡
大
化
し
、
工
学
部
と
い
う
枠
の
中
で

は
時
代
の
要
請
に
合
わ
せ
た
教
育
が
難
し

い
状
況
が
生
じ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
う

し
た
中
で
、
関
東
学
院
大
学
が
建
築
学
部

を
、
横
浜
国
立
大
学
は
都
市
科
学
部
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、
新
時
代
に
対
応
し
た
教
育

を
展
開
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
動
き
と
共

に
、
実
際
の
教
育
の
中
で
学
生
た
ち
の
広

い
興
味
や
関
心
に
対
応
す
る
必
要
性
を
も

強
く
感
じ
、
少
子
化
と
い
う
大
学
運
営
に

は
厳
し
い
環
境
下
な
が
ら
も
、
一
刻
も
早

く
新
し
い
教
育
機
関
へ
と
変
貌
す
べ
き
で

あ
る
と
、
建
築
学
科
教
員
た
ち
と
と
も
に

学
部
化
に
向
け
て
の
議
論
を
開
始
し
た
。

２
０
１
８
年
に
建
築
学
部
設
置
趣
意
書
を

作
成
し
、
大
学
に
建
築
学
科
教
員
の
意
向

を
伝
え
た
。
そ
の
結
果
、
２
０
１
９
年
に

は
大
学
か
ら
理
解
が
得
ら
れ
、
２
０
２
０

年
に
文
科
省
に
学
部
化
の
申
請
の
事
前
相

談
を
行
っ
た
。
２
０
２
１
年
１
月
、
事
前

相
談
は
無
事
ク
リ
ア
ー
し
、
２
０
２
２
年

４
月
か
ら
建
築
学
部
開
設
が
ほ
ぼ
可
能
な

状
況
と
な
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
卒
業

生
の
ひ
と
り
と
し
て
は
、
建
築
学
科
の
学

部
化
は
建
築
学
科
だ
け
で
は
な
く
神
奈
川

大
学
全
体
の
発
展
に
大
い
に
寄
与
す
る
こ

と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
温
か
い
目
で
、

応
援
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

うちだ・せいぞう
1953年秋田県生まれ。1975 年神奈川大学工学
部建築学科卒業。1983年東京工業大学大学院工
学研究科建築学専攻博士課程満期退学。工学博
士。専門は近代日本建築史。東京工業大学附属
工業高等学校教諭、文化女子大学教授、埼玉大
学教授を経て、2009 年神奈川大学工学部建築
学科教授、現在に至る。大学 3 号館で行った建築学科創設50周年記念祝賀会の様子

建
築
学
科
か
ら
建
築
学
部
へ
の
展
開
を
め
ざ
し
て

神
奈
川
大
学
工
学
部
建
築
学
科
教
授
・
建
築
学
部
設
置
準
備
委
員
会
委
員
長
　
内
田
　
青
蔵



り
し
ま
し
た
。
当
時
囲
碁
を
知
ら
な
か
っ

た
私
は
余
り
興
味
が
な
く
彼
を
相
手
に
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
彼
は
私
に
再

三
に
わ
た
り
誘
い
を
か
け
て
来
ま
し
た
。

卒
業
後
ア
メ
リ
カ
へ
遊
学
し
て
い
た
彼
か

ら
「
坪
内
、
囲
碁
や
っ
て
る
か
？
」
な
ど

と
私
を
気
遣
う
手
紙
を
寄
越
し
て
き
ま
し

た
が
、
私
に
は
依
然
興
味
が
湧
か
ず
放
っ

た
ま
ま
に
し
て
い
ま
し
た
。

卒
業
後
私
は
郷
里
で
高
校
教
師
と
な
り

ま
し
た
が
、
赴
任
先
で
思
い
が
け
ず
先
輩

教
師
か
ら
数
名
の
若
い
教
師
が
囲
碁
を
教

わ
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
は
初

め
て
囲
碁
の
持
つ
奥
深
く
幽
玄
な
魅
力
に

出
会
い
仰
天
し
虜
に
な
り
ま
し
た
。
時
に

29
歳
、
A
君
が
誘
っ
て
く
れ
た
の
が
19
歳

の
と
き
・・
ま
さ
に
失
わ
れ
た
10
年
で
し
た
。

A
君
が
勧
め
て
く
れ
た
あ
の
と
き
か
ら
始

め
て
い
れ
ば
今
頃
は
・
・
。
傘
寿
を
迎
え

た
現
在
も
毎
日
古
碁（
秀
和
、
秀
策
、
秀

輔
、
呉
清
源
）の
棋
譜
を
並
べ
な
が
ら
A

君
を
懐
か
し
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
後
努
力

の
甲
斐
が
あ
っ
て
、
一
昨
年
日
本
棋
院
か

ら
ア
マ
6
段
の
免
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
A
君
に
真
っ
先
に
知
ら
せ
た

か
っ
た
の
で
す
が
、
今
彼
と
連
絡
が
取
れ

ず
困
惑
し
て
い
ま
す
。
郷
里
の
静
岡
県
に

い
る
の
か
、
ま
だ
ア
メ
リ
カ
に
い
る
の
か

わ
か
ら
な
い
の
が
残
念
で
す
。
お
互
い
に

高
齢
に
な
っ
た
の
で
会
う
の
は
ま
ま
な
り

ま
せ
ん
が
、
ま
ず
は
こ
れ
ま
で
の
非
礼
を

詫
び
厚
く
お
礼
を
述
べ
、
そ
し
て
対
局
し

た
い
も
の
で
す
。
そ
の
日
が
訪
れ
る
の
が

待
た
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

つ
ぼ
う
ち
・
く
に
ゆ
き

◎
会
長　

1
9
6
5（
昭
和
40
）年 

経
済
卒

和
歌
山
県
宮
陵
会

和
歌
山
県
か
ら
宇
宙
へ 

浦
　
晴
雄（
72
歳
）

昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
に
よ
り
、
国
民
生
活
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
お
り
、
各
種
会
合
や
イ
ベ

ン
ト
が
す
べ
て
延
期
や
中
止
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
様
に
今
ま
で
の
生
活
環
境
が
一
変

し
、
日
々
暗
い
話
ば
か
り
の
状
態
が
続
い

て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
和
歌
山
県
で

は
新
産
業
創
出
の
た
め
の
新
し
い
取
組
み

を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
一
つ
を
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

和
歌
山
県
は
面
積
の
8
割
以
上
を
山
地

が
占
め
て
い
る
の
で
平
野
は
と
て
も
少
な

く
、
海
岸
線
は
北
は
和
歌
山
市
よ
り
南
は

新
宮
市
ま
で
総
延
長
距
離
6
5
0
・
7
㌔

に
も
お
よ
び
ま
す
。
本
州
最
南
端
の
串
本

町
に
、
日
本
初
の
民
間
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場

の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

日
本
に
は
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
は
宇
宙
航

空
研
究
開
発
機
構（
J
A
X
A
）が
所
有
す

る
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー（
鹿
児
島
県
）と

内
之
浦
宇
宙
空
間
観
測
所（
同
県
）の
2
か

所
だ
け
で
、
完
成
す
れ
ば
日
本
で
初
め
て

の
民
間
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
と
な
り
国
内
の

3
か
所
目
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
民
間
ロ
ケ
ッ
ト
は
キ
ャ
ノ
ン
電

子
や
I
H
I
エ
ア
ロ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
が
出

資
す
る
ロ
ケ
ッ
ト
会
社
ス
ペ
ー
ス
ワ
ン
で
、

発
射
場
の
名
前
は
「
ス
ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
紀

伊
」
で
す
。

2
0
1
9
年
11
月
に
起
工
式
を
行
い
今

年
夏
頃
完
成
予
定
で
、
本
年
度
中
に
打
ち

上
げ
を
目
指
し
て
お
り
、
20
年
代
半
ば
に

は
年
間
20
回
の
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
。

和
歌
山
県
串
本
町
が
選
ば
れ
た
の
は
本 射場イメージ＝スペースワン社提供

州
最
南
端
で
あ
る
こ
と（
赤
道
に
近
い
方
が

有
利
）、
ロ
ケ
ッ
ト
を
製
造
す
る
I
H
I

エ
ア
ロ
ス
ペ
ー
ス
は
群
馬
県
に
あ
り
、
そ

こ
か
ら
陸
路
で
運
べ
る
こ
と
、
ま
た
発
射

点
か
ら
半
径
1
㌔
圏
は
無
人
で
南
方
や
東

方
に
陸
地
や
島
が
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
地

元
自
治
体
の
全
面
的
な
支
援
が
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
選
ば
れ
、
敷
地
約
15
㌶
に
発
射

点
、
人
工
衛
星
の
整
備
や
点
検
、
ロ
ケ
ッ

ト
の
発
射
管
制
を
行
う
施
設（
総
合
指
令

棟
）や
ロ
ケ
ッ
ト
の
組
立
や
点
検
を
行
う
施

設（
ロ
ケ
ッ
ト
組
立
棟
）な
ど
が
建
設
さ
れ

ま
す
。

和
歌
山
県
で
は
「
新
た
な
観
光
の
目
玉
」

と
な
り
、
ま
た
串
本
町
は
従
来
の
「
本
州

最
南
端
の
町
」
に
加
え
宇
宙
産
業
を
軸
と

し
た
「
最
先
端
の
町
」
と
し
て
こ
れ
か
ら

の
発
展
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
和
歌
山
県
に
は
世
界
遺
産
と
し

て
「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
の
熊

野
古
道
や
高
野
山
、
温
泉
と
し
て
有
名
な

白
浜
温
泉
、
そ
し
て
新
た
に
串
本
町
の
ロ

ケ
ッ
ト
発
射
場
が
観
光
の
一
つ
に
加
わ
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
是
非
一
度
和
歌

山
県
に
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
、
山
・
海
・

宇
宙
へ
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
を
味
わ
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

う
ら
・
は
る
お

◎
会
長　

1
9
7
2（
昭
和
47
）年 

機
械
卒

31ｐから続く
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州
最
南
端
で
あ
る
こ
と（
赤
道
に
近
い
方
が

有
利
）、
ロ
ケ
ッ
ト
を
製
造
す
る
I
H
I

エ
ア
ロ
ス
ペ
ー
ス
は
群
馬
県
に
あ
り
、
そ

こ
か
ら
陸
路
で
運
べ
る
こ
と
、
ま
た
発
射

点
か
ら
半
径
1
㌔
圏
は
無
人
で
南
方
や
東

方
に
陸
地
や
島
が
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
地

元
自
治
体
の
全
面
的
な
支
援
が
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
選
ば
れ
、
敷
地
約
15
㌶
に
発
射

点
、
人
工
衛
星
の
整
備
や
点
検
、
ロ
ケ
ッ

ト
の
発
射
管
制
を
行
う
施
設（
総
合
指
令

棟
）や
ロ
ケ
ッ
ト
の
組
立
や
点
検
を
行
う
施

設（
ロ
ケ
ッ
ト
組
立
棟
）な
ど
が
建
設
さ
れ

ま
す
。

和
歌
山
県
で
は
「
新
た
な
観
光
の
目
玉
」

と
な
り
、
ま
た
串
本
町
は
従
来
の
「
本
州

最
南
端
の
町
」
に
加
え
宇
宙
産
業
を
軸
と

し
た
「
最
先
端
の
町
」
と
し
て
こ
れ
か
ら

の
発
展
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
和
歌
山
県
に
は
世
界
遺
産
と
し

て
「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
の
熊

野
古
道
や
高
野
山
、
温
泉
と
し
て
有
名
な

白
浜
温
泉
、
そ
し
て
新
た
に
串
本
町
の
ロ

ケ
ッ
ト
発
射
場
が
観
光
の
一
つ
に
加
わ
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
是
非
一
度
和
歌

山
県
に
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
、
山
・
海
・

宇
宙
へ
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
を
味
わ
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

う
ら
・
は
る
お

◎
会
長　

1
9
7
2（
昭
和
47
）年 

機
械
卒

35　KYU-RYO

ご
存
知
で
す
か

神奈川大学箱根保養所を
ご
存
知
で
す
か

神奈川大学箱根保養所を

　

卒
業
生
同
士
や
ご
家

族
と
、
い
つ
で
も
利
用
で

き
ま
す
。
料
理
の
評
判
も

良
く
、
部
屋
も
広
く
、
し

か
も
温
泉
で
す
、そ
の
上
、

利
用
料
金
は
大
人
１
泊
２

食
付
き
で
６
、３
７
３
円

税
込
み
。
子
ど
も
（
小
学

生
）
は
２
、７
５
０
円
税

込
み
。
と
て
も
利
用
し
や

す
い
料
金
で
す
。
入
湯
税

１
５
０
円
は
別
途
。

　

近
所
に
は
箱
根
を
代

〒 250-0631 神奈川県足柄下郡箱根町大字仙石原 1104-1
電話 0460-84-9611、ファックス0460-84-9612
URL.www.j indai-hakone.com 

▼バス利用の場合　
JRまたは小田急線・小田原駅から仙石経由湖尻行き

「仙石」停留所下車、徒歩 10 分。（約1時間）

▼車利用の場合
東名高速道路　御殿場 IC ～国道 138 号線～神奈川大学
箱根保養所。（約 30 分）

表
す
る
多
く
の
観
光
施

設
や
ゴ
ル
フ
場
、
素
晴
ら

し
い
富
士
山
の
眺
望
が
楽

し
め
る
金
時
山
（
き
ん

と
き
・
や
ま
、
標
高
１
、

２
１
２
㍍
）
に
も
徒
歩
約

２
時
間
で
登
れ
ま
す
。
保

養
所
を
拠
点
に
す
れ
ば
、

四
季
折
々
楽
し
め
ま
す
。

　

予
約
は
、
利
用
日
の
２

か
月
前
か
ら
３
日
前
ま
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
。

金時山

芦ノ湖
箱根神社

箱根海賊船

三国山

小涌谷
大涌谷

強羅

箱根湯本 箱根

小田原

↑至御殿場

↓至三島

ゆゆゆゆ

神奈川大学 箱根保養所
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当
社
リ
プ
ロ
は
、
岡
山
市
の
南
部
に
位

置
し
、
江
戸
か
ら
明
治
に
変
わ
る
時
期
に

士
族
授
産
事
業
と
し
て
造
成
さ
れ
始
め
た

干
拓
地
エ
リ
ア
の
田
園
地
帯
に
、
本
社
工

場
が
あ
り
ま
す
。

　

創
業
は
１
９
７
１
（
昭
和
46
）
年
で
、

リ
サ
イ
ク
ル
や
エ
コ
ロ
ジ
ー
と
い
う
概
念

が
生
ま
れ
る
前
か
ら
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

を
原
料
と
し
た
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。
86
（
昭
和
61
）
年
に
は
、
日
本
初

の
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
と
し
て
初
め

て
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
認
定
工
場
と
な
り
ま
し

た
。
91
年
に
は
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
地
球
に

や
さ
し
い
デ
ザ
イ
ン
特
別
賞
、
３
Ｒ
（
ス

リ
ー
ア
ー
ル
＝
ゴ
ミ
を
減
ら
す
た
め
の
取

り
組
み
）
推
進
協
議
会
経
済
産
業
省
大

臣
賞
に
も
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
な
事

業
は
、
み
な
さ
ま
の
身
近
な
足
元
の
土
地

に
た
た
ず
ん
で
い
る
、
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
境
界
杭
の
製
造
加
工
販
売
に
な
り
ま

す
。
公
共
の
国
土
調
査
事
業
で
使
用
さ
れ

る
境
界
杭
で
は
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
と
な
り
ま

す
。
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
の
環
境
企

業
と
し
て
も
、
独
自
の
生
産
技
術
を
も
っ

て
、
材
料
調
達
か
ら
出
荷
ま
で
の
エ
コ
ビ

ジ
ネ
ス
の
モ
デ
ル
と
し
て
も
ご
評
価
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
「
リ
サ
イ
ク
ル
に
付
加
価
値
を
！
」「
ゴ

ミ
を
宝
に
！
」「
ゴ
ミ
が
人
を
救
う
！
」

―
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
境
界
杭
の
持
つ
位
置

情
報
価
値
を
利
用
し
、
現
空
間
と
仮
想
空

間
を
繋
ぐ
ト
リ
ガ
ー
と
な
る
「
情
報
杭
」

を
開
発
。
ｌ
ｏ
Ｔ（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
）
情
報
端
末
の
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
（
電
波
を
用

い
て
非
接
触
で
デ
ー
タ
読
み
書
き
す
る
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
）、
セ
ン
サ
ー
と
Ａ
Ｉ
（
人
工

知
能
）
技
術
と
境
界
杭
を
融
合
さ
せ
、
近

年
多
発
す
る
土
砂
豪
雨
災
害
を
検
知
す
る

シ
ス
テ
ム
を
、
防
災
減
災
市
場
へ
提
供
し

て
お
り
ま
す
。
社
訓
で
も
あ
る
小
さ
な
大

企
業
で
エ
コ
と
防
災
を
通
し
て
、
社
会
性

の
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）の
実
現
企
業
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

大
学
時
代
に
つ
い
て
は
、
高
校
時
代
に

コ
ロ
ラ
ド
州
オ
ー
ロ
ラ
市
立
の
高
校
に
留

学
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
帰
国
子
女
入

試
で
入
学
し
ま
し
た
。
岡
山
を
離
れ
神
奈

川
へ
引
っ
越
す
際
に
、
見
送
る
祖
父
が
金

沢
と
間
違
え
て
「
寒
い
と
こ
ろ
じ
ゃ
な
気

を
つ
け
て
！
」
と
言
わ
れ
た
く
ら
い
、
周

り
を
含
め
神
奈
川
の
こ
と
は
全
く
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
初
め
て
小
田
原
駅
で
降
り

て
、
北
条
早
雲
の
銅
像
を
見
て
、
立
ち
食

い
う
ど
ん
を
食
べ
た
ら
、
西
日
本
に
は
な

い
真
っ
黒
の
ス
ー
プ
で
驚
い
た
こ
と
も
懐

か
し
い
で
す
。
ち
な
み
に
、
祖
先
の
出
自

が
岡
山
県
西
部
の
井
原
市
で
、
北
条
早
雲

の
生
ま
れ
た
里
に
な
り
「
色
々
な
ご
縁
が

あ
る
の
か
な
」
と
そ
の
時
思
っ
た
こ
と
も

懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

　

入
学
し
て
か
ら
は
、
軽
音
楽
部
に
所
属

し
、
良
き
先
輩
、
後
輩
に
も
恵
ま
れ
、
４

年
間
毎
日
バ
ン
ド
音
楽
を
お
も
い
っ
き
り

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
全
員

神
大
の
Ｗ
ｈ
ｏ
ｌ
ｅ  

Ｎ
ｅ
ｗ  

Ｗ
ｏ
ｍ
ａ

ｎ 
と
い
う
バ
ン
ド
名
で
Ｖ
Ｏ.

（
ボ
ー
カ

ル
）
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
一
芸
入
試
の

音
楽
メ
ン
バ
ー
の
力
も
あ
っ
て
、
当
時
、

渋
谷
原
宿
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で
演
奏
し
、

Ｔ
Ｖ
番
組
や
、
バ
ン
ド
コ
ン
テ
ス
ト
の
全

国
大
会
な
ど
に
出
演
、
た
く
さ
ん
の
賞
を

い
た
だ
い
た
の
は
良
き
思
い
出
で
す
。

株
式
会
社
リ
プ
ロ
代
表
取
締
役
社
長
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
有
効
利
用
組
合
理
事
　
岡
田
　
謙
吾

神
大
の
出
会
い
に
感
謝
！

おかだ・けんご
1974年岡山県生まれ。47歳。1997年国際経営
学科卒業。軽音楽部。

　

後
輩
へ
の
一
言
。
学
生
時
代
は
学
内
外

で
、
た
く
さ
ん
の
幅
広
い
友
人
を
持
ち
、

刺
激
を
受
け
、
心
を
磨
く
こ
と
が
、
仕

事
に
お
け
る
バ
ラ
ン
ス
感
覚
や
魅
力
と
な

り
、
遠
き
将
来
の
生
き
る
宝
と
な
っ
て
、

磨
き
続
け
ら
れ
る
大
切
な
も
の
と
な
る
と

思
い
ま
す
。

▷ 2015 年　実話をもとに太平洋を渡った杭の
ストーリーを原作にした絵本（日本語・英語）

リプロ本社工場
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私
は
ま
だ
ま
だ
人
生
の
半
ば
で
、
若

輩
者
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の

短
い
人
生
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
山
と

谷
だ
ら
け
の
人
生
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
ど
の
よ
う
な
谷
が
あ
っ
た
か
と
い
い

ま
す
と
、
小
学
生
の
頃
、
兄
が
大
き
な
交

通
事
故
に
遭
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
生
死

を
さ
ま
よ
い
、
一
命
は
取
り
留
め
た
も
の

の
、
今
も
事
故
の
後
遺
症
と
戦
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
私
は
一
度
会
社
を
倒
産
さ

せ
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
父
親

が
務
め
て
い
た
会
社
へ
入
社
致
し
ま
し
た
。

あ
る
時
、
突
然
に
父
親
が
会
社
の
社
長
と

な
る
こ
と
に
な
り
、
結
果
的
に
今
の
会
社

に
て
、
私
が
代
表
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
至
る
ま
で
も
、
そ

の
後
も
、
こ
こ
で
は
書
け
な
い
よ
う
な
大

き
な
谷
が
、
い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
。

　
谷
の
多
い
私
で
す
が
、
私
は
自
分
の
周

囲
で
起
こ
る
事
柄
は
、
全
て
自
分
に
責
任

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
自
分

に
訪
れ
た
い
く
つ
も
の
谷
は
、
全
て
自
分

の
ど
こ
か
に
反
省
す
べ
き
点
が
あ
り
、
自

分
が
引
き
起
こ
し
た
事
象
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
で
す
が
、
今
ま
で
の
い
く
つ
も
の

大
き
な
失
敗
も
、
そ
の
後
の
成
長
に
繋
が

る
事
象
だ
っ
た
と
、
感
謝
さ
え
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
、
そ
の
よ
う
に
感
じ

る
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
失
敗
が
あ
る
た

び
に
、
周
囲
の
人
た
ち
が
支
え
、
助
け
て

く
れ
た
か
ら
で
す
。
兄
の
事
故
の
時
、
会

社
を
潰
し
た
時
、
自
分
が
代
表
に
な
っ
た

時
。
人
生
の
節
々
で
、
周
囲
の
人
が
助
け

て
く
れ
、
大
き
な
力
を
与
え
て
く
れ
ま
し

た
。
自
分
が
現
会
社
の
代
表
に
決
ま
っ
た

際
は
、
不
安
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

過
去
に
会
社
を
潰
し
、
な
ん
の
特
技
も
取

柄
も
な
い
自
分
が
、
社
長
の
息
子
と
い
う

だ
け
で
、
会
社
を
承
継
す
る
。
果
た
し
て
、

従
業
員
は
力
に
な
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う

か
？
そ
ん
な
思
い
で
し
た
。
し
か
し
、
実

際
は
従
業
員
の
み
ん
な
が
助
け
て
く
れ
、

会
社
は
毎
年
利
益
を
出
す
こ
と
が
で
き
、

昨
年
に
お
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
も
関
わ

ら
ず
過
去
最
高
の
売
上
・
収
益
を
出
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
感
謝
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
だ
ま
だ
人
生
の
半
ば
で
は

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
私
の
人
生
は
、

最
高
の
も
の
だ
っ
た
と
心
か
ら
思
え
ま
す
。

　
私
は
岡
山
県
に
生
ま
れ
、
こ
の
地
に
育

株
式
会
社
オ
ー
ユ
ー
シ
ス
テ
ム
　
代
表
取
締
役
社
長
　
南
石
　
拓
哉

人
と
し
て
の
成
長
と
故
郷
岡
山

なんせき・たくや
1979（昭和54）年岡山県生まれ。41歳。2002
年国際経営学科卒。卒業後、カナダに約年2年
間語学留学。帰国後、友人と会社を設立するが、
失敗し、2年で廃業。その後、株式会社オーユー
システムに入社。2015（平成27）年に同社、代
表取締役社長に就任。

て
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
は
、
あ
り
が

た
い
こ
と
に
岡
山
の
地
元
企
業
と
し
て
、

従
業
員
と
共
に
何
と
か
成
長
で
き
て
お

り
、
不
自
由
の
な
い
生
活
も
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。
こ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
、

会
社
を
通
し
て
微
力
な
が
ら
も
地
域
社

会
、
そ
し
て
地
元
岡
山
に
貢
献
し
て
い
く

こ
と
が
、
今
の
私
の
目
標
で
す
。

　
人
生
は
何
が
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
一
番
大
切
な
事
は
、「
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
が

谷
に
落
ち
そ
う
に
な
っ
た
時
に
助
け
て
く
れ

る
の
は
、
い
つ
も
そ
れ
ま
で
の
人
生
を
一
緒

に
過
ご
し
て
き
た
仲
間
た
ち
で
し
た
。
中

学
・
高
校
、
大
学
で
の
出
会
い
、
社
会
人

に
な
っ
て
か
ら
の
出
会
い
、
そ
の
全
て
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。
今
思
え
ば
、
大
学
の

時
ほ
ど
、
金
は
無
い
け
ど
時
間
が
あ
っ
た
時

は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
神
奈
川
大
学

在
籍
の
皆
さ
ん
に
は
、
是
非
と
も
今
を
大

切
に
、
た
く
さ
ん
の
仲
間
と
思
い
出
を
作
っ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
こ
そ
が
、

こ
の
先
の
人
生
に
お
い
て
、
一
番
の
ご
自
身

の
宝
物
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

会社の仲間たち

オーユーシステム本社
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弊
社
は
曾
祖
父
が
棟
梁
を
務
め
て
い
た

職
人
の
集
ま
り
「
梶
岡
工
務
店
」
を
、
祖

父
が
１
９
６
５
（
昭
和
40
）
年
３
月
に
法

人
化
し
「
梶
岡
建
設
株
式
会
社
」
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
し
て
父
の
代
を

経
て
２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
９
月
に
私

が
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
し
、
15
（
平

成
27
）
年
に
は
会
社
創
立
50
周
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
営
業
拠
点
は
真

庭
市
（
本
社
）、
津
山
市
、
岡
山
市
の
３

か
所
で
、
営
業
エ
リ
ア
は
岡
山
県
内
全
域

と
し
て
い
ま
す
。
業
務
内
容
は
建
築
・
土

木
工
事
の
施
工

管
理
を
行
っ
て

お
り
、
公
共
工

事
で
は
学
校
・

こ
ど
も
園
な
ど

の
公
共
施
設
、

道
路
や
河
川
の

改
修
、
水
道
・

下
水
道
工
事
な

ど
、
民
間
工
事
で
は
工
場
・
店
舗
・
マ
ン

シ
ョ
ン
・
個
人
住
宅
な
ど
を
手
掛
け
て
お

り
ま
す
。

　『
徹
（
て
っ
す
る
）』
と
い
う
企
業
マ
イ

ン
ド
の
も
と
地
道
に
実
績
を
積
み
重
ね
た

結
果
、最
近
で
は
受
注
物
件
が
大
型
化
し
、

病
院
・
ホ
テ
ル
・
役
所
機
能
を
含
む
複
合

施
設
な
ど
の
施
工
も
請
け
負
わ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。建
設
業
の
仕
事
の
魅
力
は
、

そ
の
成
果
が
街
を
形
成
す
る
パ
ー
ツ
と
し

て
、
ま
た
は
生
活
を
支
え
る
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
と
し
て
永
く
残
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ

る
と
考
え
ま
す
。
物
件
が
大
型
化
す
れ
ば

そ
れ
だ
け
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も

高
く
な
っ
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

今
後
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
建
設
業
界
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
す
か
想
像
す
る
こ

と
し
か
で
き
ま
せ
ん
が
、
決
し
て
見
通
し

は
明
る
く
あ
り
ま
せ
ん
。
生
き
残
る
た
め

に
何
を
す
る
べ
き
か
日
々
悩
ん
で
お
り
ま

す
が
、
ま
ず
は
足
元
を
固
め
、
先
見
性
と

柔
軟
な
発
想
を
も
っ
て
地
域
社
会
か
ら
必

要
と
さ
れ
る
企
業
で
あ
る
た
め
の
努
力
に

『
徹
』
し
て
参
り
ま
す
。

　
社
長
を
務
め
る
私
は
１
９
９
４
（
平
成

６
）
年
４
月
に
神
奈
川
大
学
に
入
学
し
ま

し
た
。
経
営
学
部
と
い
う
こ
と
で
、
４
年

間
平
塚
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
い
ま
し
た
。
入

学
当
初
か
ら
岡
山
か
ら
は
決
し
て
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
富
士
山
を
毎
日
の
よ
う
に

眺
め
ら
れ
る
景
観
に
感
動
し
た
り
、
野
球

場
の
ベ
ン
チ
の
陰
か
ら
走
っ
て
逃
げ
て
い

く
野
ウ
サ
ギ
に
び
っ
く
り
し
た
り
と
平
塚

の
自
然
を
満
喫
し
て
お
り
ま
し
た
。
学
生

時
代
は
有
難
い
こ
と
に
友
人
に
恵
ま
れ
、

楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
当
時
「V

agabond Liberties

」
と

い
う
野
球
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
て
お
り

ま
し
た
。
そ
の
サ
ー
ク
ル
の
友
人
を
中
心

梶
岡
建
設
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
社
長
　
梶
岡
　
秀
成

『
徹
（
て
っ
す
る
）』

かじおか・ひでなり
1974（昭和49）年6月14日岡山県生まれ。98（平
成10）年3月経営学部国際経営学科卒業。出身
高校は渋野日向子やオダギリジョーを輩出した
岡山県作陽高校。大学卒業後、岡山市内の住宅
メーカーに就職。趣味といえば休日にゴルフや
野球をたしなむ程度です。

に
気
が
付
け
ば
私
の
ア
パ
ー
ト
の
部
屋
は

ち
ょ
っ
と
し
た
溜
ま
り
場
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
６
畳
の
部
屋
に
15
人
く
ら
い
で
朝

ま
で
飲
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
卒
業

か
ら
20
年
以
上
経
ち
ま
し
た
が
、
当
時
の

友
人
と
は
年
に
１
回
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
に

野
球
観
戦
に
行
っ
た
り
、
先
日
は
リ
モ
ー

ト
で
忘
年
会
や
新
年
会
を
開
催
し
た
り
と

現
在
も
交
流
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
卒
業

後
は
箱
根
駅
伝
く
ら
い
で
し
か
神
大
の
名

前
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

と
あ
る
き
っ
か
け
か
ら
Ｏ
Ｂ
の
先
輩
と
お

近
づ
き
に
な
り
、
岡
山
県
宮
陵
会
に
も
参

加
さ
せ
て
頂
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
参

加
し
始
め
た
頃
は
私
だ
け
だ
っ
た
平
塚

キ
ャ
ン
パ
ス
出
身
者
も
徐
々
に
増
え
て
き

て
、
今
で
は
宮
陵
会
抜
き
で
お
付
き
合
い

を
し
て
頂
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
豊
か
な
人
生
に
は
大
小
様
々
な
ご
縁
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
神
奈
川
大
学
を
通

じ
て
頂
い
た
大
切
な
ご
縁
が
末
永
く
続
い

て
い
く
よ
う
、
仕
事
に
も
宮
陵
会
に
も
力

を
尽
く
す
こ
と
に
『
徹
』
す
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

施行事例

施行事例
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富
山
大
学
経
済
学
部
に
大
熊
信
行
文
庫

が
開
設
さ
れ
て
か
ら
３
年
余
り
。
神
奈
川

大
学
、
富
山
大
学
の
教
壇
に
立
っ
た
大
熊

先
生
は
経
済
分
野
の
み
な
ら
ず
評
論
家
、

思
想
家
、歌
人
と
し
て
幅
広
く
活
躍
し
た
。

文
庫
に
収
蔵
さ
れ
る
書
籍
、
資
料
類
は
膨

大
か
つ
多
彩
。
主
な
利
用
対
象
は
同
大
学

経
済
学
部
の
教
員
、
学
生
だ
が
、
手
続
き

を
経
れ
ば
一
般
の
人
も
利
用
で
き
る
。

　

大
熊
先
生
は
１
９
５
２（
昭
和
27
）
年

か
ら
70（
昭
和
45
）年
ま
で
神
奈
川
大
学

で
経
済
学
、
経
済
原
論
、
計
画
経
済
論
を

担
任
。
こ
の
間
の
53（
昭
和
28
）年
か
ら
56

（
昭
和
31
）
年
ま
で

富
山
大
学
経
済
学
部

で
経
済
原
論
の
教
壇

に
立
っ
た
。
先
生
は

27（
昭
和
２
）
年
か

ら
42
（
昭
和
17
）
年

ま
で
、
富
山
大
学
経

済
学
部
の
前
身
の
高

岡
高
等
商
業
学
校
で

も
経
済
原
論
、
社
会

学
、
経
済
学
史
、
経

済
政
策
の
教
鞭
を

と
っ
た
。
在
職
中
の
41（
昭
和
16
）年
、「
経

済
理
論
に
お
け
る
配
分
原
理
の
所
在
並
に

適
用
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
で
経
済
学

博
士
。

　

先
生
は
77
（
昭
和
52
）
年
に
84
歳
で
死

去
。
没
後
に
発
足
し
た
大
熊
信
行
研
究
会

を
主
宰
、
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
に
亡

く
な
っ
た
神
奈
川
大
学
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
榊
原

昭
夫
さ
ん
の
遺
族
か
ら
富
山
大
学
に
先
生

の
手
稿
、
蔵
書
な
ど
大
量
の
寄
贈
が
あ
っ

た
。
榊
原
さ
ん
は
大
熊
ゼ
ミ
出
身
（
61
＝

昭
和
36
年
、法
経
学
部
経
済
学
科
卒
）
で
、

出
版
社
に
勤
め
る
傍
ら
先
生
の
仕
事
を
支

え
続
け
た
。
先
生
に
関
連
す
る
著
作
も
あ

る
。　

　

富
山
大
学
経
済
学
部
は
高
岡
高
等
商
業

学
校
以
来
の
蔵
書
、
卒
業
論
文
な
ど
の
諸

資
料
を
多
く
保
管
し
て
い
た
。
大
熊
先
生

関
連
の
資
料
も
含
ま
れ
る
。
榊
原
さ
ん
の

遺
族
か
ら
の
寄
贈
を
機
に
従
来
か
ら
所
蔵

の
資
料
と
合
わ
せ
て
「
大
熊
信
行
文
庫
」

と
し
て
公
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
開
設

さ
れ
た
の
は
、
収
蔵
リ
ス
ト
を
掲
載
す

る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
公
開
し
た
２
０
１
７

（
平
成
29
）
年
10
月
。

　

入
り
口
ド
ア
に
「
大
熊
信
行
文
庫
」

の
表
札
と
先
生
自
筆
の
短
歌
が
掲
げ

ら
れ
る
。
手
稿
の
ほ
か
著
書
、
関
連
図

書
、
抜
刷
り
、
冊
子
、
雑
誌
、
視
聴

覚
資
料
、
書
簡
な
ど
約
７
７
０
件
（
約

千
五
百
冊
）
が
並
ぶ
。
社
会
科
学
系
が
主

だ
が
伝
記
、随
筆
、
文
学
に
か
か
わ
る
文
献

も
収
蔵
。
最
も
多
い
の
は
五
百
点
に
及
ぶ

図
書
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
世
界
で
幅
広
く

活
躍
し
た
だ
け
に
雑
誌
類
も
目
立
つ
。
講
義

な
ど
を
収
録
し
た
録
音
テ
ー
プ
も
あ
る
。

　

神
奈
川
大
学
関
係
で
は
、「
神
奈
川
大

学
創
立
35
周
年
記
念
論
文
集
」「
神
奈
川

大
学
五
十
年
小
史
」「
神
奈
川
大
学
経
済

学
部
設
立
50
周
年
記
念
誌
」「
神
奈
川
大

学
大
熊
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
機
関
誌
創
刊
号
「
百

言
」
の
ほ
か
、関
連
資
料
が
収
蔵
さ
れ
る
。

収
集
先
は
神
奈
川
大
学
、
富
山
大
学
の
ゼ

ミ
関
係
者
、卒
業
生
、研
究
者
、

大
熊
信
行
研
究
会
と
多
方
面

に
わ
た
っ
た
。
録
音
テ
ー
プ

に
は
雑
音
や
途
切
れ
が
あ
り
、

デ
ジ
タ
ル
保
存
に
手
間
が
か

か
っ
た
。
リ
ス
ト
作
成
に
も
時

間
を
要
し
た
。

大
熊
信
行
先
生
が
つ
な
ぐ
神
奈
川
大
学
と
富
山
大
学

　

富
山
大
学
経
済
学
部
は
、
今
後
も
受
贈

な
ど
を
受
け
て
文
庫
の
一
層
の
充
実
を
図

る
方
針
。
資
料
室
の
担
当
者
は
「
大
熊
先

生
の
資
料
を
保
管
し
利
用
に
供
す
る
こ
と

は
、本
学
部
が
担
う
役
割
で
す
」
と
語
る
。

利
用
時
間
は
平
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
。
経
済
学
部
資
料
室
ス
タ
ッ
フ

が
立
ち
合
う
。
事
前
連
絡
が
必
要
。

（
文
・
構
成
◎
浅
田
　
勁
）

文庫入り口に掲げられる
「大熊信行文庫」の表札

机が置かれる内部の全景

在りし日の大熊信行先生＝
新城元吉氏提供

　

神
奈
川
大
学
で
１
９
５
２
年
か
ら
18
年
間
に
渡
っ
て
教
鞭
を
と
っ
た
大
熊
信
行
先
生
の
名
を
冠
し
た
「
大
熊
信
行
文
庫
」
が
２
０
１
７
年
、
富

山
大
学
に
開
設
さ
れ
た
。
先
生
は
１
９
５
５
年
前
後
の
数
年
間
を
富
山
大
学
で
も
教
鞭
を
と
る
な
ど
同
大
学
と
縁
が
深
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
先
生
は
経
済
分
野
に
と
ど
ま
ら
ず
評
論
家
、
思
想
家
、
歌
人
と
し
て
幅
広
く
活
躍
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
先
生
が
亡
く
な
っ
て
か
ら

40
年
余
。
大
熊
文
庫
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
神
大
大
熊
ゼ
ミ
卒
業
生
に
先
生
の
思
い
出
や
人
生
へ
の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
つ
づっ
て
も
ら
っ
た
。

経済学部がある富山大学五福キャンパス
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私
が
神
奈
川
大
学
法
経
学
部
貿
易
学
科

に
入
学
し
た
の
は
１
９
６
３
（
昭
和
38
）

年
４
月
。
将
来
は
商
社
マ
ン
と
な
っ
て
世

界
を
飛
び
回
る
の
が
夢
だ
っ
た
。
授
業
が

ス
タ
ー
ト
す
る
と
、
す
ぐ
に
そ
の
夢
は
砕

か
れ
た
。
通
商
、
数
字
の
世
界
に
興
味
が

持
て
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

私
は
大
熊
信
行
先
生
の
ゼ
ミ
に
入
っ

た
。
先
生
は
経
済
学
、
経
済
原
論
の
授
業

を
受
け
持
っ
て
い
た
。
当
時
、
評
論
家
、

思
想
家
と
し
て
新
聞
や
雑
誌
の
世
界
で
幅

広
く
活
躍
し
て
い
た
。
そ
の
活
躍
ぶ
り
に

ひ
か
れ
て
の
ゼ
ミ
入
門
だ
っ
た
。
先
生
は

戦
時
中
、
国
策
協
力
団
体
・
大
日
本
言

論
報
告
会
理
事
を
務
め
た
こ
と
か
ら
、
戦

後
、
公
職
追
放
処
分
を
受
け
た
。
47
（
昭

和
22
）
年
４
月
か
ら
翌
年
５
月
に
か
け
て

季
刊
「
理
論
」
に
、
自
ら
の
戦
争
責
任
を

反
省
し
て
「
告
白
」
を
発
表
し
た
こ
と
も

私
を
大
熊
ゼ
ミ
に
誘
っ
た
。

　

大
学
３
年
生
の
66
（
昭
和
41
）
年
、
ゼ

ミ
の
機
関
誌
「
百
言
」
が
創
刊
さ
れ
た
。

今
回
改
め
て
ひ
も
解
く
と
、
私
は
４
人
の

編
集
委
員
の
１
人
に
名
を
連
ね
て
い
る
。

題
名
の
「
百
言
」
は
先
生
が
命
名
し
た
。

内
容
は
大
熊
ゼ
ミ
ら
し
く
経
済
、
社
会
思

想
、
評
論
、
文
学
と
多
岐
に
わ
た
っ
た
。

先
生
も
評
論
「
求
心
・
遠
心
・
そ
し
て
抵

抗
」
を
寄
稿
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
私
の

テ
ー
マ
は
「
核
時
代
に
お
け
る
国
家
へ
の

忠
誠
と
平
和
問
題
」。◇

　

山
形
県
米
沢
市
に
生
ま
れ
た
先
生
は
21

（
大
正
10
）
年
、
東
京
商
科
大
学
（
現
・

一
橋
大
学
）
を
卒
業
す
る
と
小
樽
高
等
商

業
学
校（
現
小
樽
商
科
大
学
）の
教
師（
翌

年
教
授
）
と
な
っ
た
。
教
え
子
に
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
文
学
で
知
ら
れ
る
小
説
家
の
小
林

多
喜
二
、
詩
人
で
小
説
家
の
伊
藤
整ひ

と
しが

い
た
。

　

伊
藤
の
自
伝
小
説「
若
い
詩
人
の
肖
像
」

に
よ
る
と
、
先
生
は
多
喜
二
と
親
し
か
っ

た
。
一
歩
距
離
を
置
い
て
い
た
伊
藤
は

「
私
は
小
林
に
近
づ
き
も
せ
ず
、
大
熊
教

授
に
近
づ
き
も
し
な
か
っ
た
が
、
そ
の
二

人
の
意
味
あ
り
げ
な
熱
心
な
居
残
り
会
談

を
し
ば
し
ば
合
併
教
室
で
見
た
。
そ
し
て

私
は
そ
れ
を
気
に
か
け
た
」
と
書
い
て
い

る
。
多
喜
二
は
33
（
昭
和
８
）
年
、

東
京
・
築
地
署
で
拷
問
に
よ
っ
て
殺
害
さ

れ
た
。
先
生
は
当
時
、
高
岡
高
等
商
業
学

校
（
現
・
富
山
大
学
経
済
学
部
）
の
教
授

を
務
め
て
い
た
。

　

伊
藤
は
「
若
い
詩
人
の
肖
像
」
で
先
生

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
描
く
。「
大
熊
信

行
は
、
背
が
高
く
、
面
長
で
、
顎
が
少

し
シ
ャ
ク
れ
、
そ
の
頬
が
美
し
く
紅
潮
し

て
い
た
」「
彼
は
合
の
長
い
オ
ー
ヴ
ァ
ー

を
着
て
、
学
校
の
坂
を
登
り
、
ま
た
下
る

時
に
、
ゆ
っ
く
り
と
歩
い
た
。
そ
の
オ
ー

ヴ
ァ
ー
は
大
変
ゆ
っ
た
り
と
作
ら
れ
て
い

て
、
彼
が
歩
く
度
に
そ
の
裾
が
大
き
く

揺
れ
た
。
そ
の
特
別
仕
立
ら
し
い
オ
ー

ヴ
ァ
ー
の
揺
れ
方
が
、
彼
に
ダ
ン
デ
ィ
ー

と
い
う
印
象
を
与
え
た
」。　

　

伊
藤
は
50
（
昭
和
25
）
年
、
訳
書
の
ロ

レ
ン
ス
著
「
チ
ャ
タ
レ
イ
夫
人
の
恋
人
」

が
わ
い
せ
つ
文
書
の
疑
い
が
あ
る
と
し
て

摘
発
さ
れ
、
最
高
検
に
よ
っ
て
出
版
社
と

と
も
に
起
訴
さ
れ
た
。
57
（
昭
和
32
）
年
、

最
高
裁
判
所
で
上
告
が
棄
却
、
罰
金
刑
が

確
定
し
て
い
る
。
そ
の
後
も
、
文
学
活
動

に
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。

◇

　

大
熊
先
生
の
授
業
は
理
路
整
然
と
し

て
い
た
。
先
生
の
背
広
の
胸
の
ポ
ケ
ッ
ト

に
は
、
い
つ
も
セ
ン
ス
が
良
い
ハ
ン
カ
チ

が
目
立
っ
た
。
私
は
先
生
に
命
じ
ら
れ
て

毎
回
、
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
で
授
業
内
容

を
録
音
す
る
係
だ
っ
た
。
授
業
が
終
わ
る

と
私
は
横
浜
駅
に
同
行
し
た
。
先
生
の

自
宅
マ
ン
シ
ョ
ン
は
東
京
・
高
輪
に
あ
っ

た
。
た
び
た
び
横
浜
駅
西
口
の
喫
茶
店
で

コ
ー
ヒ
ー
と
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
を
ご
ち
そ
う

大熊先生との
思い出

浅田　勁（76歳）

に
な
っ
た
。
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
を
食
べ
た
の

は
そ
の
時
が
初
め
て
だ
っ
た
。
り
ん
ご
が 

た
っ
ぷ
り
入
っ
て
い
た
。

　

私
は
先
生
の
秘
書
役
で
も
あ
っ
た
。
先

生
の
夏
の
避
暑
先
は
軽
井
沢
の
万
平
ホ
テ

ル
。
先
生
の
要
請
で
、
高
輪
の
マ
ン
シ
ョ

ン
か
ら
郵
便
物
を
軽
井
沢
へ
届
け
た
こ
と

も
あ
っ
た
。
万
平
ホ
テ
ル
は
落
ち
着
い
た

雰
囲
気
で
高
級
感
が
あ
っ
た
。
後
年
、
私

は
万
平
ホ
テ
ル
を
訪
れ
た
。
そ
の
際
、
テ

ラ
ス
で
作
家
の
水
上
勉
氏
に
水
割
り
を
ご

ち
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

水
上
の
出
身
地
、
福
井
県
・
若
狭
の
話
が

話
題
と
な
っ
た
。

　

先
生
は
ゼ
ミ
生
を
し
ば
し
ば
高
輪
の
マ

ン
シ
ョ
ン
に
招
い
た
。
奥
さ
ん
を
亡
く
し

て
１
人
暮
ら
し
だ
っ
た
。
手
料
理
を
ご
ち

そ
う
し
て
く
れ
た
。
鳥
の
ス
ー
プ
で
作
っ

た
雑
煮
の
う
ま
さ
が
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な

い
。
洋
ナ
シ
「
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
」
を
食
べ

た
の
も
初
め
て
だ
っ
た
。
山
形
県
の
特
産

で
あ
る
こ
と
を
の
ち
に
知
っ
た
。
興
が
乗

る
と
、
先
生
は
私
た
ち
を
銀
座
に
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
た
。
有
名
な
ド
イ
ツ
料
理
屋

や
ビ
ア
ホ
ー
ル
、
喫
茶
店
で
食
事
や
会
話

を
楽
し
ん
だ
。
今
か
ら
思
う
と
、
大
変
な

出
費
だ
っ
た
と
思
う
。◇　

　

先
生
は
そ
の
時
々
の
流
行
、
社
会
現
象

の
す
べ
て
に
興
味
を
持
っ
た
。
当
時
、
体

を
激
し
く
動
か
し
て
踊
る
「
ゴ
ー
ゴ
ー
」

が
若
者
の
間
で
は
や
っ
た
。
そ
の
実
態
を

見
よ
う
と
し
た
の
か
、
先
生
は
私
を
赤
坂

の
「
Ｍ
Ｕ
Ｇ
Ｅ
Ｎ（
ム
ゲ
ン
）」
に
誘
っ
た
。

色
と
り
ど
り
の
稲
光
の
よ
う
な
光
が
交
差

ゼ
ミ
誌
「
百
言
」
の
表
紙
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す
る
暗
い
会
場
で
は
、
数
十
人
の
若
者
が

我
を
忘
れ
た
よ
う
に
踊
っ
て
い
た
。
先
生

は
踊
り
の
中
へ
す
っ
と
入
っ
て
い
っ
た
。

長
身
の
先
生
は
、
踊
る
と
い
う
よ
り
は
、

若
者
の
間
を
ヒ
ョ
ロ
ヒ
ョ
ロ
と
泳
い
で
い

る
よ
う
な
感
じ
だ
っ
た
。
私
は
、
口
を
開

け
て
見
守
る
だ
け
だ
っ
た
。

　

先
生
は
当
時
、
新
聞
や
雑
誌
に
論
文
・

評
論
、
エ
ッ
セ
ー
を
書
い
て
い
た
。
定
期

的
な
コ
ラ
ム
欄
も
担
当
し
て
い
た
。
掲
載

日
の
前
日
に
は
新
聞
社
に
出
か
け
て
ゲ
ラ

を
最
終
チ
ェ
ッ
ク
、
手
を
入
れ
て
い
た
。

私
は
新
聞
社
へ
同
行
す
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。
活
字
に
対
す
る
先
生

の
厳
格
な
姿

勢
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。

◇

　

先
生
が
亡
く
な
っ
た
の
は
１
９
７
７（
昭

和
52
）
年
６
月
20
日
。
84
歳
だ
っ
た
。
私

は
今
か
ら
十
数
年
前
、
小
樽
商
科
大
学
を

訪
れ
て
、
こ
の
場
所
で
教
鞭
を
と
っ
て
い

た
在
り
し
日
の
先
生
を
忍
ん
だ
。「
そ
の
学

校
は
、
落か

ら
ま
つ

葉
松
に
蔽お
お

わ
れ
た
山
の
中
腹
を

切
り
崩
し
て
、
か
な
り
広
い
敷
地
を
取
っ

て
建
て
ら
れ
て
あ
っ
た
。
校
舎
は
薄
い
緑

色
に
塗
っ
た
木
造
の
二
階
建
で
、
遠
く
海

に
面
し
て
い
た
。
建
物
の
裏
手
に
三
つ
の

棟
が
山
の
方
に
伸
び
て
い
た
。
校
舎
の
主

屋
の
中
央
は
三
階
の
塔
に
な
っ
て
い
た
」。

「
数
え
年
十
八
の
私
に
は
、
そ
の
校
舎
が

ず
い
ぶ
ん
立
派
に
見
え
た
」。
伊
藤
が
「
若

い
詩
人
の
肖
像
」
で
描
く
当
時
の

小
樽
高
等
商
業
学
校

の
風
景
で
あ
る
。

◇

　

私
は
87（
昭
和
62
）年
、

神
奈
川
新
聞
社
東
京
支

社
報
道
部
勤
務
と
な
っ
た
。

国
会
や
各
省
庁
が
取
材
先

だ
っ
た
。
支
社
は
銀
座
・
並

木
通
り
に
あ
っ
た
。
先
生
が

亡
く
な
っ
て
10
年
が
た
っ
て

い
た
。
時
間
が
で
き
る
と
、
先

生
が
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
レ

ス
ト
ラ
ン
や
喫
茶
店
を
訪
れ
た
。

厳
し
か
っ
た
が
温
か
っ
た
先
生

の
存
在
は
、
私
の
脳
裏
か
ら
離
れ

た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　

先
生
の
没
後
、
ゼ
ミ
の
先
輩
で

あ
さ
だ
・
つ
よ
し

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
元
神
奈
川
新
聞
記
者
。
１
９
６
７（
昭

和
42
）年
貿
易
卒
。
著
書
に
「
海
軍
料
亭
小
松
物
語
」（
か

な
し
ん
出
版
）、「
幕
末
動
乱
」（
神
奈
川
新
聞
社
）、「
鎌
倉

千
年
の
歩
み
ー
段
葛
か
ら
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
」（
歴
史
探
訪
社
）、

「
綾
瀬
・
相
模
の
も
の
の
ふ 

渋
谷
一
族
の
興
亡
―
平
家
か
ら

源
氏
へ
」（
渋
谷
一
族
を
語
る
会
）

宝物の色紙

出
版
社
勤
務
の
榊
原
昭
夫
さ
ん
主
宰
の

大
熊
信
行
研
究
会
が
発
足
。
毎
年
６
月
、

東
京
・
神
楽
坂
の
日
本
出
版
ク
ラ
ブ
会
館

で
研
究
発
表
会
・
総
会
・
懇
親
会
が
開

か
れ
た
。
私
は
梅
雨
の
中
、
先
生
と
の
思

い
出
を
た
ど
り
な
が
ら
神
楽
坂
を
上
る

の
が
好
き
だ
っ
た
。
山
形
県
米
沢
市
に
墓

参
に
も
行
っ
た
。
榊
原
さ
ん
の
死
去
に
伴

い
、
研
究
会
は
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年

に
休
止
と
な
っ
た
。

　

私
の
手
元
に
は
、
先
生
か
ら
の
私
信
数

通
と
３
枚
の
色
紙
が
あ
っ
た
。
富
山
大
学

に
大
熊
信
行
文
庫
が
開
設
さ
れ
た
こ
と

を
同
窓
の
土
屋
和
彦
さ
ん
か
ら
聞
い
た
私

は
、
土
屋
さ
ん
を
通
し
て
私
信
を
文
庫
に

寄
贈
し
た
。
富
士
市
在
住
の
土
屋
さ
ん
は

現
在
、
大
熊
ゼ
ミ
同
窓
会
の
世
話
役
を
務

め
て
い
る
。
私
に
は
先
生
が
書
い
て
く
れ

た
３
枚
の
色
紙
が
残
っ
た
。「
い
ま
こ
そ

我
の
こ
こ
ろ
は
さ
だ
ま
る
ぞ
星
よ
こ
と
ご

と
く
座
を
う
ご
く
な
」。
好
き
な
１
枚
で

あ
る
。
宝
物
と
し
て
、
大
事
に
し
た
い
。

　

私
は
３
月
下
旬
に
富
山
大
学
を
訪
れ

た
。
担
当
の
方
が
文
庫
開
設
の
経
緯
や

概
要
を
説
明
し
て
く
れ
た
。
私
は
手
元
に

あ
っ
た
先
生
の
色
紙
３
枚
の
う
ち
１
枚
を

寄
贈
し
た
。

想い出の
ひとコマ

新城　元吉（79歳）

　

大
熊
ゼ
ミ
に
入
っ
た
の
が
１
９
６
４（
昭

和
39
）
年
。
先
生
は
71
歳
。
す
で
に
歌
論
、

歌
人
と
し
て
経
済
学
者
、
そ
し
て
思
想
家

と
し
て
著
名
な
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
、

１
９
７
３
（
昭
和
48
）
年
頃
、
先
生
80
歳
。
高
輪
の
マ
ン
シ
ョ

ン
で
ゼ
ミ
卒
の
先
輩
、
後
輩
た
ち
と
食
事
を
楽
し
む
。
手
前

左
か
ら
時
計
周
り
に
筆
者
、
出
町
昭
六
（
元
横
浜
市
役
所
）、

榊
原
昭
夫
（
元
教
育
出
版
社
）、
浅
田
勁
（
元
神
奈
川
新
聞
社
）

の
各
氏
と
先
生
。
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先
生
は
朝
日
新
聞
に
「
軍
事
占
領
と
日
本

の
民
主
主
義
」
を
連
載
。
こ
れ
を
き
っ
か

け
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
、
論
壇
に
戦
後
史

論
争
が
起
き
た
。
先
生
は
従
来
よ
り
も
執

筆
活
動
が
増
し
、
一
層
の
多
忙
を
き
わ
め

て
い
た
。
論
壇
の
第
一
人
者
で
も
あ
っ
た
。

　

私
は
１
９
６
６
（
昭
和
41
）
年
に
卒
業

し
て
、
先
生
が
84
歳
で
お
亡
く
な
り
に
な

る
ま
で
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
そ
の
間
、

先
生
の
食
材
の
買
物
や
料
理
の
手
伝
い
、

一
緒
の
食
事
を
頻
繁
に
し
た
こ
と
が
忘
れ

ら
れ
な
い
想
い
出
。

　

先
生
は
大
変
な
食
通
で
も
あ
っ
た
。
一

例
に
鳥
の
ス
ー
プ
。
鳥
を
丸
ご
と
，
タ
マ

ネ
ギ
10
個
を
深
鍋
で
約
７
時
間
、
弱
火

で
煮
る
と
透
明
な
ス
ー
プ
が
で
き
る
。
こ

れ
を
塩
と
黒
胡
椒
の
み
で
味
わ
う
の
が
好

み
。
火
加
減
を
誤
る
と
ス
ー
プ
が
濁
る
。

ス
ー
プ
が
濁
る
度
に
幾
度
叱
ら
れ
た
こ
と

か
。
ま
た
先
生
は
、
自
ら
の
手
料
理
で
ゼ

ミ
の
卒
業
生
た
ち
に
食
事
を
ふ
る
ま
う
の

も
楽
し
み
の
よ
う
だ
っ
た
。
先
生
の
一
面

を
知
る
懐
か
し
い
想
い
出
で
あ
る
。

し
ん
じ
ょ
う
・
げ
ん
き
ち

　

１
９
４
１（
昭
和
16
）年
生
ま
れ
。
66（
昭
和
41
）年
経
済

学
科
卒
業
。
通
信
社
の
記
者
を
経
て
出
版
社
の
雑
誌
編
集

畑
を
歩
む
。
80（
昭
和
55
）年
沖
縄
県
宮
古
島
市
に
帰
る
。「
日

刊
宮
古
」
新
聞
創
刊
編
集
局
長
。
２
０
１
７（
平
成
29
）
年

ま
で
宮
古
島
市
議
会
議
員（
７
期
）。
18（
平
成
30
）年
旭
日

双
光
章
受
章
。
現
在
農
業
。

つ
ち
や
・
か
ず
ひ
こ

　

１
９
４
４
（
昭
和
19
）
年
静
岡
県
生
ま
れ
。
１
９
６
７（
昭

和
42
）年
貿
易
卒

大熊先生の
遺されたもの
土屋　和彦（76歳）

　

大
熊
先
生
の
没
後
22
年
目
の
秋
、
ゼ
ミ

１
期
生
の
出
町
昭
六
さ
ん
や
３
期
生
の
榊

原
昭
夫
さ
ん
の
発
案
で
先
生
が
か
つ
て
教

鞭
を
と
ら
れ
た
高
岡
高
商
ゆ

か
り
の
地
を
訪
ね
た
。（
参

加
者
10
名
）
当
時
、
地
元
紙

の
富
山
新
聞
に
▽
大
熊
教
授

し
の
び
高
岡
へ
▽
神
奈
川
大

学
大
熊
ゼ
ミ
卒
業
生
が
来
訪

と
二
回
に
わ
た
り
紹
介
さ
れ

た
。
こ
の
こ
と
が
機
縁
と
な

り
、
２
０
０
２
（
平
成
14
）

年
４
月
、
富
山
大
学
大
熊
ゼ

ミ
卒
業
生
と
の
合
同
交
流
会

が
開
か
れ
６
人
ず
つ
12
名
が

出
席
し
た
。『
越
嶺
会
報
』（
富

山
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

誌
）
48
号
に
詳
細
が
記
録
さ

れ
て
い
る
。
２
０
０
５
（
平

成
17
）
年
10
月
に
は
二
回
目

の
交
流
会
が
行
わ
れ
た
が
、

そ
の
後
休
止
の
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
の
は
残
念
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
１
人
の

恩
師
を
媒
介
に
し
て
遠
く
離

れ
た
２
つ
の
大
学
の
教
え
子
た
ち
が
交
流

す
る
機
会
を
遺
さ
れ
た
先
生
は
、
偉
大
な

教
育
者
だ
っ
た
と
思
う
。
ま
た
、
昨
今
の

混
迷
の
時
代
こ
そ
『
国
家
悪
』
を
は
じ
め

と
す
る
先
生
の
著
作
が
読
み
継
が
れ
る
こ

と
を
切
望
し
た
い
。

▽
３
つ
の
文
庫　
「
大
熊
信
行
文
庫
」
と

称
さ
れ
る
も
の
は
３
か
所
あ
る
。

　

山
形
県
立
図
書
館
（
山
形
市
）
は
、
明

治
以
降
活
躍
し
た
山
形
県
出
身
の
著
名
人

22
人
を
紹
介
す
る
「
県
人
文
庫
」
で
、
斎

藤
茂
吉
な
ど
と
並
ん
で
先
生
の
略
歴
、
文

献
目
録
を
整
備
、
紹
介
す
る
。

　

故
・
榊
原
昭
夫
氏
が
保
管
・
管
理
し
て

い
た
大
熊
先
生
の
著
作
な
ど
の
う
ち
、
社

会
科
学
関
連
を
中
心
に
富
山
大
学
経
済
学

部
に
寄
贈
。
同
学
部
資
料
室
に
文
庫
が
開

設
さ
れ
、
展
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
に

は
先
生
の
自
筆
論
文
な
ど
貴
重
な
も
の
が

多
数
含
ま
れ
る
。

　

文
学
関
連
は
、
日
本
現
代
詩
歌
文
学
館

（
北
上
市
）
に
寄
贈
さ
れ
、「
大
熊
信
行
文

庫
（
榊
原
昭
夫
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）」
と
し
て

図
書
・
雑
誌
受
け
入
れ
目
録
が
作
成
さ
れ

た
。

　

幻
の
歌
誌
と
し
て
な
か
な
か
見
る
こ
と

の
で
き
な
か
っ
た
『
ま
る
め
ら
』。
合
本

や
コ
ピ
ー
本
な
ど
を
含
め
通
巻
１
７
４
号

全
号
が
所
蔵
さ
れ
る
。
歌
人
と
し
て
の
大

熊
研
究
に
は
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
。
先

生
や
榊
原
氏
の
郷
里
、
東
北
の
地
に
「
文

庫
」
が
設
け
ら
れ
た
の
も
何
か
の
縁
で
あ

ろ
う
。

神奈川大学、富山大学「大熊ゼミ」合同交流会＝ 2002 年 4 月 13 日、新宿区の日本出版
クラブ会館。前列が富山大学大熊ゼミ、後列が神奈川大学大熊ゼミ（右から 2 人目が筆者）
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山形県米沢市に生まれる（２月 18 日）
東京商科大学（現・一橋大学）卒業
小樽高等商業学校（現・小樽商科大学）教師（翌年教授に昇任）。小説家・小林多喜二、詩人、小説家・伊藤整（ひとし）を教える
伊藤整、小樽高等商業学校入学（１年上級に小林多喜二）
小樽高等商業学校教授を退任
高岡高等商業学校（現・富山大学経済学部）教授
歌誌「まるめら」創刊。短歌運動推進

「マルクスのロビンソン物語」出版
イギリスなどに留学（３年間）。ロンドン留学中に宮本（中条）百合子と親交
小林多喜二、築地署で拷問によって殺される。29 歳
高岡高等商業学校教授を退任
大日本言論報告会理事
公職追放

「告白」（４月から翌年５月にかけて季刊「理論」１号から４号に発表）
神奈川大学教授
富山大学教授（神奈川大学兼任）
富山大学経済学部長
富山大学教授を退任
伊藤整「若い詩人の肖像」刊行

「国家悪」発表　　　　
「家庭論」発表
神奈川大学第二経済学部長
伊藤整死去。64 歳。青山斎場で葬儀。葬儀委員長は川端康成
神奈川大学を退任（翌年３月まで非常勤講師）
創価大学教授

「生命再生産の理論」刊行
死去（６月 20 日）。84 歳
大熊信行研究会発足
大熊信行研究会が活動休止

1893
1921
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25
27

29

33
42
43
47

52
53
54
56

57
63
65
69

71
74
77
79

2015

（明治26）
（大正10）

（大正11）
（大正14）
（昭和 ２）

（昭和４）

（昭和 ８）
（昭和 17）
（昭和 18）
（昭和 22）

（昭和 27）
（昭和 28）
（昭和 29）
（昭和 31）

（昭和 32）
（昭和 38）
（昭和 40）
（昭和 44）

（昭和 46）
（昭和 49）
（昭和 52）
（昭和 54）
（平成 27）

年
年

年
年
年

年

年
年
年
年

年
年
年
年

年
年
年
年

年
年
年
年
年

出身の山形県立米沢興譲館高校にある大熊先生歌碑＝
土屋和彦氏提供

大熊信行・関連略年表

大熊先生の思い出
ジョンレノンとの

引き合わせ
中川　六郎（74歳）

　

大
熊
信
行
先
生
は
ゼ
ミ
の
あ
と
、
横

浜
駅
ビ
ル
の
喫
茶
店
な
ど
で
、
よ
く
学
生

に
コ
ー
ヒ
ー
を
振
る
舞
わ
れ
た
。
横
浜
駅

ビ
ル
最
上
階
の
ビ
ア
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ホ
ッ

ペ
ン
で
生
ビ
ー
ル
を
ご
馳
走
に
な
っ
た
こ

と
も
あ
る
。
先
生
は
、
先
輩
や
わ
た
く
し

た
ち
ゼ
ミ
生
を
高
輪
の
ご
自
宅
に
招
か
れ

た
。
先
生
お
手
製
の
ス
ー
プ
に
、
ビ
ー
ル

は
当
時
、
日
本
で
初
め
て
発
売
さ
れ
た
瓶

入
り
の
生
ビ
ー
ル
、
サ
ン
ト
リ
ー
純
生
を

出
さ
れ
た
。
そ
こ
で
欧
州
仕
込
み
の
テ
ー

ブ
ル
マ
ナ
ー
を
説
か
れ
て
い
た
。
部
屋
に

は
ソ
ウ
ル
デ
ュ
オ
、 

ア
イ
ク
＆
テ
ィ
ナ
・

タ
ー
ナ
ー
の
レ
コ
ー
ド
が
転
が
っ
て
い
た

が
、
テ
ィ
ナ
・
タ
ー
ナ
ー
が
来
て
い
た
赤

坂
の
デ
ィ
ス
コ
Ｍ
Ｕ
Ｇ
Ｅ
Ｎ
で
、
先
生
と

黒
柳
徹
子
が
踊
っ
て
い
る
写
真
記
事
が
新

聞
に
出
て
い
た
。

　

先
生
は
、
帝
国
ホ
テ
ル
な
ど
よ
く
利

用
さ
れ
た
の
で
、
わ
た
く
し
も
社
会
人
に

な
っ
て
臆
す
る
こ
と
な
く
ホ
テ
ル
を
使
う

こ
と
が
出
来
た
。
夏
に
は
先
生
は
軽
井

沢
の
万
平
ホ
テ
ル
に
滞
在
さ
れ
て
い
た
の

で
、ホ
テ
ル
の
は
が
き
で
連
絡
を
受
け
た
。

結
婚
し
て
か
ら
万
平
ホ
テ
ル
を
利
用
し
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
あ
る
朝
、
ダ
イ
ニ
ン
グ

で
静
か
に
食
事
を
し
て
い
た
ジ
ョ
ン
レ
ノ

ン
夫
妻
と
幼
き
息
子
シ
ョ
ー
ン
が
近
く
の

テ
ー
ブ
ル
に
い
た
。

万平ホテルを背に妻と私

な
か
が
わ
・
ろ
く
ろ
う

　

１
９
６
９
（
昭
和
44
）
年
経
済
卒
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女
房
が
先
生
で
私
が
カ
メ
ラ
マ
ン
兼
生
徒
と
い
う
関
係
で
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
も
と
も
と
私
は
鳥
に
は
興

味
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
13
年
前
に
女
房
に
連
れ
ら
れ
、
神
奈
川
県
逗
子
市
の
森
戸
川
で
「
サ
ン
コ
ウ
チ
ョ
ウ
」
の
美
し
い
姿
を

観
て
か
ら
す
っ
か
り
は
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
で
は
、
国
内
だ
け
で
は
物
足
り
ず
、
夫
婦
で
海
外
に
遠
征
し
て
い
ま
す
。
夫
婦

が
同
じ
趣
味
だ
と
会
話
が
途
切
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。「
鳥
」
が
夫
婦
円
満
を
取
り
持
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。（
写
真
は
筆
者
提
供
）

神
奈
川
県　

内
藤　

正
久（
68
歳
）　
１
９
７
６（
昭
和
51
）年
機
械
科
卒

趣味のページ

バードウォッチング

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ（
野
鳥
観
察
）の
お
す
す
め

　
日
本
野
鳥
の
会
の
会
員
が
、
年
末
の
紅
白
歌
合
戦
で
紅
・
白
の
数
を
数
え
る
こ
と
で
有
名
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め

野
鳥
観
察
は
、
何
と
な
く
難
し
そ
う
で
敷
居
が
高
い
よ
う
な
気
が
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
ん
な
に
構
え
な
く
て
も

始
め
ら
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
野
鳥
観
察
は
、
と
も
か
く
楽
し
く
て
、
面
白
く
て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

鳥
は
空
を
飛
び
ま
す
。
水
中
に
潜
る
の
も
い
ま
す
。
美
し
い
声
で
さ
え
ず
り
ま
す
。
可
愛
い
で
す
。
雄(

オ
ス)

の
方
が

綺
麗
な
種
類
が
多
い
で
す
。
季
節
で
羽
色
が
変
わ
る
も
の
が
い
ま
す
。
鳥
の
魅
力
は
文
章
で
は
伝
わ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
初

め
に
、
身
近
な
場
所(

公
園
・
海
・
畑
等
々)

で
気
軽
に
ゆ
っ
く
り
見
て
く
だ
さ
い
。
高
価
な
カ
メ
ラ
や
双
眼
鏡
が
な
く

て
も
「
目
」
と
「
耳
」
で
姿
や
鳴
き
声
、
行
動
な
ど
が
観
察
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
野
鳥
観
察
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

2019.1 アリサンヒタキ♂（台湾 大雪）

2019.6 シマフクロウ（北海道 知床半島）

2020.2 ハクトウワシ親子（カナダ バンクーバー）
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主要営業品案内 ●屋根・外装工事
●サイディング用出隅及び金具製造販売

http://www.best-material.co.jp

　1966（昭和41）年神奈川大学工学部応用化学科卒業で現宮城県石巻市長の亀
かめやま
山紘

ひろし
さんから、

東日本大震災10年目の節目の年に、宮陵会会長宛にお礼のことばが届きました。ここにご紹介します。

2011 年 3 月11日
あの日 すべてが変わってしまいました

「行ってきます」と出てきた家も 「いってらっしゃい」と見送り　見送って
くれた家族も　見慣れた景色も さっきまで働いていた職場も　仲間も
どれか一つ欠けても立ち直れないような出来事を　一度にすべてを失っ
てしまった人が　あの日どれほどいたのでしょう
現状を知れば知るほど　絶望と深い悲しみに暮れる私たちに　発災後す
ぐに　国や県　他市町村をはじめ　様々な企業・団体・個人の方々が　
国内外から　沢山の手を差し伸べてくださいました

こんなにも　私たちを想ってくれる温かい手があることを　私たちは震災を通して知ることができたのです
その温かい手があったからこそ　今日の私たちがあり　石巻市があります
私たちは　差し伸べられた手を　“ 決して忘れてはならない”　そう心に刻み　生き残った者の使命として　後世へとこの震災を伝承し　
手を差し伸べてくださった方々へ　感謝の心を忘れずに　これからも歩んでまいります
震災から10年　復興完結まであと一歩となりました
10年目の区切りとして　ここに石巻市民を代表して　心より感謝を申し上げます

令和 3 年 3月
石巻市長　亀山　紘

どうぞ皆さん　コロナが落ち着きましたら　石巻市にいらしてください
皆様からのご支援を　目で見て　肌で感じていただければ　幸いです

石巻市長のお礼のことば



 KYU-RYO　46

横浜駅

桜木町駅

みなとみらい線

横浜市営地下鉄線（ブルーライン）

馬車道駅
日本大通り駅

高島町駅

桜木町駅

みなとみらい駅
新高
島駅

横浜アンパンマン
こどもミュージアム横浜新都市ビル

スカイビル

日産自動車
本社

資生堂

京急
本社

神奈川大学
みなとみらいキャンパス

ぴあアリーナ
横浜銀行本店

横浜美術館
横浜ランドマーク
タワー

日本丸メモリアル
パーク

横浜みなと
博物館

神奈川県警察
みなとみらい庁舎

みなとみらい
センタービル

展示ホール

臨港パーク

パシフィコ横浜ノース
国立横浜
国際会議場

みなとみらい
ぷかりさん橋
ヨコハマグランド
インターコンチネンタルホテル

カップヌードル
ミュージアム横浜

赤レンガパーク

ハンマーヘッドパーク

新港ふ頭客船ターミナル
（横浜ハンマーヘッド）

横浜国際船員センター
「ナビオス横浜」

富士ソフトビル

横浜市役所 新市庁舎

横浜ワールドポーターズ

アニヴェルセル
みなとみらい横浜

ピア象の鼻

横
浜
大
さ
ん
橋
国
際
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル

村田製作所みなとみらい
イノベーションセンター

富士ゼロックス㈱
横浜みなとみらい事務所

横浜アンパンマン
こどもミュージアム横浜新都市ビル

スカイビル

日産自動車
本社

資生堂

京急
本社

神奈川大学
みなとみらいキャンパス

ぴあアリーナ
横浜銀行本店

横浜美術館
横浜ランドマーク
タワー

日本丸メモリアル
パーク

横浜みなと
博物館

神奈川県警察
みなとみらい庁舎

みなとみらい
センタービル

展示ホール

臨港パーク

パシフィコ横浜ノース
国立横浜
国際会議場

みなとみらい
ぷかりさん橋
ヨコハマグランド
インターコンチネンタルホテル

カップヌードル
ミュージアム横浜

赤レンガパーク

ハンマーヘッドパーク

新港ふ頭客船ターミナル
（横浜ハンマーヘッド）

横浜国際船員センター
「ナビオス横浜」

富士ソフトビル

横浜市役所 新市庁舎

横浜ワールドポーターズ

アニヴェルセル
みなとみらい横浜

ピア象の鼻

横
浜
大
さ
ん
橋
国
際
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル

村田製作所みなとみらい
イノベーションセンター

富士ゼロックス㈱
横浜みなとみらい事務所

と
「みなとみらい21の歩み」
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年
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年
年
年
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年
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横浜市が「六大事業」の一つとして「都心部強化事業」を発表
三菱重工業（株）横浜造船所の移転が決定
計画及び事業の名称を「みなとみらい２１」に決定
三菱重工横浜造船所の移転完了、帆船日本丸の横浜市
移管が決定、みなとみらい２１事業着工
（株）横浜みなとみらい２１設立
帆船日本丸の一般公開開始、横浜新都市ビル（そごう横
浜店）OP
みなとみらい２１街づくり基本協定を締結
桜木町新駅前広場供用開始、歩く歩道竣工、横浜マリタイ
ムミュージアム（現横浜みなと博物館）OP、みなとみらい21
中央地区の町名、住居表示を「みなとみらい」に決定、横浜
美術館正式OP
パシフィコ横浜（横浜国際平和会議場）竣工、ヨコハマグ
ランドインターコンチネンタルホテル OP、国際熱帯木材機
関（ITTO）本部をパシフィコ横浜に移転、パシフィコ横浜
展示ホール竣工、みなとみらいぷかりさん橋竣工
横浜ランドマークタワーOP、横浜銀行本店ビルOP、横浜
ロイヤルパークホテルニッコー（現横浜ロイヤルパークホテ
ル）OP　
国際橋開通（国際大通り）、国立横浜国際会議場 OP、三
菱重工横浜ビルOP、首都高速湾岸線開通（羽田～ベイブ
リッジ）
横浜海上防災基地完成
けいゆう病院OP、スカイビルOP
新港地区地区計画の都市計画決定、クイーンズスクエア
横浜 OP、みなとみらい大通り一部暫定２車線区間を含め
全線開通、汽車道 OP、パンパシフィックホテル（現横浜ベ
イホテル東急）OP
横浜みなとみらいホールOP
横浜メディアタワーOP、横浜ワールドポーターズOP、運河
パークOP、赤レンガパーク一部供用開始、横浜国際船員
センター「ナビオス横浜」OP、グランモール公園全面OP
神奈川県警察みなとみらい分庁舎OP
新港パーク（現カップヌードルミユージアムパーク）OP
パシフィコ横浜展示ホール拡張
山下臨海線プロムナード OP、赤レンガ倉庫・赤レンガパー
クOP、JICA横浜OP
みなとみらい線開通、ピア赤レンガOP
高島中央公園OP
みなとみらい橋開通（国際大通り）　
日本丸メモリアルパークリニューアルOP、象の鼻パークオー
OP、はまみらいウォーク供用開始、水際線プロムナード供
用開始、日産自動車株式会社グローバル本社OP
みなとみらい歩道橋供用開始
高島水際線公園 OP、カップヌードルミュージアム（現カッ
プヌードルミュージアム横浜）OP
神奈川大学みなとみらいキャンパス着工
資生堂グローバルイノベーションセンターOP、　京急グ
ループ本社OP、新港ふ頭客船ターミナル（横浜ハンマー
ヘッド）OP
神奈川大学みなとみらいキャンパスOP

　
み
な
と
み
ら
い
21
事
業
は
１
９
６
５
（
昭
和
40
）
年
に
打
ち
出
さ
れ
た
横
浜
の
都
心
部
強
化
事
業
。Ｊ
Ｒ
京
浜

東
北
線
、
横
浜
市
営
地
下
鉄
（
ブ
ル―

ラ
イ
ン
）
の
横
浜
駅
か
ら
桜
木
町
駅
間
の
横
浜
港
に
面
し
た
一
帯
を
再

開
発
し
て
の
横
浜
の
新
し
い
都
心
づ
く
り
で
あ
る
。
事
業
は
完
成
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
。

　「
24
時
間
活
動
す
る
国
際
文
化
都
市
」「
21
世
紀
の
情
報
都
市
」「
水
と
緑
と
歴
史
に
囲
ま
れ
た
人
間
環
境
都
市
」

が
都
市
像
で
あ
る
。
東
京
に
集
中
し
た
首
都
機
能
の
受
け
皿
と
し
て
大
企
業
の
本
社
、
オ
フ
ィ
ス
、
研
究
所
、
商

業
施
設・国
際
交
流
機
能
の
集
積
、拡
大
を
目
指
し
た
。
こ
の
事
業
に
よ
り
、横
浜
の
自
立
性
を
一
層
強
化
で
き
た
。

港
湾
機
能
の
質
的
転
換
や
市
民
が
憩
い
、
親
し
め
る
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
空
間
づ
く
り
に
も
つ
な
が
っ
た
。

　
横
浜
の
中
心
は
従
来
、
関
内
・
伊
勢
佐
木
町
地
区
と
横
浜
駅
周
辺
に
２
分
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
間
の
み
な
と

み
ら
い
21
地
区
に
多
彩
な
機
能
を
集
積
す
る
こ
と
で
２
つ
の
都
心
と
一
体
化
さ
れ
た
。
み
な
と
み
ら
い
２１
は
中

央
地
区
と
新
港
地
区
に
大
き
く
分
か
れ
る
。

　「
賑
わ
い
と
活
力
あ
る
都
市
空
間
の
創
造
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、「
み
な
と
み
ら
い
21
街
づ
く
り
基
本

協
定
」「
み
な
と
み
ら
い
21
中
央
地
区
都
市
景
観
形
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
い
て
事
業
が
進
め
ら
れ
た
。

１
４
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
中
央
地
区
は
、
事
業
の
中
核
で
あ
る
。

　
横
浜
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ
ワ
ー
（
地
上
70
階
、
地
下
３
階
、
高
さ
２
９
６
メ
ー
ト
ル
。
オ
フ
ィ
ス
、
ホ
テ
ル
な
ど

が
入
る
。
展
望
フ
ロ
ア
「
ス
カ
イ
ガ
ー
デ
ン
」
が
あ
る
）、京
急
グ
ル
ー
プ
本
社
、日
産
自
動
車
グ
ロ
ー
バ
ル
本
社
、

横
浜
銀
行
本
店
、資
生
堂
グ
ロ
ー
バ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、村
田
製
作
所
み
な
と
み
ら
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
、
会
議
場
、
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
、
美
術
館
、
ホ
テ
ル
、
病
院
、
高
層
住
宅
が
誘
致
さ
れ
た
。

　
み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
校
し
た
の
は
こ
の
中
央
地
区
。
そ
の
意
義
に
つ
い
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
進
出
決

定
当
時
に
横
浜
市
港
湾
局
長
だ
っ
た
伊
東
慎
介
さ
ん
（
横
浜
港
埠
頭
株
式
会
社
社
長
）
は
「
大
学
の
進
出
は
知

的
な
空
間
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
賑
わ
い
や
、
地
域
・
産
官
学
の
連
携
な
ど
も
期
待
で
き
る
。

卒
業
生
と
し
て
も
う
れ
し
か
っ
た
」
と
語
る
。

　
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
に
代
表
さ
れ
る
新
港
地
区
。
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
歴
史
と
景
観
を
活
か
し
た
再
開
発
」。

街
の
「
楽
し
さ
」「
優
し
さ
」「
美
し
さ
」
の
実
現
を
目
指
す
。
新
港
ふ
頭
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル（
横
浜
ハ
ン
マ
ー
ヘ
ッ

ド
）、
横
浜
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
・
赤
レ
ン
ガ
パ
ー
ク
、
よ
こ
は
ま
コ
ス
モ
ワ
ー
ル
ド
（
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
）、

横
浜
み
な
と
み
ら
い
万
葉
倶
楽
部
（
浴
場
施
設
）
が
あ
る
。

　
南
側
の
新
港
橋
を
渡
る
と
神
奈
川
県
庁
や
横
浜
開
港
資
料
館
が
あ
る
。
横
浜
開
港
資
料
館
が
あ
る
場
所
で

１
８
５
４
（
嘉
永
７
）
年
３
月
に
日
米
和
親
条
約
（
神
奈
川
条
約
）
が
締
結
さ
れ
、
日
本
は
長
い
間
の
鎖
国
政

策
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
っ
た
。
４
年
後
の
１
８
５
８
（
安
政
５
）
年
６
月
、
小
柴
（
横
浜
市
金
沢
区
）
沖
の
ポ
ー
ハ

タ
ン
号
上
で
日
米
修
好
通
商
条
約
が
結
ば
れ
神
奈
川
（
横
浜
）、
箱
館
、
長
崎
な
ど
の
開
港
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
東
西
に
横
浜
駅
か
ら
元
町
・
中
華
街
駅
ま
で
地
下
鉄
み
な
と
み
ら
い
線
が
走
る
。
ほ
ぼ
中
央
に
「
み
な
と
み

ら
い
駅
が
あ
る
。Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線
、Ｊ
Ｒ
横
須
賀
線
・
湘
南
新
宿
ラ
イ
ン
、Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
、Ｊ
Ｒ
横
浜
線
、

京
急
線
、
相
模
鉄
道
線
、
横
浜
市
営
地
下
鉄
線
（
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
）
が
乗
り
入
れ
る
横
浜
駅
、
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
、

京
浜
東
北
線
の
桜
木
町
駅
の
い
ず
れ
か
ら
も
徒
歩
圏
内
。
鉄
道
ア
ク
セ
ス
は
多
様
で
あ
る
。

　
自
動
車
、
道
路
、
海
上
交
通
網
も
き
め
細
か
く
整
備
さ
れ
る
。
羽
田
空
港
や
成
田
空
港
を
直
接
結
ぶ
リ
ム
ジ

ン
バ
ス
が
走
る
。
複
数
の
路
線
バ
ス
の
ほ
か
、
近
隣
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
周
遊
す
る
バ
ス
が
運
行
さ
れ
る
。
　
ど

こ
の
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
で
も
自
転
車
の
貸
し
出
し
、
返
却
が
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
が
複
数
設
置

さ
れ
て
い
る
。

　
桜
木
町
方
面
か
ら
海
に
向
か
う「
ク
イ
ー
ン
軸
」、横
浜
駅
か
ら
海
へ
向
か
う「
キ
ン
グ
軸
」、

街
の
中
央
部
で
こ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
「
グ
ラ
ン
モ
ー
ル
軸
」
を
中
心
に
多
様
な
歩
行
者
空
間
が

整
う
。
地
区
内
外
を
結
ぶ
歩
く
歩
道
、
は
ま
み
ら
い
ウ
ォ
ー
ク
、
み
な
と
み
ら
い
歩
道
橋
、

野
毛
ち
か
み
ち
は
歩
行
者
か
ら
好
評
だ
。

　
都
市
災
害
の
防
止
及
び
都
市
景
観
の
向
上
を
図
る
た
め
、
道
路
部
分
の
地
下
空
間
を
有

効
利
用
し
て
水
道
管
、
通
信
線
、
電
力
線
、
ガ
ス
管
、
地
域
冷
暖
房
管
を
収
め
る
共
同
溝
が

み
な
と
み
ら
い
大
通
り
、
国
際
大
通
り
、
い
ち
ょ
う
通
り
、
け
や
き
通
り
、
さ
く
ら
通
り
に

設
け
ら
れ
る
。
地
盤
改
良
・
液
状
化
防
止
は
も
と
よ
り
高
潮
・
津
波
対
策
、
耐
震
強
化
岸
壁
、

海
上
防
災
基
地
、
災
害
用
地
下
給
水
タ
ン
ク
（
大
型
災
害
用
地
下
給
水
タ
ン
ク
を
４
基
設
置
。

災
害
時
に
は
５
０
万
人
分
の
飲
料
水
を
３
日
分
確
保
）
の
設
置
な
ど
、
大
規
模
災
害
対
策
に

も
力
が
入
れ
ら
れ
た
。

概　　　要中 央 地 区新 港 地 区災害に強い都市基盤
２
０
１
９（
令
和
元
）年
の
進
出
事
業
所
数
約
１
８
２
０
社
。
約
１
１
万
２
０
０
０
人
が
働
く
。

年
間
の
来
街
者
数
（
推
計
）
約
８
千
万
人
（
令
和
元
年
）。
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
度
の
市

税
収
入
は
約
１
７
０
億
円
に
上
る
。
伊
東
さ
ん
は
「
実
が
な
り
、
収
穫
が
始
ま
っ
て
い
る
と

こ
ろ
だ
。
種
を
播
き
、
育
て
て
き
た
先
人
の
努
力
を
思
う
と
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
」
と

振
り
返
る
。

みなとみらい21事業の成果 多様な交通ネッ  トワーク

みなとみらい21　横浜港
神奈川大学のみなとみらいキャンパスが４月１日  に開校した。新キャンパスが立地するみなとみらい２１地区は日米和親条約、日米修好通商
条約によって開国、開港した場所に隣接する。５  千人の学生が学ぶことになる。神奈川大学は新キャンパスを機に日本全国はもとより、世界
に開かれたグローバル化を目指して新たなスター トを切った。横浜港埠頭（株）の伊東慎介社長（前横浜市港湾局長、1981・昭和 56 年法律
学科卒業）に聞いた。「みなとみらい21と横浜港」  をレポートする。 （文・構成　浅田勁）

神奈川大学のみなとみらいキャンパスが４月１日  に開校した。新キャンパスが立地するみなとみらい２１地区は日米和親条約、日米修好通商
条約によって開国、開港した場所に隣接する。５  千人の学生が学ぶことになる。神奈川大学は新キャンパスを機に日本全国はもとより、世界
に開かれたグローバル化を目指して新たなスター トを切った。横浜港埠頭（株）の伊東慎介社長（前横浜市港湾局長、1981・昭和 56 年法律
学科卒業）に聞いた。「みなとみらい21と横浜港」  をレポートする。 （文・構成　浅田勁）

写真提供＝（社）横浜みなとみらい21　2020年１月撮影

中央地区
新港地区

伊東慎介社長
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さ
ん
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国
際
客
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タ
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ナ
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博物館

神奈川県警察
みなとみらい庁舎

みなとみらい
センタービル

展示ホール

臨港パーク

パシフィコ横浜ノース
国立横浜
国際会議場

みなとみらい
ぷかりさん橋
ヨコハマグランド
インターコンチネンタルホテル

カップヌードル
ミュージアム横浜

赤レンガパーク
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新港ふ頭客船ターミナル
（横浜ハンマーヘッド）

横浜国際船員センター
「ナビオス横浜」

富士ソフトビル

横浜市役所 新市庁舎

横浜ワールドポーターズ

アニヴェルセル
みなとみらい横浜

ピア象の鼻

横
浜
大
さ
ん
橋
国
際
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル

村田製作所みなとみらい
イノベーションセンター

富士ゼロックス㈱
横浜みなとみらい事務所

と
「みなとみらい21の歩み」

＊OP＝オープン
1965
80
81
83

84
85

88
89

91

93

94

95
96
97

98
99

2000
01

02

04
07
08
09

１０
11

18
19

21

（昭和40）
（昭和５５）
（昭和５６）
（昭和５８）

（昭和５９）
（昭和６０）

（昭和６３）
（平成 １ ）

（平成２）

（平成 ５）

（平成６ ）

（平成７ ）
（平成８）
（平成９）

（平成１０）
（平成１１）

（平成１２）
（平成１３）

（平成１４）

（平成１６）
（平成１９）
（平成２０）
（平成２１）

（平成２２）
（平成２３）

（平成３０）
（平成３１）

（令和 3 ）

年
年
年
年

年
年

年
年

年

年

年

年
年
年

年
年

年
年

年

年
年
年
年

年
年

年
年

年

横浜市が「六大事業」の一つとして「都心部強化事業」を発表
三菱重工業（株）横浜造船所の移転が決定
計画及び事業の名称を「みなとみらい２１」に決定
三菱重工横浜造船所の移転完了、帆船日本丸の横浜市
移管が決定、みなとみらい２１事業着工
（株）横浜みなとみらい２１設立
帆船日本丸の一般公開開始、横浜新都市ビル（そごう横
浜店）OP
みなとみらい２１街づくり基本協定を締結
桜木町新駅前広場供用開始、歩く歩道竣工、横浜マリタイ
ムミュージアム（現横浜みなと博物館）OP、みなとみらい21
中央地区の町名、住居表示を「みなとみらい」に決定、横浜
美術館正式OP
パシフィコ横浜（横浜国際平和会議場）竣工、ヨコハマグ
ランドインターコンチネンタルホテル OP、国際熱帯木材機
関（ITTO）本部をパシフィコ横浜に移転、パシフィコ横浜
展示ホール竣工、みなとみらいぷかりさん橋竣工
横浜ランドマークタワーOP、横浜銀行本店ビルOP、横浜
ロイヤルパークホテルニッコー（現横浜ロイヤルパークホテ
ル）OP　
国際橋開通（国際大通り）、国立横浜国際会議場 OP、三
菱重工横浜ビルOP、首都高速湾岸線開通（羽田～ベイブ
リッジ）
横浜海上防災基地完成
けいゆう病院OP、スカイビルOP
新港地区地区計画の都市計画決定、クイーンズスクエア
横浜 OP、みなとみらい大通り一部暫定２車線区間を含め
全線開通、汽車道 OP、パンパシフィックホテル（現横浜ベ
イホテル東急）OP
横浜みなとみらいホールOP
横浜メディアタワーOP、横浜ワールドポーターズOP、運河
パークOP、赤レンガパーク一部供用開始、横浜国際船員
センター「ナビオス横浜」OP、グランモール公園全面OP
神奈川県警察みなとみらい分庁舎OP
新港パーク（現カップヌードルミユージアムパーク）OP
パシフィコ横浜展示ホール拡張
山下臨海線プロムナード OP、赤レンガ倉庫・赤レンガパー
クOP、JICA横浜OP
みなとみらい線開通、ピア赤レンガOP
高島中央公園OP
みなとみらい橋開通（国際大通り）　
日本丸メモリアルパークリニューアルOP、象の鼻パークオー
OP、はまみらいウォーク供用開始、水際線プロムナード供
用開始、日産自動車株式会社グローバル本社OP
みなとみらい歩道橋供用開始
高島水際線公園 OP、カップヌードルミュージアム（現カッ
プヌードルミュージアム横浜）OP
神奈川大学みなとみらいキャンパス着工
資生堂グローバルイノベーションセンターOP、　京急グ
ループ本社OP、新港ふ頭客船ターミナル（横浜ハンマー
ヘッド）OP
神奈川大学みなとみらいキャンパスOP

　
み
な
と
み
ら
い
21
事
業
は
１
９
６
５
（
昭
和
40
）
年
に
打
ち
出
さ
れ
た
横
浜
の
都
心
部
強
化
事
業
。Ｊ
Ｒ
京
浜

東
北
線
、
横
浜
市
営
地
下
鉄
（
ブ
ル―

ラ
イ
ン
）
の
横
浜
駅
か
ら
桜
木
町
駅
間
の
横
浜
港
に
面
し
た
一
帯
を
再

開
発
し
て
の
横
浜
の
新
し
い
都
心
づ
く
り
で
あ
る
。
事
業
は
完
成
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
。

　「
24
時
間
活
動
す
る
国
際
文
化
都
市
」「
21
世
紀
の
情
報
都
市
」「
水
と
緑
と
歴
史
に
囲
ま
れ
た
人
間
環
境
都
市
」

が
都
市
像
で
あ
る
。
東
京
に
集
中
し
た
首
都
機
能
の
受
け
皿
と
し
て
大
企
業
の
本
社
、
オ
フ
ィ
ス
、
研
究
所
、
商

業
施
設・国
際
交
流
機
能
の
集
積
、拡
大
を
目
指
し
た
。
こ
の
事
業
に
よ
り
、横
浜
の
自
立
性
を
一
層
強
化
で
き
た
。

港
湾
機
能
の
質
的
転
換
や
市
民
が
憩
い
、
親
し
め
る
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
空
間
づ
く
り
に
も
つ
な
が
っ
た
。

　
横
浜
の
中
心
は
従
来
、
関
内
・
伊
勢
佐
木
町
地
区
と
横
浜
駅
周
辺
に
２
分
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
間
の
み
な
と

み
ら
い
21
地
区
に
多
彩
な
機
能
を
集
積
す
る
こ
と
で
２
つ
の
都
心
と
一
体
化
さ
れ
た
。
み
な
と
み
ら
い
２１
は
中

央
地
区
と
新
港
地
区
に
大
き
く
分
か
れ
る
。

　「
賑
わ
い
と
活
力
あ
る
都
市
空
間
の
創
造
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、「
み
な
と
み
ら
い
21
街
づ
く
り
基
本

協
定
」「
み
な
と
み
ら
い
21
中
央
地
区
都
市
景
観
形
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
い
て
事
業
が
進
め
ら
れ
た
。

１
４
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
中
央
地
区
は
、
事
業
の
中
核
で
あ
る
。

　
横
浜
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ
ワ
ー
（
地
上
70
階
、
地
下
３
階
、
高
さ
２
９
６
メ
ー
ト
ル
。
オ
フ
ィ
ス
、
ホ
テ
ル
な
ど

が
入
る
。
展
望
フ
ロ
ア
「
ス
カ
イ
ガ
ー
デ
ン
」
が
あ
る
）、京
急
グ
ル
ー
プ
本
社
、日
産
自
動
車
グ
ロ
ー
バ
ル
本
社
、

横
浜
銀
行
本
店
、資
生
堂
グ
ロ
ー
バ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、村
田
製
作
所
み
な
と
み
ら
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
、
会
議
場
、
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
、
美
術
館
、
ホ
テ
ル
、
病
院
、
高
層
住
宅
が
誘
致
さ
れ
た
。

　
み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
校
し
た
の
は
こ
の
中
央
地
区
。
そ
の
意
義
に
つ
い
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
進
出
決

定
当
時
に
横
浜
市
港
湾
局
長
だ
っ
た
伊
東
慎
介
さ
ん
（
横
浜
港
埠
頭
株
式
会
社
社
長
）
は
「
大
学
の
進
出
は
知

的
な
空
間
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
賑
わ
い
や
、
地
域
・
産
官
学
の
連
携
な
ど
も
期
待
で
き
る
。

卒
業
生
と
し
て
も
う
れ
し
か
っ
た
」
と
語
る
。

　
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
に
代
表
さ
れ
る
新
港
地
区
。
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
歴
史
と
景
観
を
活
か
し
た
再
開
発
」。

街
の
「
楽
し
さ
」「
優
し
さ
」「
美
し
さ
」
の
実
現
を
目
指
す
。
新
港
ふ
頭
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル（
横
浜
ハ
ン
マ
ー
ヘ
ッ

ド
）、
横
浜
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
・
赤
レ
ン
ガ
パ
ー
ク
、
よ
こ
は
ま
コ
ス
モ
ワ
ー
ル
ド
（
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
）、

横
浜
み
な
と
み
ら
い
万
葉
倶
楽
部
（
浴
場
施
設
）
が
あ
る
。

　
南
側
の
新
港
橋
を
渡
る
と
神
奈
川
県
庁
や
横
浜
開
港
資
料
館
が
あ
る
。
横
浜
開
港
資
料
館
が
あ
る
場
所
で

１
８
５
４
（
嘉
永
７
）
年
３
月
に
日
米
和
親
条
約
（
神
奈
川
条
約
）
が
締
結
さ
れ
、
日
本
は
長
い
間
の
鎖
国
政

策
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
っ
た
。
４
年
後
の
１
８
５
８
（
安
政
５
）
年
６
月
、
小
柴
（
横
浜
市
金
沢
区
）
沖
の
ポ
ー
ハ

タ
ン
号
上
で
日
米
修
好
通
商
条
約
が
結
ば
れ
神
奈
川
（
横
浜
）、
箱
館
、
長
崎
な
ど
の
開
港
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
東
西
に
横
浜
駅
か
ら
元
町
・
中
華
街
駅
ま
で
地
下
鉄
み
な
と
み
ら
い
線
が
走
る
。
ほ
ぼ
中
央
に
「
み
な
と
み

ら
い
駅
が
あ
る
。Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線
、Ｊ
Ｒ
横
須
賀
線
・
湘
南
新
宿
ラ
イ
ン
、Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
、Ｊ
Ｒ
横
浜
線
、

京
急
線
、
相
模
鉄
道
線
、
横
浜
市
営
地
下
鉄
線
（
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
）
が
乗
り
入
れ
る
横
浜
駅
、
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
、

京
浜
東
北
線
の
桜
木
町
駅
の
い
ず
れ
か
ら
も
徒
歩
圏
内
。
鉄
道
ア
ク
セ
ス
は
多
様
で
あ
る
。

　
自
動
車
、
道
路
、
海
上
交
通
網
も
き
め
細
か
く
整
備
さ
れ
る
。
羽
田
空
港
や
成
田
空
港
を
直
接
結
ぶ
リ
ム
ジ

ン
バ
ス
が
走
る
。
複
数
の
路
線
バ
ス
の
ほ
か
、
近
隣
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
周
遊
す
る
バ
ス
が
運
行
さ
れ
る
。
　
ど

こ
の
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
で
も
自
転
車
の
貸
し
出
し
、
返
却
が
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
が
複
数
設
置

さ
れ
て
い
る
。

　
桜
木
町
方
面
か
ら
海
に
向
か
う「
ク
イ
ー
ン
軸
」、横
浜
駅
か
ら
海
へ
向
か
う「
キ
ン
グ
軸
」、

街
の
中
央
部
で
こ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
「
グ
ラ
ン
モ
ー
ル
軸
」
を
中
心
に
多
様
な
歩
行
者
空
間
が

整
う
。
地
区
内
外
を
結
ぶ
歩
く
歩
道
、
は
ま
み
ら
い
ウ
ォ
ー
ク
、
み
な
と
み
ら
い
歩
道
橋
、

野
毛
ち
か
み
ち
は
歩
行
者
か
ら
好
評
だ
。

　
都
市
災
害
の
防
止
及
び
都
市
景
観
の
向
上
を
図
る
た
め
、
道
路
部
分
の
地
下
空
間
を
有

効
利
用
し
て
水
道
管
、
通
信
線
、
電
力
線
、
ガ
ス
管
、
地
域
冷
暖
房
管
を
収
め
る
共
同
溝
が

み
な
と
み
ら
い
大
通
り
、
国
際
大
通
り
、
い
ち
ょ
う
通
り
、
け
や
き
通
り
、
さ
く
ら
通
り
に

設
け
ら
れ
る
。
地
盤
改
良
・
液
状
化
防
止
は
も
と
よ
り
高
潮
・
津
波
対
策
、
耐
震
強
化
岸
壁
、

海
上
防
災
基
地
、
災
害
用
地
下
給
水
タ
ン
ク
（
大
型
災
害
用
地
下
給
水
タ
ン
ク
を
４
基
設
置
。

災
害
時
に
は
５
０
万
人
分
の
飲
料
水
を
３
日
分
確
保
）
の
設
置
な
ど
、
大
規
模
災
害
対
策
に

も
力
が
入
れ
ら
れ
た
。

概　　　要中 央 地 区新 港 地 区災害に強い都市基盤
２
０
１
９（
令
和
元
）年
の
進
出
事
業
所
数
約
１
８
２
０
社
。
約
１
１
万
２
０
０
０
人
が
働
く
。

年
間
の
来
街
者
数
（
推
計
）
約
８
千
万
人
（
令
和
元
年
）。
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
度
の
市

税
収
入
は
約
１
７
０
億
円
に
上
る
。
伊
東
さ
ん
は
「
実
が
な
り
、
収
穫
が
始
ま
っ
て
い
る
と

こ
ろ
だ
。
種
を
播
き
、
育
て
て
き
た
先
人
の
努
力
を
思
う
と
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
」
と

振
り
返
る
。

みなとみらい21事業の成果 多様な交通ネッ  トワーク

みなとみらい21　横浜港
神奈川大学のみなとみらいキャンパスが４月１日  に開校した。新キャンパスが立地するみなとみらい２１地区は日米和親条約、日米修好通商
条約によって開国、開港した場所に隣接する。５  千人の学生が学ぶことになる。神奈川大学は新キャンパスを機に日本全国はもとより、世界
に開かれたグローバル化を目指して新たなスター トを切った。横浜港埠頭（株）の伊東慎介社長（前横浜市港湾局長、1981・昭和 56 年法律
学科卒業）に聞いた。「みなとみらい21と横浜港」  をレポートする。 （文・構成　浅田勁）

神奈川大学のみなとみらいキャンパスが４月１日  に開校した。新キャンパスが立地するみなとみらい２１地区は日米和親条約、日米修好通商
条約によって開国、開港した場所に隣接する。５  千人の学生が学ぶことになる。神奈川大学は新キャンパスを機に日本全国はもとより、世界
に開かれたグローバル化を目指して新たなスター トを切った。横浜港埠頭（株）の伊東慎介社長（前横浜市港湾局長、1981・昭和 56 年法律
学科卒業）に聞いた。「みなとみらい21と横浜港」  をレポートする。 （文・構成　浅田勁）

写真提供＝（社）横浜みなとみらい21　2020年１月撮影

中央地区
新港地区

伊東慎介社長
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　研究室からは富士山や
スカイツリーなども眺められ
ます。日光の日差しを遮る
ためのルーバーは眺望を
邪魔しないよう目線の高さ
には配置せず、どの研究
室からも眺望を楽しむこと
ができます。
　プレゼンテーション
フィールドでは、学科や研
究室の発表の場として、

また学生同士の交流の場として自由に使用することができます。
　12F-20Fは 3 階で1ユニットとなっており、20-18F 外国語学部・
17-15F 国際日本学部・14-12F 経営学部となっています。	

　富士山も眺められるラウンジ。レストランでパー
ティーなどができるほかアクティブキッチンでは留学生
などの交流の場としても想定しています

　シンポジウムなどを実施できる米田吉盛記念講堂のほか、通常
の講義で使用する講義室を配置。講義室の中には、ガラス張り
で授業の様子が見て取れる作りをしているところが多く、オープン
な学びとなります。
　６・７Fは外テラスにつながるラウンジがあり、６Fの学食から
も一続きで出られるようになっています。５Fには体育施設があ

　１Fはソーシャルコモンズと称し、市民・学生・観光客などが
自由に集え交流する場所として機能。	
　２・３Fにわたって図書館があるほか1Fのナレッジコアスペースに
も市民や子どもたちも楽しめるような本を配置。アプリを入れることに
よりカウンターでの貸し借りを省略した画期的な図書館となります。
全部で14万冊の蔵書を誇るほか、横浜図書館との連携も可能。	
　1Fのレストランは7月にOPEN予定。現在のところ、世界のビー
ルを楽しめるビアレストランを予定しています。	

り６Fのテラスからも見ることができます。バスケットコートなら１
面取れるほか、トレーニングジム、鏡張りのダンススペースなど
もあります。
　学生が自由にくつろげる学生ラウンジのほか、いた
るところで勉強ができるようラーニングコモンズと称する
スペースがいたるところに点在しています。

ラボは、湘南ひらつかキャンパスから移設されるファブラボのほ
か、小学生や市民も体験できるよう予定しています。	
　２Fからはテラスにもつながっており、街と一体化したキャンパ
スとなっているほか、中庭にも学生や市民が集えるスペースが
あります。外構には、「水のかたち」と称したオブジェを配置し、　
湘南ひらつかキャンパスから移設する桜、近代的なビルのなか
にも水辺を配置し、自然と融合した四季を感じることのできる設
えとなる予定しています。	

20F
11F

10F
6F

5F
1F

20F
11F

10F
6F

5F
1F

21F  トップラウンジ

米田吉盛記念講堂　大きなイベントで活躍します 6・7F の外テラス

教室前には
サイネージで
授業を表示

1 大学のサイン
2 1 階ナレッジコアか
ら２階・３階の図書館を
繋ぐ階段
3 1 階歩道がわの水の
オブジェ　アートな空間
です
4 プレゼンフィールド

1
3

2
4

まったりと丹沢方面富士山を眺む 21 階ビューラウンジ　アクティブキッチンも完備



写真で紹介する

みなとみらいキャンパス 
MMC
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21F トップラウンジ 

● 研究室
● 研究所
● 演習室
● プレゼンテーションフィールド 

● 米田吉盛記念講堂
● 講義室
● 学生ラウンジ（学生食堂）
● ラーニングコモンズ
 

● 体育施設（アリーナ他）
● 米田吉盛記念ホール
● 講義室
● 飲食施設 

● 中小ホール 
● 事務室
● 礼拝堂 

● 社会連携センター
● ラボ
● 展示・体験学習エリア
● カフェ

● 図書館 
● エクステンションセンター
● グローバルラウンジ
● 観光ラウンジ 

ソーシャルコモンズ

20F
11F

10F
6F

5F
1F

20F
11F

10F
6F

5F
1F

２階 図書館スペース　本が入る前の貴重な写真です

5階 体育館　外ベランダからから中が覗けます
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卒
業
生
の
皆
さ
ま 

日
頃
よ
り
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
へ
の
ご
支
援
・
ご
協
力
、

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
大
学
入
学
前
、
女
子
バ
レ
ー
部

の
練
習
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
時
目
に
し
た
「
型
に
ハ
マ
ら
ず
」「
奇

想
天
外
な
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
繰
り
広
げ
る

先
輩
た
ち
の
姿
に
衝
撃
が
走
り
ま
し
た
。

ホ
ン
の
短
時
間
で
み
る
み
る
引
き
込
ま
れ

「
私
も
こ
の
チ
ー
ム
の
一
員
に
な
り
た
い

と
こ
の
チ
ー
ム
の
虜
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
し
て
入
学
後
、
一
年
次
よ
り
試

合
に
出
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
一
度
も
感
じ
た
事
の
な
い
勝
負
の
楽

し
さ
を
身
を
持
っ
て
体
感
し
ま
し
た
。
大

学
生
の
醍
醐
味
で
あ
る
年
２
回
の
リ
ー
グ

　

来
年
、
創
部
60
周
年
を
迎
え
る
ヨ
ッ

ト
部
で
す
。
日
々
、
オ
ー
プ
ン
エ
ア
ー
の

湘
南
の
海
上
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
活
動
制

限
に
よ
り
、
昨
年
は
４
か
月
近
く
ヨ
ッ
ト

に
乗
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
か
、
リ
モ
ー

ト
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

行
い
、
例
え
ば
、
ヨ
ッ
ト
の
e
ス
ポ
ー
ツ

「
バ
ー
チ
ャ
ル
レ
ガ
ッ
タ
」
を
取
り
入
れ

な
が
ら
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
状
況
下
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
の
ご
支
援
で
新
艇
を
購

入
し
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
念
願
だ
っ
た

合
宿
所
が
江
ノ
島
近
く
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
に
頂
い
た
ご
支
援
が

活
動
再
開
へ
の
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

活
動
制
限
が
緩
和
さ
れ
た
11
月
に
は

４
７
０
級
の
日
本
最
高
峰
の
大
会
で
あ

る
、
全
日
本
４
７
０
級
ヨ
ッ
ト
選
手
権
大

戦
は
、
毎
週
の
よ
う
に
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド

キ
す
る
よ
う
な
展
開
の
連
続
。「
そ
の
一

点
を
取
る
た
め
に
仲
間
と
必
死
に
な
っ
て

熱
く
な
れ
る
瞬
間
が
私
は
大
好
き
で
す
。

勝
っ
て
も
、
時
に
負
け
て
も
、
前
を
見
続

け
る
先
輩
た
ち
の
背
中
を
追
い
か
け
な
が

ら
日
々
を
過
ご
し
、
遂
に
自
分
が
主
将
と

し
て
の
最
終
学
年
を
迎
え
ま
す
。
主
将

と
し
て
自
分
に
何
が
出
来
る
か
を
考
え

る
時
、
い
つ
も
一
年
生
か
ら
同
級
生
ま
で

の
仲
間
の
顔
、
支
え
て
く
れ
る
監
督
の
顔

を
思
い
浮
か
べ
ま
す
。大
学
最
後
の
一
年
、

仲
間
た
ち
が
笑
顔
で
楽
し
く
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
が
出
来
る
方
向
へ
と
導
き
、
仲
間
を
想

い
、
チ
ー
ム
に
愛
を
持
ち
、
そ
し
て
心
か

ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
楽
し
い
と
言
え
る
よ

会
に
２
艇
の
出
場
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
当
部
と
し
て
、
２
艇
出
場

は
17
年
ぶ
り
で
、
し
か
も
出
場
選
手
全

員
が
大
学
か
ら
ヨ
ッ
ト
を
始
め
た
部
員
で

す
。
リ
モ
ー
ト
で
の
活
動
は
無
駄
で
は
な

か
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
大
舞
台
で

新
艇
も
走
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
、
感
無
量

で
す
。
ご
支
援
い
た
だ
い
た
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
再
度
の
感
染
拡
大
で
厳
し
い

状
況
は
続
い
て
い
ま
す
が
、
精
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
宮
陵
会
ご
関
係
者
の
皆
様
に

は
、
こ
れ
か
ら
も
ご
声
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
く
ろ
か
わ
・
ゆ
う
◎
経
済
学
科
・
４
年
）

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

主　
　

将　

橋
本　

菜
々 

コロ
ナ
禍
の
ヨ
ッ
ト
部

主　
　

将　

黒
川　

祐
羽

う
な
最
高
の
チ
ー
ム
で
全
て
の
大
会
に
挑

み
ま
す
。
先
の
見
え
な
い
こ
れ
か
ら
も
、

様
々
な
困
難
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
神
大

女
子
バ
レ
ー
部
全
員
で
立
ち
向
か
え
ば

乗
り
越
え
ら
れ
な
い
壁
は
な
い
と
信
じ
て

い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
は
神
大
に

入
学
し
、
こ
の
チ
ー
ム
の
一
員
に
な
り
、

こ
の
チ
ー
ム
の
主
将
に
な
っ
て
、
最
高
の

大
学
生
活
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

（
は
し
も
と
・
な
な
◎
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
４
年
）

課外活動課外活動

試合前　円陣

2020年秋季シリーズ優秀選手賞受賞

2020年秋季関東大学バレーボールリーグ線代替大学

湘
南
の
会
場
で
活
動
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こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
１

年
が
経
っ
た
い
ま
で
も
、
部
活
の
仲
間
た

ち
と
過
ご
す
こ
と
が
な
い
ま
ま
21
年
を

迎
え
ま
し
た
。

　

今
年
、
経
営
学
部
は
み
な
と
み
ら
い

キ
ャ
ン
パ
ス
へ
移
転
し
ま
す
。
経
営
学
部

に
と
っ
て
昨
年
度
は
、
湘
南
ひ
ら
つ
か

キ
ャ
ン
パ
ス
で
過
ご
せ
る
最
後
の
年
で
し

た
が
、
み
ん
な
で
練
習
に
明
け
暮
れ
た
部

室
や
ラ
イ
ブ
で
盛
り
上
が
っ
た
食
堂
、
文

　

約
40
人
を
超
え
る
部
員
が
在
籍
し
、
こ

れ
ま
で
は
湘
南
ひ
ら
つ
か
キ
ャ
ン
パ
ス
を

拠
点
に
活
動
を
行
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。

２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
度
か
ら
は
、
み
な

と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
に
活
動
拠
点
を
移
し
、

「
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｄ 

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
」・「
全
日
本
大
学

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
ベス
ト
４
」

を
目
標
に
日
々
活
動 

を
行
なって
い
ま
す
。 

　

昨
年
度
の
活
動
成
績
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

　
「
私
の
大
学
生
活
は
軽
音
楽
部
な
し
で

は
語
れ
な
い
」。
こ
れ
は
、
同
期
の
発
言

の
引
用
で
す
。
私
た
ち
軽
音
楽
部
は
、
大

会
で
の
入
賞
を
目
指
し
た
り
誰
か
の
た
め

に
演
奏
し
た
り
な
ど
と
た
い
そ
う
こ
と
を

掲
げ
て
い
ま
せ
ん
。
私
が
思
う
に
、
軽
音

楽
部
の
活
動
目
的
は
普
段
の
バ
ン
ド
練

習
や
定
期
演
奏
会
、
合
宿
な
ど
、
大
学

生
活
を
軽
音
楽
部
な
し
で
は
語
れ
な
い

ほ
ど
の
時
間
を
部
活
の
仲
間
た
ち
と
過
ご

し
、
音
楽
を
鳴
ら
す
と
い
う
点
に
あ
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

２
０
２
０
（
令
和
２
）
は
、
多
く
の
時

間
を
と
も
に
過
ご
し
た
先
輩
た
ち
を
送

り
出
す
た
め
の
ラ
イ
ブ
が
中
止
に
な
る
と

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、
い
く
つ
か
の
大

会
が
中
止
に
な
って
し
ま
い
ま
し
た
が
、
１

部
12
チ
ー
ム
中
１
部
10
位
と
い
う
成
績
を

収
め
ま
し
た
。
目
標
と
し
て
い
た
「
全
日

本
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
」

の
出
場
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年

度
は
そ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
、
神
大
ら
し
い

粘
り
強
い
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
体
現
で
き
る
よ
う

チ
ー
ム一丸
と
なって
頑
張
って
参
り
ま
す
。 

今
後
と
も
男
子
バス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
への
ご

支
援
、
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い 

致
し

ま
す
。

（
た
む
ら
・
あ
い
り
◎
国
際
経
営
学
科
３
年
）

前
年
度
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に 

粘
り
強
く
頑
張
る

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
部

　

マネ
ー
ジ
ャ
ー　

田
村　

愛
李

大
学
生
活
は
軽
音
楽
部

な
し
で
は
語
れ
な
い

湘
南
ひ
ら
つか
キ
ャ
ンパ
ス
軽
音
楽
部

副
部
長　

板
松　

汐
音

化
祭
で
終
日
賑
わ
っ
て
い
た
１
号
館
前
に

足
を
踏
み
入
れ
な
い
ま
ま
１
年
が
過
ぎ

去
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
年
度
は
私
た
ち
４
年
生

に
と
っ
て
大
学
生
活
最
後
の
年
で
す
。
未

だ
先
の
見
え
な
い
状
況
で
す
が
、
大
学
生

活
最
後
の
年
が
軽
音
楽
部
の
仲
間
た
ち

と
過
ご
し
、
語
る
こ
と
の
で
き
る
充
実
し

た
年
に
な
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

（
い
た
ま
つ
・
し
お
ね　
◎
国
際
経
営
学
科
・
３
年
）

　

日
頃
か
ら
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
部
に

対
し
て
、
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
部
は
、

２
０
０
５
（
平
成
17
）
年
以
降
、
新
入
部

員
が
集
ま
ら
ず
、
一
旦
は
廃
部
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
Ｏ
Ｂ
が
営
む
サ
ー
フ

シ
ョ
ッ
プ
の
ス
ク
ー
ル
で
小
学
生
の
時
か

ら
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
を
学
ん
だ
新
入

生
の
大
久
保
皓
平
さ
ん
＝
現
Ｏ
Ｂ
会
長
、

２
０
１
５
（
平
成
27
年
）
人
間
科
学
科
卒

＝
が
入
学
し
、
翌
年
サ
ー
ク
ル
と
し
て
再
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
以
来
、
現
役
部
員
の

努
力
と
Ｏ
Ｂ
会
諸
先
輩
の
熱
心
な
ご
支
援

に
よ
り
、
２
０
１
９
（
平
成
31
）
年
体
育

会
に
ま
で
昇
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
部
は
、
横
須
賀
市
の
津
久
井
浜
に
て

横
浜
市
立
大
学
、
東
京
海
洋
大
学
、
県

立
保
健
福
祉
大
学
と
と
も
に
合
同
で
練
習

神
大
マリ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
再
生

か
ら
の
栄
冠
を
目
指
し
て

ウ
イ
ンド
サ
ー
フ
ィ
ン部

柴
本　

千
春

2018年度　４年生の卒業ライブにて
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こ
ん
に
ち
は
、
ア
カ
ペ
ラ
サ
ー
ク
ル
Ｊ

Ａ
Ｃ
Ｋ
で
す
。
サ
ー
ク
ル
が
創
設
さ
れ
て

11
年
、
私
た
ち
は
ア
カ
ペ
ラ
を
通
じ
て
交

流
し
、
多
く
の
ラ
イ
ブ
や
大
会
に
出
演
し

て
き
ま
し
た
。 

〈
サ
ー
ク
ル
の
実
績
〉

　
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｋ
が
運
営
す
る
サ
ー
ク
ル
ラ
イ

ブ
の
ほ
か
、
２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
ア

カ
ス
ピ
Ｅ
Ｘ
ヤ
ロ
バ
ン
全
国
大
会
出
演
、

18
（
平
成
30
）
年
ソ
ラ
マ
チ
ア
カ
ペ
ラ
ス

ト
リ
ー
ト
出
演
な
ど
、
数
々
の
実
績
も
残

し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
今
年
度
で
は

20（
令
和
２
）年
ア
カ
ス
ピ
関
東
最
終
出
演
、

21
（
令
和
３
）
年
ア
カ
ス
ピ
Ｅ
Ｘ
２
年
生

全
国
大
会
出
演
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。 

〈
ア
カ
ペ
ラ
を
通
じ
て
感
じ
る
こ
と
〉 

　

ア
カ
ペ
ラ
は
基
本
的
に
リ
ー
ド
ボ
ー
カ

ル
、
コ
ー
ラ
ス
、
ベ
ー
ス
、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
分
か
れ
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
ま

す
。
そ
れ
ら
が
重
な
り
調
和
を
生
み
出

す
こ
と
に
よ
っ
て
聴
き
手
の
心
を
惹
き
つ

け
ま
す
。
楽
器
を
使
わ
ず
た
っ
た
４
～
６

　

日
頃
よ
り
本
学
水
泳
部
へ
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

本
学
水
泳
部
は
１
９
３
０
年
に
創
部

し
、
今
年
で
創
部
91
年
目
を
迎
え
ま
す
。

２
０
２
０
年
度
は
創
部
90
周
年
と
い
う

節
目
の
年
に
日
本
学
生
選
手
権
に
お
き

ま
し
て
念
願
で
あ
る
女
子
総
合
優
勝
を

し
て
い
ま
す
。
監
督
や
コ
ー
チ
が
い
な
い

た
め
学
生
主
体
で
活
動
し
て
お
り
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
以
前
は

毎
週
土
日
の
正
規
練
習
と
平
日
の
自
主
練

習
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
２
０
２
０
（
令

和
２
）
年
度
は
大
会
中
止
が
相
次
ぎ
、
練

習
が
例
年
通
り
に
行
え
な
い
中
、
12
月
に

開
催
さ
れ
た
全
日
本
学
生
ボ
ー
ド
セ
ー
リ

ン
グ
選
手
権
（
イ
ン
カ
レ
）
で
武
田
岳
志

＝
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
度
人
間
科
学

科
卒
＝
が
９
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

２
０
１
３
（
平
成
25
）
年
に
部
が
復
活
し

て
か
ら
は
２
人
目
と
な
る
イ
ン
カ
レ
入
賞

者
を
輩
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
３
月
に
開
催
さ
れ
た
イ
ン
カ

レ
大
学
対
抗
戦
で
は
、
団
体
８
位
、
個
人

で
は
、
倉
鹿
野
巧
（
総
合
工
学
プ
ロ
グ
ラ

ム
３
年
）
が
、
２
年
生
な
が
ら
10
位
に
入

人
の
歌
声
で
ブ
レ
の
な
い
綺
麗
な
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
奏
で
た
り
、
重
厚
感
の
あ
る
リ
ズ

ム
を
刻
む
こ
と
に
よ
り
、
聴
き
手
を
圧
倒

し
、歌
い
手
も
高
揚
感
で
満
た
さ
れ
ま
す
。 

〈
今
後
の
目
標
〉

　

私
た
ち
は
音
楽
を
楽
し
み
な
が
ら
向

上
心
を
持
っ
て
サ
ー
ク
ル
活
動
に
励
ん
で

い
ま
す
。
今
後
も
サ
ー
ク
ル
ラ
イ
ブ
や
、

外
部
の
ラ
イ
ブ
・
大
会
で
活
躍
し
、
Ｊ

Ａ
Ｃ
Ｋ
を
さ
ら
に
大
き
な
も
の
に
し
て
い

け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
何
卒
、
応
援
の
ほ
ど
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
い
り
や
ま
・
し
ょ
う
き
◎
経
済
学
科
・
２
年
）

共　
　
　
　

昇

声
で
創
る
音
楽

神
奈
川
大
学
水
泳
部
コー
チ藤

田　

浩
幸

ア
カ
ペラ
サ
ー
クルＪ
Ａ
Ｃ
Ｋ　

入
山　

祥
己

賞
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
高
み
を
目
指
そ
う

と
部
員
に
勢
い
が
つ
い
て
き
て
い
ま
す
。

今
後
も
優
勝
を
目
指
し
て
チ
ー
ム
に
貢
献

し
て
い
け
る
よ
う
個
々
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
図
り
、
部
員
一
同
、
精
一
杯
努
力
し
て

参
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
神
大
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ

ン
部
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
し
ば
も
と
・
ち
は
る
◎
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
４
年
）

日本学生選手権　総合優勝

12月のインカレ、沖縄県のオクマビーチでの他大学チームメイトとの記念撮影
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長
を
重
ん
じ
な
が
ら
日
々
過
ご
し
て
い

る
学
生
達
の
姿
は
当
時
の
自
分
達
を
見

て
い
る
よ
う
で
、
ど
こ
か
懐
か
し
く
新

鮮
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
昨
年
は
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
チ
ー
ム

全
体
で
練
習
す
る
こ
と
が
例
年
に
比
べ

少
な
く
、
チ
ー
ム
が
１
つ
に
ま
と
ま
る

に
は
例
年
と
異
な
っ
た
取
り
組
み
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
立
た
さ
れ

ま
し
た
。
学
生
達
は
日
本
一
に
な
る
為

に
は
何
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
？

と
い
う
事
を
主
に
日
々
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
行
い
ま
し
た
。
私
自
身
も
学
生
達
と

沢
山
話
を
し
ま
し
た
。
学
生
達
は
何
を

思
い
、
何
を
考
え
て
い
る
か
を
聞
き
、

そ
れ
に
対
し
て
時
に
は
寄
り
添
い
、
時

に
は
本
音
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
し
た
。

果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
ご
支
援
下
さ
っ
た
関
係
者
の
方
々
は

じ
め
、
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
の
方
々
に
感
謝
の

気
持
ち
と
日
本
一
と
い
う
結
果
の
ご
報

告
が
出
来
き
ま
し
た
。

　

私
は
２
０
２
０
年
度
か
ら
本
学
水
泳

部
の
コ
ー
チ
に
就
任
し
ま
し
た
。
私
自

身
本
学
の
卒
業
生
で
あ
り
、
卒
業
後
は

地
元
青
森
県
の
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

に
就
職
し
、
水
泳
の
普
及
と
発
展
に
努

め
て
参
り
ま
し
た
。
現
在
は
水
泳
部
Ｏ

Ｂ
と
し
て
、
ま
た
卒
業
生
と
し
て
の
両

方
の
視
点
か
ら
学
生
達
と
接
し
、
向
き

合
い
な
が
ら
日
々
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

今
も
昔
も
変
わ
る
事
な
く「
ア
ス
リ
ー

ト
で
あ
る
前
に
人
格
者
で
あ
れ
」
と
い

う
チ
ー
ム
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
選
手

達
は
日
々
の
練
習
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

競
技
向
上
の
み
な
ら
ず
、
人
間
性
の
成

少
し
で
も
チ
ー
ム
が
良
い
方
向
に
行
く

よ
う
に
、
大
会
で
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
出
せ
る
よ
う
に
、
学
生
達
と
本

気
で
向
き
合
い
ま
し
た
。
日
本
学
生
選

手
権
が
近
づ
く
に
つ
れ
チ
ー
ム
に
勢
い

が
感
じ
始
め
、「
監
督
を
日
本
一
の
監
督

に
し
て
見
せ
る
」
と
い
う
熱
い
発
言
が

一
人
一
人
か
ら
出
始
め
ま
し
た
。
勢
い

が
乗
っ
た
状
態
で
大
会
に
挑
め
た
事
は
、

日
本
一
に
大
き
く
前
進
し
た
の
で
は
な

い
か
と
今
で
も
思
い
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
の
チ
ー
ム
目
標
は
女
子

総
合
優
勝
二
連
覇
、
男
子
は
関
東
学
生

選
手
権
総
合
優
勝
で
す
。
目
標
を
達
成

す
る
為
に
は
個
々
の
力
に
頼
る
事
な
く

全
員
で
共
に
成
長
し
な
が
ら
目
標
に
向

か
っ
て
昇
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

学
生
達
に
は
常
に
向
上
心
を
持
ち
な
が

ら
目
標
に
向
か
っ
て
突
き
進
ん
で
欲
し

い
で
す
。
応
援
し
て
頂
い
て
い
る
関
係

者
の
方
々
に
良
い
ご
報
告
が
出
来
る
様
、

私
自
身
も
コ
ー
チ
と
し
て
、
卒
業
生
と

し
て
日
々
精
進
し
て
参
り
ま
す
。
今
後

と
も
ご
支
援
・
ご
声
援
の
程
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（

ふ
じ
た
・
ひ
ろ
ゆ
き
）

練習中にアドバイスする学生

練習後のミーティング

１

2

宮陵会本部に寄せられた宮陵会報No111(2020.12 発行 ) の感想の一部です。

〇
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
の
会
報
を
今

回
じ
っ
く
り
読
ま
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
各
地
の
方
々
や

先
輩
や
後
輩
の
ご
活
躍
に
、
コ

ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
勇
気
づ
け
ら

れ
る
思
い
で
す
。
箱
根
駅
伝

は
、
毎
年
恒
例
の
Ｔ
Ｖ
観
戦
を

し
て
い
ま
す
。
同
期
の
仲
間
と

応
援
を
メ
ー
ル
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を

使
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ

の
と
こ
ろ
シ
ー
ド
権
を
逃
し
て

い
る
の
で
す
が
、
選
手
の
力
走

と
襷
の
バ
ト
ン
に
一
喜
一
憂
し

て
応
援
し
て
い
ま
す
。
頑
張
れ

「T
eam

 JIN
D

A
I

」。

　
　
（
奈
良
県 

Ｋ
さ
ん 

昭
和
51
年
貿
易
卒
）

〇
満
山
喜
郎
さ
ん
が
ロ
ン
ド
ン

に
福
島
を
支
援
す
る
福
島
庭
園

を
、
本
宮
市
に
は
英
国
庭
園
を

造
園
し
た
記
事
は
あ
り
が
た
い

で
す
ね
。
卒
業
生
の
近
況
報
告

も
面
白
い
で
す
ね
。

　
　
（
福
島
県 

Ｏ
さ
ん 

昭
和
48
年
法
律
卒
）

〇
卒
業
生
の
声
を
拝
読
し
、
人

そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
、
思
い
を

改
め
て
痛
感
し
、
自
分
の
学
生

時
代
を
振
り
返
る
時
、
今
は
亡

き
父
を
は
じ
め
多
く
の
学
友
の

顔
が
浮
か
ん
で
き
て
、
懐
古
の

一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
（
福
井
県 

Ｎ
さ
ん

 

昭
和
44
年
貿
易
卒
）
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思
え
ば
１
９
８
７
（
昭
和
62
）
年
4
月
、

晴
れ
晴
れ
と
し
た
気
持
ち
で
六
角
橋
キ
ャ

ン
パ
ス
へ
。
入
学
し
た
大
き
な
理
由
は
文

系
と
理
系
が
同
じ
敷
地
に
あ
る
か
ら
、
理

系
に
偏
っ
た
感
性
に
な
ら
な
い
、
文
理
相

乗
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
（
多
様
性
）
の
あ

る
空
間
に
期
待
―
と
い
う
若
さ
ゆ
え
の
思

い
か
ら
だ
っ
た
。

　

4
年
間
の
中
心
は
軽
音
モ
ル
グ
同
好
会

で
の
音
楽
漬
け
と
苦
労
し
た
電
気
工
学
科

の
授
業
。
今
で
も
よ
く
留
年
し
な
か
っ
た

と
思
う
。
賢
い
同
級
生
の
支
え
に
感
謝
。

モ
ル
グ
は
じ
め
文
理
多
様
な
繋
が
り
に
も

感
謝
。
そ
し
て
神
大
の
4
年
間
が
卒
後
の

礎
。

　

新
卒
時
の
技
術
屋
時
代
に
海
外
の
働
き

方
を
見
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

　

１
９
６
１
（
昭
和
36
）
年
卒
業
・
就
職

し
、
関
東
で
の
生
活
に
も
少
し
慣
れ
て
き

ま
し
た
。
子
供
の
将
来
を
考
え
て
経
済
的・

精
神
的
に
支
え
て
く
れ
た
田
舎
の
老
い
た

両
親
に
、
こ
れ
ま
で
育
て
て
く
れ
た
感
謝

の
気
持
ち
で
、
63
（
昭
和
38
）
年
4
泊
5

日
で
招
待
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
大
学
を
案

内
し
た
。
両
親
は
横
浜
が
初
め
て
で
す
。

市
中
で
す
れ
違
う
多
く
の
外
国
人
の
方
が

と
て
も
珍
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。
鎌
倉
市

で
は
見
慣
れ
た
奈
良
の
大
仏
よ
り
小
さ
い

　

大
学
生
活
を
ど
れ
だ
け
謳
歌
し
、
４
年

間
を
有
意
義
に
過
ご
せ
た
で
あ
ろ
う
か
。

今
考
え
る
と
、
も
っ
と
時
間
を
有
意
義
に

使
っ
て
い
れ
ば
と
、
や
り
残
し
た
こ
と
ば

か
り
で
あ
る
。「
後
悔
先
に
立
た
ず
」
で
あ

る
。
ゼ
ミ
に
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
ど
ん
な

大
学
生
活
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
る

と
、
ゾ
ッ
と
す
る
。

　

私
は
、
故
鈴
木
芳
徳
教
授
の
金
融
論
の

ゼ
ミ
に
入
っ
て
い
た
。
ゼ
ミ
の
活
動
で
多

く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
も
ら
っ
た
。
学
生

思
い
の
鈴
木
先
生
に
感
謝
し
て
い
る
。
お

そ
ら
く
ゼ
ミ
生
は
皆
、
鈴
木
先
生
の
面
倒

見
の
良
さ
を
口
に
す
る
だ
ろ
う
。
特
に
ゼ

ミ
生
の
就
職
活
動
時
期
に
は
鈴
木
先
生
の

面
倒
見
の
良
さ
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が

あ
っ
た
。

　

金
融
論
の
ゼ
ミ
で
あ
る
か
ら
、
当
然
の

こ
と
な
が
ら
金
融
論
に
関
す
る
研
究
が
中

心
で
あ
る
。
鈴
木
先
生
が
学
生
の
目
線
に

降
り
て
相
談
に
乗
っ
て
い
た
こ
と
は
今
で

も
鮮
明
に
記
憶
し
て
い
る
。
学
問
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
人
と
の
関
わ
り
方
、
社
会

人
と
し
て
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
大
い
に

教
わ
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
ま
た
、

ゼ
ミ
仲
間
と
の
出
会
い
も
学
生
時
代
の
良

き
思
い
出
で
あ
る
。
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で

の
泊
ま
り
で
の
研
究
活
動
、
飲
み
会
で
の

馬
鹿
騒
ぎ
等
々
、
学
生
時
代
な
ら
で
は
の

懐
か
し
い
思
い
出
ば
か
り
で
あ
る
。

ト
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
も
従
事
。
研
鑽

す
る
べ
く
同
志
社
大
学
大
学
院
Ｍ
Ｉ
Ｂ
Ａ

に
進
み
、
国
籍
・
業
種
・
職
種
・
地
位
を

超
え
て
英
語
で
議
論
し
学
ぶ
う
ち
に
、
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
（Sustainability

、
環

境
・
社
会
・
経
済
の
3
つ
の
観
点
か
ら
こ

の
世
の
中
を
持
続
可
能
に
し
て
い
く
と
い

う
考
え
方
）
に
関
心
を
持
ち
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
系

の
修
論
を
執
筆
。
他
大
学
院
Ｍ
Ｂ
Ａ
と
も

繋
が
り
視
野
が
広
ま
っ
た
。
今
は
コ
ロ
ナ

禍
に
適
合
し
、
独
自
性
、
社
会
貢
献
性
、

持
続
性
の
高
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
確
立
を
目
指

す
日
々
。
英
語
に
加
え
中
国
語
を
使
う
状

況
を
作
り
、
た
ど
た
ど
し
く
も
3
言
語
で

仕
事
。

　

神
大
卒
業
時
に
は
考
え
な
か
っ
た
文
理

雑
多
な
キ
ャ
リ
ア
も
、
不
思
議
と
一
筋
に

活
き
て
い
る
と
思
う
。
神
大
か
ら
授
か
っ

た
多
様
性
と
い
う
価
値
が
礎
に
あ
る
故
、

と
強
く
感
じ
る
。
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
を

“

雑
多
な
〝
か
ら“
多
様
性
の
あ
る
〝
へ

変
換
す
べ
く
、
授
か
っ
た
価
値
と
共
に
未

知
の
探
索
と
既
知
の
深
化
を
進
め
つ
つ
、

違
い
を
相
乗
さ
せ
な
が
ら
、
神
大
Ｏ
Ｂ
の

名
に
恥
じ
な
い
多
様
性
を
有
し
尊
重
す
る

成
果
を
創
り
た
い
。
我
が
母
校
、
神
大
に

感
謝
。

　

私
は
卒
業
後
、
金
融
機
関
に
就
職
し
た
。

永
年
の
銀
行
員
生
活
の
後
、
事
業
再
生
、

企
業
再
生
、
事
業
承
継
、
Ｍ
＆
Ａ
の
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
に
転
籍
し
た
。
そ
の

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
で
関
与
し
た
事

業
会
社
に
役
員
と
し
て
招
聘
さ
れ
、
再
生
、

事
業
承
継
の
課
題
に
取
り
組
ん
だ
。
今
年

１
月
に
は
一
定
の
役
目
を
終
え
た
と
判
断

し
役
員
を
退
任
し
た
。

　

さ
て
、
こ
れ
か
ら
は
人
生
の
締
め
く
く

り
だ
。
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
社
会
貢
献

事
業
に
お
い
て
最
後
の
役
目
を
果
た
し
て

い
く
つ
も
り
で
あ
る
。
今
こ
の
よ
う
に
元

気
で
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
の

は
、
ひ
と
え
に
充
実
し
た
大
学
生
活
を
送

ら
せ
て
も
ら
っ
た
神
奈
川
大
学
、
ゼ
ミ
教

授
、
ゼ
ミ
生
仲
間
、
そ
し
て
今
は
亡
き
両

親
の
お
陰
で
あ
る
。
全
て
の
方
々
に
感
謝

で
あ
る
。

多
く
の
卒
業
生
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
声
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

原稿を募集中
（詳細は60 頁） 卒

業
生
の

声

違
い
を
相
乗
さ
せ

多
様
性
の
あ
る
価
値
観
を

兵
庫
県　

鵜
沢 

昭
之
介 （
53
歳
）

１
９
９
１
年（
平
成
３
年
）電
気
卒

思
い
出
は

鈴
木
ゼ
ミ
と
共
に

千
葉
県　

奥
田  

伸
一  （
62
歳
）

１
９
８
１（
昭
和
56
）年
経
済
卒

「
少
し
親
孝
行

で
き
た
か
な
ぁ
…
」

和
歌
山
県　

岡
村　

光
惟  （
84
歳
）

１
９
６
１（
昭
和
36
）年
法
卒
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い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
広
告
代
理
店
勤
務

の
従
兄
弟
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
あ
る
デ

ザ
イ
ン
事
務
所
の
助
手
を
や
っ
て
み
な
い

か
と
誘
わ
れ
、
幸
運
に
も
勉
強
す
る
機
会

を
得
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
48
年
、
71
歳
に

な
り
未
だ
に
現
役
で
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
を

続
け
て
い
ら
れ
る
の
も
、
あ
の
時
、
漫
画

研
究
部
に
誘
わ
れ
た
お
陰
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。　
　

　

２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
我
々
の
作
っ

た
漫
画
研
究
部
が
め
で
た
く
50
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
歴
代
部
員
の
皆
さ
ん
長
い
間
漫

研
を
繋
い
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

　

私
の
大
学
生
活
の
想
い
出
の
中
で
切
っ

て
も
切
り
離
せ
な
い
の
が
、
漫
画
研
究
部

の
部
活
で
す
。

　

１
９
６
９
（
昭
和
44
）
年
入
学
。
季
節

は
秋
に
な
り
学
園
祭
の
告
知
が
出
始
め

た
頃
、
学
内
に
1
枚
の
ポ
ス
タ
ー
を
見
つ

け
ま
し
た
。「
漫
画
を
描
き
た
い
人
集
ま

れ
！
」
と
告
知
さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
に
つ
ら

れ
て
指
定
の
教
室
に
行
っ
て
み
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
ニ
コ
ニ
コ
し
て
や
た
ら
愛
想
の

い
い
2
年
生
男
子
と
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
が
気

に
な
る
短
大
1
年
生
の
女
子
、
他
に
3
人

が
待
ち
構
え
て
い
ま
し
た
。
募
集
の
趣
旨

は
、
漫
画
好
き
が
集
ま
り
刺
激
し
あ
っ
て

漫
画
を
描
こ
う
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
話

を
聞
き
終
え
別
れ
際
に
、
次
ま
で
に
何
か

漫
画
を
描
い
て
み
て
と
ケ
ン
ト
紙
と
Ｇ
ペ

ン
を
渡
さ
れ
、
自
動
的
に
そ
の
場
で
入
部

と
な
り
ま
し
た
。

　

当
初
は
漫
画
が
思
っ
た
よ
う
に
描
け

ず
、
し
ゃ
か
り
き
に
上
手
く
な
り
た
い
一

心
で
漫
画
ば
か
り
描
く
生
活
が
続
き
ま

し
た
。
そ
ん
な
中
、
親
戚
の
カ
フ
ェ
バ
ー

店
主
か
ら
漫
画
を
描
い
て
い
る
な
ら
メ

ニ
ュ
ー
や
ポ
ス
タ
ー
を
作
っ
て
く
れ
よ
と

頼
ま
れ
ま
し
た
。
作
っ
て
は
み
た
も
の
の

デ
ザ
イ
ン
の
経
験
も
な
く
、
お
洒
落
な
仕

上
が
り
と
は
程
遠
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま

1970（昭和45）年 学園祭の漫画研究部展示会場で。創部当時の部員（上段左が筆者）

漫
研
50
周
年

記
念
誌
を
制
作

神
奈
川
県　

五
十
嵐　

優
弥  （
52
歳
）

１
９
９
４（
平
成
６
）年
貿
易
卒

私
の
漫
画
研
究
部

神
奈
川
県　

河
井　

道
男   （
71
歳
）

１
９
７
３（
昭
和
48
）年
経
済
卒

　

私
は
バ
ブ
ル
期
の
神
大
生
で
す
。
当
時

は
ネ
ッ
ト
も
携
帯
電
話
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
今
よ
り
規
制
の
緩
い
自
由
で
平

穏
な
学
園
天
国
で
し
た
。
そ
ん
な
在
学
当

時
、
私
は
漫
画
研
究
会
に
属
し
、
毎
日
の

よ
う
に
部
室
に
入
り
浸
っ
て
い
ま
し
た
。

愉
快
な
仲
間
た
ち
と
喫
煙
、
飲
酒
、
麻
雀
、

音
楽
、
寝
泊
ま
り
、
漫
画
と
。
楽
し
か
っ

た
学
園
生
活
で
し
た
が
、
卒
業
後
は
そ
れ

と
決
裂
す
べ
く
す
っ
か
り
疎
遠
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
四
半
世
紀
が
過
ぎ
て
、
そ
の

漫
研
が
２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
に
創
立

50
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
、
私
は
一

大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

そ
れ
は
全
国
に
散
ら
ば
っ
た
漫
研
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
記
念
誌
を
作
成

す
る
こ
と
で
し
た
。
熱
い
想
い
と
企
画
力

で
名
簿
や
を
通
じ
て
声
を
か
け
、
理
解
あ

る
先
輩
方
の
協
力
を
得
て
、
百
名
近
い
参

加
者
と
寄
付
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
し

て
当
時
の
懐
か
し
い
顔
触
れ
と
力
を
合
わ

せ
て
超
バ
ブ
リ
ー
な
同
人
誌
を
制
作
し
た

の
で
す
。

　

内
容
は
、
宮
陵
会
・
久
保
清
治
会
長
の

ご
挨
拶
に
始
ま
り
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
祝
辞
、

歴
史
年
表
、
在
学
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、

ね
…
っ
て
話
し
な
が
ら
見
物
し
ま
し
た
。

東
京
は
大
型
の
外
車
に
ガ
イ
ド
さ
ん
を
付

け
て
観
光
し
ま
し
た
。
皇
居
二
重
橋
の
前

で
両
親
は
し
ば
ら
く
動
こ
う
と
も
し
ま
せ

ん
。
戦
中
・
戦
後
の
混
乱
を
乗
り
越
え
た

こ
と
で
も
思
い
出
し
た
の
で
し
ょ
う
か
？

日
光
へ
は
上
野
駅
か
ら
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
に

乗
っ
て
行
き
ま
し
た
。
初
め
て
見
る
華
厳

の
滝
・
東
照
宮
陽
明
門
に
び
っ
く
り
し
て

い
ま
し
た
。

　

次
の
日
、
学
生
時
の
友
人
・
大
分
県
出

身
の
永
岡
君
が
運
転
す
る
車
で
箱
根
芦
ノ

湖
・
十
国
峠
を
ド
ラ
イ
ブ
し
ま
し
た
。
最

後
の
日
、
羽
田
空
港
か
ら
大
阪
空
港
ま
で

飛
行
機
で
す
。
初
め
て
乗
る
飛
行
機
に
両

親
は
嬉
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。
空
港
の
ゲ
ー

ト
で
別
れ
際
、
周
辺
の
人
を
気
に
せ
ず
泣

き
な
が
ら
何
度
も
「
あ
り
が
と
う
」「
あ
り

が
と
う
」
の
言
葉
で
す
。
飛
行
機
の
タ
ラ
ッ

プ
を
登
り
な
が
ら
、
見
送
り
デ
ッ
キ
の
私

に
向
か
っ
て
い
つ
ま
で
も
手
を
振
り
な
が

ら
機
中
へ
消
え
ま
し
た
。
私
は
心
の
中
で

「
親
父
、
お
袋
、
一
人
歩
き
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
。
長
生
き

し
て
く
だ
さ
い
」
と
心
か
ら
叫
び
ま
し
た
。
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新
作
漫
画
、
プ
ロ
に
転
向
し
た
Ｏ
Ｂ
の
宣

伝
広
告
、
神
大
★
ム
ス
メ
の
グ
ラ
ビ
ア
、

プ
ロ
作
家
か
ら
の
漫
研
宛
て
サ
イ
ン
、
Ｏ

Ｇ
の
コ
ス
プ
レ
グ
ラ
ビ
ア
、
海
外
旅
行
記
、

神
大
マ
ス
コ
ッ
ト
連
載
漫
画
の
制
作
秘
話

な
ど
盛
り
沢
山
で
す
。

　

直
後
コ
ロ
ナ
渦
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
を
機
に
幅
広
い
層
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
現

在
Ｓ
Ｎ
Ｓ
広
場
で
交
流
中
で
す
。
ち
な
み

に
本
は
完
売
し
ま
し
た
が
、
国
立
図
書
館
、

神
大
図
書
館
、
資
料
編
纂
室
、
卒
業
生
窓

口
に
寄
贈
し
ま
し
た
の
で
見
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。

　
ペン
を
握
れ
ば
、
あ
の
頃
の
光
景
が
ま
る

で
走
馬
灯
の
よ
う
に
頭
の
中
を
駆
け
め
ぐ
り

ま
す
。

　

枯
葉
舞
う
銀
杏
並
木
に
響
く
マ
イ
ク
の
叫

び
、
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
色
あ
せ
た
立
看
板
、

休
講
を
知
ら
せ
る
空
虚
な
掲
示
板
、
す
べて

が
懐
か
し
い
想
い
出
と
し
て
今
鮮
明
に
よ
み

漫
研
50
周
年
記
念
号

母
校
へ 

そ
し
て
友
へ

兵
庫
県　

細
見　

茂
樹  （
71
歳
）

１
９
７
２（
昭
和
47
）年
法
律
卒

い
ま 

仕
事
の
楽
し
さ
を

感
じ
る

神
奈
川
県　

庄
子　

さ
ち
子（
64
歳
）

１
９
７
９（
昭
和
54
）年
法
律
卒

　

貧
乏
だ
と
イ
ジ
メ
を
受
け
劣
等
感
の
塊

だ
っ
た
私
は
、
中
学
二
年
か
ら
あ
ま
り
楽

し
い
と
も
思
わ
ず
仕
事
を
始
め
ま
し
た
。

そ
の
私
が
周
囲
の
反
対
を
押
し
切
り
大
学

に
進
学
し
た
の
は
、
意
地
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
当
時
、
学
費
の
安
い
神
大
は
唯
一

の
希
望
で
し
た
。

　

大
学
生
活
は
2
か
月
が
京
都
で
舞
台
、

大
学
に
来
て
い
る
間
も
モ
デ
ル
と
声
の
仕

事
を
し
て
い
ま
し
た
。
4
年
次
で
体
育

の
講
義
を
受
け
て
い
た
の
で
す
か
ら
、
勉

強
の
方
は
恥
ず
か
し
い
限
り
で
し
た
。
で

も
大
学
生
活
そ
の
も
の
は
輝
く
も
の
で
し

た
。
同
好
会
に
も
入
り
、
主
人
と
も
出
会

い
、
た
く
さ
ん
の
縁
を
い
た
だ
く
中
で
引

け
目
が
消
え
、
明
る
く
な
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
結
婚
し
、
40
年
。
今
も
シ
ニ
ア

モ
デ
ル
を
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
仕
事
は

シ
ビ
ア
で
す
。
華
や
か
な
時
を
享
受
し
て

も
辞
め
て
行
く
方
が
多
い
モ
デ
ル
業
。
歳

と
と
も
に
シ
ョ
ー
や
雑
誌
の
仕
事
が
モ
ニ

タ
ー
の
仕
事
中
心
と
な
り
。
私
が
出
て
い

る
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
甥
に
昔
の
仕
事
を

聞
か
れ「
モ
デ
ル
と
女
優
だ
っ
た
」と
言
っ

た
と
こ
ろ
、
全
く
信
じ
て
も
ら
え
ず
に
大

笑
い
さ
れ
、
思
わ
ず
納
得
。
以
来
、
昔
の

写
真
を
持
ち
歩
い
て
い
ま
す
（
笑
い
）。

　

で
も
、
そ
ん
な
現
在
を
私
は
本
当
に
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
仕
事
で
出
会
う
商
品
の

良
さ
を
見
つ
け
、
画
面
を
通
し
て
伝
え
る

喜
び
、
自
分
の
老
い
や
変
化
も
生
か
し
て

行
け
ば
一
生
続
け
ら
れ
る
仕
事
で
す
。
頼

れ
る
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
女
性
と
の
出
会
い
も

神
大
で
し
た
。

　

私
が
人
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
職
業

と
し
て
い
ら
れ
る
の
は
、
温
か
く
信
頼
で

き
る
多
く
の
仲
間
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た

か
ら
で
す
。
神
奈
川
大
学
で
頂
い
た
多
く

の
縁
に
私
は
い
つ
も
、
そ
し
て
今
も
支
え

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

左側が筆者

が
え
り
ま
す
。

　
「
青
春
時
代
は
遠
き
に
あ
り
て
想
う
も

の
」。
ま
さ
に
、
価
値
あ
る
多
感
な
時
代
の

大
半
を
過
し
た
神
奈
川
大
学
の
生
活
は
、

私
に
とって
か
け
替
え
の
な
い
貴
重
な
人
生
の

糧
と
な
り
ま
し
た
。

　

夜
遅
く
ま
で
語
り
合
っ
た
友
、
ゼ
ミ
を
サ

ボって
遊
び
に
行
った
友
、
学
食
で
弁
当
を
分

け
て
く
れ
た
友
。
あ
の
友
は
今
、
ど
う
し
て

い
る
だ
ろ
う
か
。
会
い
た
い
、
も
う
一度
会
っ

て
あ
の
頃
の
話
し
を
し
て
み
た
い
。
人
生
の

終
着
駅
を
ま
も
な
く
迎
え
る
年
齢
に
なって

も
、
な
ぜ
か
学
生
時
代
の
想
い
出
を
ふ
と
こ

ろ
に
深
く
温
め
、
抱
い
て
生
き
て
い
る
の
は
私

だ
け
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
国
の
片
隅
で
、
母

校
の
発
展
を
想
い
、
ま
た
友
を
懐
か
し
み
続

け
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

　

大
学
生
活
を
通
じ
て
、
多
く
の
こ
と
を
教

え
て
く
れ
た
母
校
と
友
。
す
ば
ら
し
い
若
き

時
代
を
創
造
し
て
く
れ
た
母
校
と
友
。
あ

り
が
と
う
！
母
校
、
神
奈
川
大
学
に
栄
光

あ
れ
。
友
よ
、
いつ
か
会
え
る
そ
の
日
ま
で
、

私
は
あ
の
時
代
の
貴
方
を
決
し
て
忘
れ
な

い
。
ま
た
会
お
う
、
母
校
で
。
そ
し
て
、
あ

の
頃
に
再
び
戻
ろ
う
！
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卒
業
し
て
40
年

東
京
都　

松
浦　

佐
智 

（
63
歳
）

１
９
８
１（
昭
和
56
）年
貿
易
卒

「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
太
郎
」
と

呼
ば
れ福岡

県　

神
垣　

慶
治 

（
76
歳
）

1
9
6
8（
昭
和
43
）年
貿
易
卒

運
命
を
大
き
く

変
え
て
く
れ
た
大
学
生
活

東
京
都　

須
田　

真
季 

（
29
歳
）

２
０
１
４（
平
成
26
）年
法
律
卒

　

大
学
卒
業
か
ら
40
年
近
く
が
過
ぎ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
大
学
の
友
人
と
は
ラ

イ
ン
で
や
り
と
り
し
て
、
気
持
ち
は
い
つ

で
も
大
学
生
の
こ
ろ
に
戻
れ
ま
す
。
大
学

時
代
大
好
き
だ
っ
た
先
輩
の
突
然
の
事
故

死
。
告
別
式
は
、
私
の
卒
業
式
当
日
で
し

た
。
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
先
輩
の
代
わ

り
に
サ
ッ
カ
ー
を
や
ろ
う
と
ク
ラ
ブ
チ
ー

ム
に
在
籍
し
、
35
歳
ま
で
競
技
で
現
役

を
続
け
、
そ
の
後
は
エ
ン
ジ
ョ
イ
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
で
す
。
現
在
も
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
て

い
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
は
私
に
様
々
な
出
会

い
を
生
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　

20
代
か
ら
勤
務
し
た
モ
デ
ル
事
務
所

は
、
毎
日
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
朝
10

時
か
ら
深
夜
12
時
頃
ま
で
働
く
、
今
で

い
う
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
で
し
た
。
受
注
か
ら

手
配
、
回
収
ま
で
任
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

２
０
０
９
（
平
成
21
）
年
に
そ
こ
の
社
長

が
逝
去
し
、
国
税
局
の
差
し
押
さ
え
で
事

実
上
倒
産
し
ま
し
た
。
す
べ
て
の
後
始
末

を
済
ま
せ
、
フ
ッ
ト
サ
ル
で
知
り
合
っ
た

友
人
の
設
立
し
た
企
業
で
働
く
こ
と
に
な

り
、
現
在
も
マ
ネ
ジ
ャ
ー
業
を
続
け
て
い

ま
す
。

　

毎
日
同
じ
作
業
で
も
新
製
品
な
ど
の

情
報
が
早
い
の
で
、
世
の
中
の
流
れ
を
い

ち
早
く
知
る
こ
と
が
で
き
て
楽
し
い
で

す
。
モ
デ
ル
と
言
っ
て
も
素
人
の
ミ
ド
ル

シ
ニ
ア
層
が
中
心
で
、
少
し
ず
つ
現
場
に

慣
れ
て
行
く
と
自
信
が
つ
い
て
く
る
も
の

で
す
。
生
き
生
き
と
働
く
シ
ニ
ア
モ
デ
ル

さ
ん
た
ち
を
見
る
と
、
今
日
も
一
つ
で
も

多
く
の
仕
事
を
紹
介
し
た
い
と
頑
張
れ
ま

す
。
色
々
な
出
会
い
や
別
れ
を
繰
り
返
し

な
が
ら
、
年
齢
を
重
ね
る
こ
と
は
、
生
き

る
あ
か
し
だ
と
思
え
ま
す
。

連
れ
し
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
頂
い
た
り
と

サ
ポ
ー
ト
の
仕
方
は
様
々
で
す
。
お
客
様

の
「
幸
せ
づ
く
り
」
に
日
々
邁
進
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
お
客
様
の
笑
顔
が
う
れ

し
く
て
、
難
し
い
案
件
は
、
弁
護
士
、
司

法
書
士
さ
ん
と
共
に
解
決
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
お
客
様
か
ら
正
義
の
味
方
「
ウ
ル

ト
ラ
マ
ン
太
郎
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
ま
す

（
笑
）。

　

私
は
、
人
生
訓
と
し
て
、
大
学
の
ゼ
ミ

の
恩
師
、原
司
郎
先
生
か
ら
頂
い
た
「
日
々

是
れ
新
た
な
る
感
激
」
を
持
ち
味
と
し

て
生
き
て
き
ま
し
た
の
で
、
お
客
様
か
ら

の
「
信
頼
」
を
一
番
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
難
し
い
案
件
で
も
、
お
客
様
の
信

頼
に
応
え
る
た
め
に
努
力
を
積
み
重
ね
ま

す
。
解
決
し
た
時
の
お
客
様
の
笑
顔
は
、

た
ま
り
ま
せ
ん
。
仕
事
冥
利
に
つ
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
お
客
様
に
寄
り
添
い
、
悩

み
事
、
心
配
事
を
専
門
家
と
共
に
一
つ
一

つ
解
決
し
な
が
ら
、
楽
し
く
幸
せ
な
生
活

を
送
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
務
め
る
覚

悟
で
す
。
原
ゼ
ミ
の
五
戒
（
着
実
・
融
和
・

自
信
・
闘
志
・
謙
虚
）
を
忘
れ
ず
、
こ
れ

か
ら
の
10
年
、
20
年
の
人
生
を
歩
ん
で
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
神
奈
川
大
学
の
益
々
の
ご
発

展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

銀
行
を
60
歳
で
定
年
退
職
し
、
15
年

に
な
り
ま
す
。
退
職
し
て
事
業
を
お
こ

し
、
銀
行
時
代
の
お
客
様
の
お
世
話
を
さ

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
成
年
後
見
人
ま

た
は
任
意
後
見
人
と
し
て
、
弁
護
士
、
司

法
書
士
さ
ん
と
共
に
お
客
様
の
財
産
管
理

を
し
て
い
ま
す
。
遺
言
公
正
証
書
作
成
の

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
き
、
安
心
し
て
幸

せ
な
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
が
、

私
の
生
き
が
い
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
お

客
様
を
食
事
に
お
連
れ
し
た
り
、
病
院

に
入
院
中
の
お
客
様
を
日
帰
り
温
泉
に
お

　

私
は
今
年
30
歳
と
な
り
ま
す
。
振
り

返
っ
て
み
る
と
神
大
に
は
い
ろ
い
ろ
と
縁

が
あ
る
よ
う
で
す
。
私
の
叔
父
は
神
大
出

身
。
私
の
夫
や
10
年
来
の
親
友
と
も
神
大

で
知
り
合
い
ま
し
た
。
今
の
私
が
パ
ー
ト

と
し
て
勤
務
し
て
い
る
法
律
事
務
所
に
お

い
て
も
、
神
大
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
出
身
の
弁

護
士
が
い
ま
す
。
今
思
え
ば
、
こ
の
大
学

生
活
は
私
の
運
命
を
大
き
く
変
え
た
場
所

だ
な
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
神
大
に
入
学
し
た
の
は
10
年
ほ
ど

前
の
２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
4
月
で
し

た
。
弁
護
士
に
な
る
こ
と
を
夢
見
て
、
千

葉
県
の
房
総
半
島
か
ら
横
浜
へ
引
っ
越
し

一
人
暮
ら
し
を
始
め
ま
し
た
。
大
学
生
活

は
楽
し
み
と
い
う
よ
り
、
友
達
が
で
き
る

か
不
安
な
中
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

　

し
か
し
入
学
し
て
で
き
た
友
達
は
、
恋

愛
三
昧
の
子
、
海
外
旅
行
を
た
く
さ
ん
し

て
い
る
子
な
ど
、
み
ん
な
個
性
的
で
生
き

生
き
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
特

に
親
友
は
、
自
分
の
境
遇
に
も
め
げ
ず
、

努
力
し
て
積
極
的
に
チ
ャ
ン
ス
を
掴
み
に

行
く
性
格
で
、
私
自
身
彼
女
に
驚
か
さ
れ

た
と
と
も
に
、
私
も
頑
張
ろ
う
と
思
わ
せ

て
く
れ
る
人
で
し
た
。
彼
女
の
励
ま
し
の

お
か
げ
で
、
弁
護
士
に
は
な
れ
ず
と
も
、

私
は
法
律
に
携
わ
る
仕
事
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
学
で
知
り
合
っ
た
夫
は
、
野
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神
大
時
代
か
ら
の

色
々
な
出
会
い

神
奈
川
県　

菅
原　

尚
子 

（
69
歳
）

１
９
７
５（
昭
和
50
）年
英
文
卒

球
や
ゲ
ー
ム
、
小
説
等
な
ど
私
の
興
味
の

な
か
っ
た
も
の
に
対
し
て
視
野
を
広
げ
て

く
れ
た
人
で
し
た
。
神
大
で
過
ご
し
た
4

年
間
は
、
び
っ
く
り
す
る
く
ら
い
私
の
運

命
を
変
え
ま
し
た
。
卒
業
し
て
7
年
経
っ

た
今
、
夫
は
警
察
官
と
な
り
、
私
は
令
和

元
年
に
男
の
子
を
出
産
し
、
お
か
げ
さ
ま

で
家
族
3
人
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

私
に
は
神
大
以
外
で
の
大
学
生
活
は
な

か
っ
た
と
、
今
改
め
て
思
い
ま
す
。
当
時

は
ま
だ
珍
し
か
っ
た
地
方
試
験
の
お
蔭
で

緊
張
せ
ず
に
受
験
で
き
た
上
、
一
年
分
の

授
業
料
は
自
分
で
払
う
と
親
を
説
得
し
て

始
め
た
浪
人
時
の
約
束
を
、
授
業
料
の
安

さ
で
何
と
か
果
た
せ
た
か
ら
で
す
。

　

比
較
文
学
で
有
名
な
太
田
三
郎
先
生
が

お
ら
れ
た
千
葉
大
受
験
失
敗
後
に
入
学
し

た
神
大
で
、
偶
然
に
も
先
生
に
出
会
え
た

嬉
し
さ
に
、
四
年
生
が
多
い
授
業
で
も
一

年
生
で
即
参
加
し
ま
し
た
。
当
時
は
学
生

運
動
の
全
盛
期
。
運
動
家
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト

姿
で
授
業
妨
害
に
現
れ
、
身
の
危
険
を
感

じ
た
先
生
が
神
大
を
去
ら
れ
る
残
念
な
結

果
に
な
り
、
諦
め
き
れ
な
い
私
が
ご
自
宅

ま
で
押
し
か
け
て
も
無
理
で
し
た
。
で
も
、

授
業
の
学
年
指
定
が
な
く
他
学
部
の
貿
易

英
語
に
も
参
加
で
き
た
神
大
の
自
由
さ
の

延
長
で
、
卒
業
後
に
パ
ソ
コ
ン
通
信
参
加

で
、
主
催
の
疋
田
三
良
先
生
と
翻
訳
に
つ

い
て
お
話
も
で
き
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

バ
イ
ト
先
の
彼
も
神
大
生
で
、
企
業
に

就
職
後
結
婚
し
ま
し
た
が
、
海
外
出
張
中

の
事
故
で
急
逝
。
悲
し
み
の
時
に
、
清
書

を
手
伝
っ
た
卒
論
を
手
に
し
な
が
ら
、
田

村
献
先
生
が
、
工
業
経
営
ゼ
ミ
参
加
当
時

の
様
子
を
お
話
し
下
さ
い
ま
し
た
。

　

女
性
で
も
一
生
仕
事
を
と
考
え
て
い

た
こ
と
か
ら
教
壇
に
立
ち
、
自
分
を
仕
事

人
間
に
追
い
込
み
無
事
定
年
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。
亡
き
彼
と
一
緒
に
フ
ォ
ー
ク

ソ
ン
グ
部
で
活
動
し
た
人
と
命
日
の
度

に
話
し
た
き
っ
か
け
か
ら
、
現
在
一
緒
に

暮
ら
し
て
い
ま
す
。
別
姓
結
婚
が
理
想
で

職
場
で
は
旧
姓
を
使
用
し
た
け
れ
ど
も
、

今
は
事
実
婚
状
態
で
す
。
元
気
を
な
く
し

て
い
た
リ
タ
イ
ア
後
の
時
期
に
神
大
漫

研
50
周
年
記
念
号
で
盛
り
上
が
り
、
絵
本

作
成
講
座
で
見
本
に
描
い
た
愛
車
の
絵

を
再
現
し
掲
載
し
ま
し
た
。
後
に
旧
車
専

門
誌
が
取
材
に
来
た
の
で
、
漫
研
仲
間
に

も
宣
伝
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
に
も
皆
さ

ん
に
明
る
い
話
題
が
提
供
で
き
て
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

め
と
思
い
厳
し
さ
の
中
に
も
懐
の
深
さ
が

感
じ
ら
れ
た
。
こ
の
世
を
去
っ
て
し
ま
っ

た
先
生
方
を
思
う
と
、
き
っ
と
次
は
お
前

の
番
だ
ぞ
と
向
う
の
世
界
か
ら
叱
咤
し
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
が
、

力
及
ば
ず
他
大
に
異
動
す
る
結
果
と
な
っ

た
自
身
を
不
甲
斐
な
く
思
う
。

　

こ
こ
某
女
子
大
学
は
自
校
出
身
の
教
員

が
多
く
、
そ
れ
故
に
大
学
を
良
く
し
た
い

と
言
う
思
い
が
傍
か
ら
見
て
も
滲
み
溢
れ

て
い
る
。
や
は
り
母
校
で
後
輩
を
指
導
す

る
の
は
改
め
て
良
い
な
ぁ
と
思
う
毎
日
で

あ
る
。
今
は
だ
い
ぶ
後
方
か
ら
後
輩
を
支

援
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
が
、
い
つ
か

き
っ
と
、
ま
た
神
大
に
戻
り
、
母
校
の
発

展
に
直
接
貢
献
で
き
た
ら
と
思
う
。

　

多
く
の
先
生
方
の
お
か
げ
で
学
部
入
学

か
ら
大
学
院
博
士
後
期
課
程
ま
で
9
年
間

を
無
事
修
了
し
、
そ
の
ま
ま
神
大
に
教
員

と
し
て
残
り
20
年
間
、
後
輩
の
指
導
に
あ

た
っ
て
い
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
理
由
で
一

昨
年
他
大
学
に
異
動
し
た
。

　

学
生
時
代
は
、
幸
い
同
期
・
先
輩
に
恵

ま
れ
、
ま
た
個
性
あ
る
多
く
の
先
生
方
に

鍛
え
上
げ
て
い
た
だ
い
た
お
陰
で
今
が
あ

る
と
つ
く
づ
く
思
う
。
特
に
神
大
出
身
の

Ｎ
教
授
に
は
、
院
生
時
代
か
ら
よ
く
1
人

教
授
室
に
呼
ば
れ
て
は
怒
ら
れ
た
。
長
い

と
き
に
は
1
時
間
以
上
に
も
及
ん
だ
が
、

本
当
に
良
く
生
意
気
な
学
生
の
話
を
聞
い

て
く
れ
た
と
感
謝
す
る
日
々
で
あ
る
。
ま

た
比
較
的
卒
年
の
近
い
先
輩
や
同
輩
に
は

社
会
で
活
躍
す
る
人
物
が
多
く
、
既
に
一

部
上
場
企
業
の
取
締
役
や
部
長
ク
ラ
ス
以

上
の
卒
業
生
が
数
多
く
い
る
。
そ
の
よ
う

な
卒
業
生
の
卒
研
の
研
究
室
は
、
厳
し
い

と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
な
ぁ
と
振
り
返
る
。

厳
し
さ
も
み
な
学
生
の
た
め
、
大
学
の
た

卒業研究のはじまった研究室で同期の学生

自作絵本

神
奈
川
大
学
を
離
れ
て

思
う
こ
と

神
奈
川
県　

赤
井　

昭
二 

（
51
歳
）

１
９
９
９（
平
成
11
）年
工
博
後
修
了



中
村
那
詮
先
生
が
55
年
以
上
の
昔
、
神
大

に
奉
職
さ
れ
る
前
（
日
本
商
工
会
議
所
か

ら
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
に
派
遣
さ
れ
て
い

た
時
）
に
同
氏
か
ら
色
々
と
お
世
話
に
な

り
、
親
交
が
あ
っ
た
こ
と
が
後
年
わ
か
っ

た
。
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
と
、
国

と
時
代
を
超
え
て
人
と
人
と
の
出
会
い
の

奇
遇
、
素
晴
ら
し
さ
を
改
め
て
感
じ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

丁
度
60
歳
の
定
年
を
契
機
に
、
趣
味
や

地
域
社
会
で
の
活
動
に
専
念
し
始
め
た
の

が
15
年
前
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
は
私
の
よ

う
な
「
会
社
人
間
」
と
は
違
う
人
た
ち
と

接
し
て
い
く
う
ち
に
、
自
分
が
４
か
国
で

通
算
23
年
間
の
海
外
勤
務
で
得
た
異
文
化

体
験
を
一
冊
の
本
に
纏
め
て
み
た
く
な
っ

た
。
そ
こ
で
、
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
書
き
上
げ

た
の
が
別
掲
の
本
だ
。地
元
の
知
人
、サ
ー

ク
ル
仲
間
に
紹
介
し
た
と
こ
ろ
好
評
を
得

て
、
講
演
依
頼
も
受
け
た
こ
と
が
あ
る
。

　

そ
の
中
か
ら
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ひ
と
つ
。

１
９
８
６
（
昭
和
61
）
年
、
私
が
社
長
を

務
め
て
い
た
マ
レ
ー
シ
ア
の
合
弁
会
社
の

会
長
は
ラ
ジ
ャ
・
ダ
ト
・
ノ
ン
チ
ッ
ク
氏

と
い
う
人
だ
っ
た
。
氏
は
先
の
大
戦
中
、

「
南
方
特
別
留
学
生
（
当
時
の
国
策
留
学

制
度
）」
の
一
人
と
し
て
日
本
に
留
学
し
、

終
戦
直
後
に
帰
国
。
本
国
で
上
院
議
員
と

な
っ
た
後
、
日
本
の
政
・
財
界
と
の
橋
渡

し
役
と
な
っ
て
両
国
の
親
善
に
貢
献
し
た

功
績
に
よ
り
、
日
本
国
よ
り
勲
二
等
瑞
宝

章
を
賜
っ
た
著
名
人
で
あ
る
。私
は
当
時
、

よ
く
ご
自
宅
に
招
か
れ
「
昔
の
日
本
人
は

立
派
だ
っ
た
。
自
分
を
育
て
て
く
れ
た
日

本
に
は
感
謝
し
て
い
る
が
、
今
の
日
本
人

は
だ
ら
し
が
な
い
」
な
ど
と
お
説
教
を
頂

い
た
も
の
だ
。

　

本
の
中
で
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
実

は
、
私
の
ゼ
ミ
（
商
業
英
語
）
の
恩
師
、
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時
代
と
国
を
超
え
た

人
と
の
つ
な
が
り

東
京
都　

中
谷　

正
明 

（
75
歳
）

１
９
６
８（
昭
和
43
年
）貿
易
卒

ペ
ン
ネ
ー
ム
で
書
き
上
げ
た
本

「宮陵会報」（第 112 号）への投稿をお待ちします。
▽発　行　2021 年 8 月中旬　　▽部　数　110,000 部
▽体　裁　A4 判、12 ページ（予定）
▽規　定　600 字以内
▽テーマ　「箱根駅伝」または自由（学生時代の思い出、近況、

趣味、旅行、社会への提言、宮陵 No 70 号の感想など）
▽締め切り　2021 年 6 月 18 日（金）。掲載分には記念品をお贈り

します。
▽宛　先　〒 221-0802 横浜市神奈川区六角橋 3-27-1、宮陵会

「宮陵 112 号」係。郵送かメール
（kyuryou-jimu@kanagawa-u.ac.jp）で。
住所、氏名、年齢、神大卒業年・学科を明記してください。

原稿は一部を手直しすることがあります。　

原稿を募集しています



卒業式

オープンキャンパス

工学部宇宙エレベータープロジェクト

陸上競技部 女子サッカー部

硬式野球部 チアリーディング

フォークス

茶道研究部

クラブ＆サークルイベント

卒業式総代

入学式

神奈川大学のマスコット〝JIN&KANA〟

キャンパスツアー

一般社団法人神奈川大学宮陵会ホームページのご案内
一般社団法人神奈川大学宮陵会ではホームページを開設しております。

各地域組織等のホームページへもリンクしていますので、是非一度アクセスしてみて下さい。

https://www.kanagawa-u.ac.jp/kyuryokai/

学校行事
より

学生の
課外活動
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宮陵　第70 号（2021年）
発　行　2021（令和3）年４月30日
発行所　一般社団法人神奈川大学宮陵会

〒221-0802　横浜市神奈川区六角橋3-27- 1
電話　045-481-5661

編　集　一般社団法人神奈川大学宮陵会広報委員会

委 員 長
副委員長
委 員
委 員

委 員
委 員
委 員

原　　柳作（1971・昭 46、英文）

春原正三郎（1972・昭 47、法律）

内藤　正久（1976・昭 51、機械）

永田　晴彦（1983・昭 58、貿易）

千葉　陽史（1984・昭 59、経済）

中山　幾雄（1988・昭 63、法律）

矢島　俊明（1999・平 11、国経）

広 告 索 引

株式会社 AOKI … ……………………  表紙裏
パラマウントベッド株式会社 ………………  ８
宇久田進治税理士事務所
　　（株式会社経営センターグロウ） ………  ９
株式会社KUパートナーズ ………………… 22
ベスト資材株式会社 … …………………… 45

末廣園 … …………………………………… 57
株式会社ディーエムエス … ……………… 57
不二サッシ株式会社 … …………………… 65
ＳＫＹ総合法律事務所 … ………………… 65
神奈川大学生活協同組合……………… 裏表紙

横浜キャンパス

中山キャンパス

みなとみらいキャンパス

湘南平塚キャンパス
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一般社団法人  神奈川大学宮陵会事務局
〒221-0802　横浜市神奈川区六角橋3-27-1 神奈川大学内

TEL  045-481-5661　　FAX  045-413-0791
E-mail　kyuryou-jimu@kanagawa-u.ac.jp

登録されている氏名・住所・電話番号・勤務先などに変
更があれば、ご連絡をお願い申し上げます。

①神奈川大学ホームページ
　卒業生ひろば
　https://alumni.kanagawa-u.ac.jp/

⇒　卒業生情報登録・変更のご案内
②郵送・FAX等
64 頁の「卒業生情報登録・変更申請書」に必要事項を
ご記入の上、下記の宮陵会事務局までお願いいたします。

③E-mail
下記の宮陵会事務局 E-mail でも変更可能です。
※登録いただきました情報につきましては、皆様の個
人情報の重要性を深く認識し、「学校法人神奈川大学
プライバシーポリシー」に従い適正な保護管理に努
めます。

県民功労、大臣表彰、褒章、叙勲等をうけられた会員の
方がございましたら、事務局までお知らせください。

住所等の変更について住所等の変更について

地域組織代表者・事務局担当者の皆様へ地域組織代表者・事務局担当者の皆様へ

事務局よりのお願い

2021年度　定時総会の開催について

　2021年度定時総会を下記の日程で開催いたしますが、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、日程を除き一部変更が生じ
る場合がございますので、宮陵会ホームページでご確認ください。
　定時総会は、2020年度に実施しました代議員選挙で選出された代議員(社員)をもって行います。
　代議員の方には、別途ご通知申し上げます。
　2021年度の定時総会につきましては、2020 年度同様に新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、代議員の皆様には「議決権
行使書」もしくは「委任状」により書面をもって議決いただき、ご出席をお控えいただきますようお願い申し上げます。
　なお、申し訳ございませんが、上記の事情により 2021 年度の定時総会における正会員の傍聴は出来かねますので、ご留意願い
ます。
　会員の皆様の安全と健康を最優先に考えた措置ですので、ご理解とご協力を切にお願い申し上げます。

記
日　　時　2021年6月12日(土)　午後3時
場　　所　神奈川大学横浜キャンパス　16号館セレストホール(予定)
報告事項　①2020年度(2020年4月1日から2021年3月31日まで)事業報告

②2021年度（2021年4月1日から2022年3月31日まで）事業計画及び予算
決議事項　第1号議案　2020年度(2020年4月1日から2021年3月31日まで)決算承認の件

第2号議案　役員(理事20名、監事3名)選任の件

　いつもご愛読ありがとうございます。おなじみの学生向け広
報誌「神大スタイル」が 328 号からリニューアルされ、発行も
web 化されました。これからはインターネットのデジタルパン
フレットでいつでもご覧いただけます。最新号だけではなく、
バックナンバーも掲載していますので、じっくりお楽しみくださ
い。今後は、１年に４回の発行を予定しています。お楽しみに！！

訂正とお詫び
『宮陵会報№111』4頁の栃木県宮陵会三橋英之様の読み仮名が「みつはし」とあるのは、「みはし」の誤りです。訂正してお詫び申し上げます。

「神大スタイル」はデジタルパンフレットで
ご覧になれます。

https://www.kanagawa-u.ac.jp/publication/style/
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切
り
取
り
線

一般社団法人 神奈川大学宮陵会 宛　　FAX.045-413-0791
● 卒業生情報登録・変更申請書 ●

本人照合、確認のため、以下項目は必ずご記入をお願いいたします。
記入日 年　　　　　　　　月　　　　　　　　日

卒業年月 卒業年 卒業月

卒業学部・学科 学　部 学　科

フリガナ

氏名 （姓） （名）

フリガナ

卒業時氏名 （姓） （名）

生年月日 　　　　　　　　　　年　　　　　　月    日生 性　別

日中確認の取れる電話番号

登録・変更する項目に  □  （レ点チェック）をご記入のうえ、該当する箇所のみご記入ください。
個人情報

□ 氏名
フリガナ

（姓） （名）

□ 住所
〒　　　　　　─

□ 電話番号 電話番号 携帯電話

□ メールアドレス
種　別 自宅　　　・　　　携帯　　　・　　　会社

@

勤務先情報

□ 勤務先概要

名　称

所　属 役　職

業　種 職　種

□ 勤務先住所

〒　　　　　　─

電話番号
その他

□ ゼミ・研究室

□ 課外活動 クラブ・ 役　職サークル名称

通信欄
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～神大ロースクール卒業生が設立した法律事務所です～

弁護士（神奈川県弁護士会所属）

新開 崇弘 川村 宜禎 横山 朗
川崎市川崎区東田町６－２ ミヤダイビル５階 
 ＪＲ川崎駅東口から徒歩約７分・京急川崎駅から徒歩約５分  
（川崎市役所本庁舎向かい） 

ＴＥＬ ： ０４４－２２１－５１７１
MAIL ： info@sky-law.com 

● 私たちは、神大生とその卒業生の皆様にとって、

「いちばん身近な法律事務所」を目指しています。

● 「迅速な対応」でサポートいたします。

お気軽にご相談ください！

左から、新開弁護士、川村弁護士、横山弁護士。 

ご相談・お問い合わせはこちらまで 

ＳＫＹ総合法律事務所 
（ミヤダイビル５階） 

市 役 所 通 

※平日夜間・土日のご相談も承ります。 
 （電話受付は、平日９：３０～１７：３０） 

相続・遺言 

離婚問題 

交通事故 

刑事事件 

借金問題 

借地借家 

企業法務 

その他民事一般 

本社
〒212-0058  川崎市幸区鹿島田1-1-2

（新川崎三井ビルディング）
TEL 044-520-0034

横浜支店
〒220-8116  横浜市西区みなとみらい2-2-1

（横浜ランドマークタワー16階）
TEL 045-210-9080

刻
ま
れ
る
歴
史
、

受
け
継
が
れ
る
都
市
の
記
憶
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発

行
　

　
　

●
編

集
・

発
行

／
一

般
社

団
法

人
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奈
川

大
学

宮
陵

会
　

　
〒

221-0802　
横

浜
市

神
奈

川
区

六
角
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電

話
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